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1 1 1 1 「特産品協会だより」発行事業 18年度～

　会員相互の情報交流を深め、より売れる特産品づくりを
促進するため、消費者ニーズ、流通動向、商品開発に関
する情報等を会報誌「鹿児島県特産品だより」として提供
する。

―
　会員相互の情報交流を深め、より売れる特産品づくりを促
進するため、消費者ニーズ、流通動向、商品開発に関する
情報等を会報誌「鹿児島県特産品だより」として提供した。

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

1 1 1 1
かごしまの特産品モニター活用
事業

23年度～ 　消費者のニーズに対応した特産品開発を推進する。 ―

　九州新幹線全線開業後に開発・改良された県産品等を一
堂に展示・紹介し、県内の一般消費者や県内外の流通関係
者から商品評価や意見等を収集するとともに、新商品等へ
の認知度向上と市場拡大を図った。

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

消費者
民間企業等

1 1 1 1
「きらり輝け！モノづくりセミナー」
事業

24年度～
　「安全・安心なモノづくりを支援するため、県内特産品製
造業者や団体等を対象に、流通・販売、デザイン、関係法
令等の専門家によるセミナーを開催する。

―
　「安全・安心なモノづくりを支援するため、県内特産品製造
業者や団体等を対象に、流通・販売、デザイン、関係法令等
の専門家によるセミナーを開催。

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

1 1 1 2 特産品コンクール開催事業 2年度～

　県内で新たに開発・製造・改良された商品のコンクール
を開催し、生産者の技術向上と商製品開発意欲の高揚を
図るとともに、入賞商品を広くPRすることにより、販路の
開拓を図る。

1,100

１　実施方針
　　コンクールの開催と県内外における入賞商品PR

２　スケジュール
　(1) 出品商品募集（7月～9月）
　(2) コンクール開催(10月）
　(3) 入賞商品展示・販売会（10月～3月）

1,100

１　実施方針
　　コンクールの開催と県内外における入賞商品PR

２　スケジュール
　(1) 出品商品募集（6月～8月）
　(2) コンクール開催(10月）
　(3) 入賞商品展示・販売会（10月～3月）

１　実施方針
　　コンクールの開催と県内外における入賞商品PR

２　スケジュール
　(1) 出品商品募集（7月～9月）
　(2) コンクール開催(10月）
　(3) 入賞商品展示・販売会（10月～3月）

かごしまの新特
産品コンクール
実行委員会
（鹿児島市
鹿児島県
(公社)鹿児島県
特産品協会）

1 1 1 2 よかもん自慢支援事業 25年度～
　「かごしまの新特産品コンクール」において、市長賞等を
受賞した商品を対象に、受賞者が受賞商品の販路拡大を
図る際の経費を助成する。

150

１　実施方針
　　コンクール開催後、市長賞及び県知事賞等の受賞者に
　対し助成（受賞した翌年度まで実施する事業に限る）

２　スケジュール
　（1） コンクール開催（10月）
　（2） 当年度受賞者に対する助成（１０月～）

750

１　実施方針
　　コンクール開催後、市長賞及び県知事賞等の受賞者に
　対し助成（受賞した翌年度まで実施する事業に限る）

２　スケジュール
　（1） コンクール開催（10月）
　（2） 当年度受賞者に対する助成（１０月～）

１　実施方針
　　コンクール開催後、市長賞及び県知事賞等の受賞者に
　対し助成（受賞した翌年度まで実施する事業に限る）

２　スケジュール
　（1） コンクール開催（10月）
　（2） 当年度受賞者に対する助成（１０月～）

産業支援課

1 1 1 2

メディア等活用宣伝事業

※H26～「観光かごしまプロモー
ション事業」から名称変更

S55年度～
　観光客の一層の誘致を図るため、本市観光の魅力を雑
誌広告やテレビCMなど、あらゆる媒体を活用しながら、
宣伝広報を行う。

45,343

・メディアミックス
　　テレビスポット、テレビ番組制作放映、交通広告、
　 パンフレット制作、Ｗｅｂプロモーションの実施
 ※効果的・効率的な広告媒体やエリア等について検討
    する。
・広告
　　地域情報誌等広告
・観光DVD
　　日本語版情報更新、活用
・観光ＨＰ
　　観光ホームページの運営

47,539

・メディアミックス
　　テレビスポット、テレビ番組制作放映、交通広告、
　　Ｗｅｂプロモーションの実施
 ※効果的・効率的な広告媒体やエリア等について検討
    する。
・広告
　　地域情報誌等広告
・観光DVD
　　日本語版情報更新、活用
・観光ＨＰ
　　観光ホームページの運営

・メディアミックス
　　テレビスポット、テレビ番組制作放映、交通広告、
　　Ｗｅｂプロモーションの実施
 ※効果的・効率的な広告媒体やエリア等について検討
    する。
・広告
　　地域情報誌等広告
・観光DVD
　　日本語版情報更新、活用
・観光ＨＰ
　　観光ホームページの運営

観光プロモーショ
ン課

1 1 1 2 アンテナショップ機能強化事業
元年度～

　鹿児島市（産業会館）と東京（遊楽館）の鹿児島ブランド
ショップにおいて、本県特産品の総合展示や宣伝・販売を
行い、特産品の「鹿児島ブランド」確立や販路拡大を図
り、本県特産品の振興による地域産業の発展に寄与す
る。

―

１　生産者や企業団体等と連携した本県特産品の総合
　　展示、宣伝・紹介及び販売
２　特産品コンクールの入賞賞品や旬の特産品のタイム
　　リーな展示、宣伝紹介及び販売
３　インターネットによる宣伝・紹介、モニターによる特産
　　品への求票等

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

1 1 1 2
ふるさとかごしま物産展開催事
業

21年度～
　県民に本県特産品等に対する理解と認識を深めてもら
い、県産品の利用促進及び観光客の誘致等を図る。

―
　平成２６年９月、山形屋において、県内の特産品、特に今
回は奄美地域をメインとした特産品及び文化の紹介等を実
施

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

団体、民間企業
等

1 1 1 2
九州新幹線全線開業効果波及
促進事業

23～24年度
　九州新幹線全線開業に伴い増加した観光客やビジネス
チャンスを各業種、各地域に波及させる。

― ― ― ― ―
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

市町村、団体、民
間企業等

1 1 1 2 新商品等開発支援事業 25年度

　九州新幹線全線開業３周年を迎え、その効果をさらに
県下全域に維持・拡大させるため、全線開業後に開発・
改良された県産品等を一堂に展示・紹介し、新商品等へ
の認知度向上と市場拡大を図る。

― ― ― ― ―
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

1 1 2 1
農商工等連携人材育成塾開催
事業

24～26年度

　地域の農林水産資源や技術等を活用した農商工等連
携の取組を促進するため、農林漁業者や商工業者等の
農商工等連携に対する理解促進や取組への意識を醸成
するとともに、異業種間の連携により新たな商品・サービ
ス等を創出する人材育成のセミナー等を開催する。

9,915

(1)人材育成塾の開催（25名）
　　セミナー（8回）、ワークショップ（5回）
　　意見交換会（4回）、先進地視察、商品プラン発表会
(2)トライアル試食・販売会の開催
　　開催日：平成27年3月23日
　　参加者：5グループ、10事業者
(3)県内他都市の事業者とのマッチング交流会
　　開催日：平成26年11月17日
　　参加者：46事業者（うち、市内の事業者：25）

― ― ― 産業創出課
市町村、民間企
業等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

◎ 1 1 2 1 フードビジネス推進事業 27年度～

　かごしまの豊かな農林水産資源や食品加工技術等を生
かしたこだわりのある新商品等開発を促進するため、人
材育成を通じて商品開発プランの作成から、食品関連製
造業者等の商品開発、マーケティング・販路開拓までを一
貫して支援する体制を構築し、域外への販路拡大や“食
の都”としてのブランド力の向上を通じて、食品関連産業
の振興を図る。

― ― 13,868

(1)人材育成塾の開催（4事業者、12名）
　　　セミナー（2回）、ワークショップ（2～4回）
　　　個別相談会（5回）
(2)商品開発支援コーディネータの配置（通年）
(3)食関連セミナーの開催（3回）
　　　開催時期：7月、9～10月、11～12月
4)アドバイザー個別相談会（10事業者程度）
(5)トライアル試食・販売会の開催
　　　開催日：平成28年1月下旬（予定）
　　　参加者：15事業者程度
(6)県内他都市の事業者とのマッチング交流会
　　　開催日：平成27年11月16日
　　　参加者：50事業者程度
(7)マーケティング・販路開拓支援
　　　南の逸品商談会（平成27年9月）
　　　スーパーマーケットトレードショー（平成28年2月）
(8)新商品開発に係る補助金（補助予定件数：5件）
(9)南（鹿児島）北（北海道）連携

(1)人材育成塾の開催
(2)商品開発支援コーディネータの配置（通年）
(3)食関連セミナーの開催
4)アドバイザー個別相談会
(5)トライアル試食・販売会の開催
(6)県内他都市の事業者とのマッチング交流会
(7)マーケティング・販路開拓支援
(8)新商品開発に係る補助金（補助予定件数：5件）
(9)南（鹿児島）北（北海道）連携

産業創出課
市町村、民間企
業等

1 1 2 1 農商工等連携支援事業 20～24年度
　中小企業者と農林漁業者との出会いの場や交流の機
会を提供するとともに、啓発や研修等を通じて、農商工連
携事業のきっかけ作りを試演する。

― ― ― ― ― 県工業倶楽部等

1 1 2 2
地域資源活用・農商工等連携促
進プログラム事業

20～29年度

　多種多様な本県の地域資源の，より効果的な活用や新
たな地域資源の開発による新事業創出，農林水産業者と
の連携により互いの経営資源を活用した新商品，新サー
ビスの開発に向けて中小企業等が行う研究開発，試作品
製作，販路開拓等を支援し，起業化や新事業の展開を促
進する。

12,058

助成件数
　　・地域資源活用起業家支援
　　　　 ２件
　　・地域資源活用・農商工等連携新事業創出
　　　　 ６件

22,093

助成計画件数
　　・地域資源活用起業家支援
　　　　 １件
　　・地域資源活用・農商工等連携新事業創出
　　　　 ７件

継続実施予定
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課）

県，大学，公設試
等

1 1 2 2 農商工等連携推進事業 22～24年度

　中小企業者と農林漁業者が相互に連携し、本県の良質
で豊富な農林水産物を活用した新たな商品やサービスな
どを開発する農商工等連携を促進することにより、地域経
済の活性化を図る。

― ― ― ― ― 県（産業立地課） 県工業倶楽部等

1 1 2 3 アグリクラスター構想事業 18年度～
①「地産・地消」への取り組み
②「商品力向上・販路拡大」への取り組み
（ビジネスマッチング）

―
【平成26年度開催実績】
　・国内商談会３回

― 継続実施予定 継続実施予定

鹿児島アグリ＆
フード金融協議
会
（国内商談会開
催のみ）

鹿児島銀行

1 1 3 1
桜島・錦江湾資源活用商品創出
支援事業

25年度～

　桜島・錦江湾の地域資源を活用した商品・サービスの開
発や販路開拓等を支援するとともに、商品開発などを担う
人材を育成することで、地域ブランドを活用した新商品等
の開発を支援する。

9,193

 桜島及び錦江湾の地域資源を活用した商品・サービスの開
発や販路開拓の支援等を行った。
(1)資源可能性調査
(2)商品等開発勉強会の開催
(3)桜島・錦江湾の地域資源を活用した商品等の開発支援
(4)開発を行った商品等の販路開拓の支援
これらの支援によって、７事業者による「ジオの恵み」（10商
品）を販売することができた。

― ― ―

1 1 4 1 農産加工設備整備支援事業 24年度～
　地域の農産物等を使った加工品作りを促進するため、
農産加工設備の整備に対し助成する。

― ― 1,063 農産加工設備の整備に対する助成 継続実施予定
農業者団体等
（生産流通課）

1 1 4 1 新商品創出支援事業 18～23年度
　消費者ニーズに即した「価値を高めた売れるモノづくり」
を促進する。

― ― ― ― ―
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

1 1 4 1
産業支援コーディネーター等連
絡会議の開催

―
　産業創出に関わる「コーディネーター職」の交流と情報
共有を目的とした会議を年数回開催している。

0
　平成26年度は6月、11月、2月の計3回を実施。県内各地か
ら40名前後の産学官連携に係る関係者が出席し、活動状況
の報告や情報交換などを行った。

0 数ヶ月に1回の会議を開催予定 数ヶ月に1回の会議を開催予定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

県内関係機関

1 1 4 1

新事業創出支援事業

（複数の事業の総称
　・農商工連携支援事業
　・地域資源活用支援事業）

17年度～

　法律に基づく新連携、地域資源活用、農商工連携の各
事業計画の認定を目指す中小企業者等に対して、事業
計画作りから、販路開拓に至るまで、一貫して支援を図
る。

―
県内認定件数
・地域資源活用　２件
・農商工連携　　１件

― 認定回数：３回／年 継続実施予定
中小企業基盤整
備機構

国、県、中小企業
支援機関

1 1 4 1 かごしま・こだわり「食」の商談会 23年度～

　九州新幹線全線開業を機に、食の宝庫である鹿児島を
改めて県内外にPRするとともに、優れた商品や特色ある
商品を有する地元企業の販路開拓・販売促進を支援する
ため、県内外の食品関連バイヤーを招聘し、個別相談会
を開催する。

500
・日程：平成27年2月26日～27日
・内容：・県内外バイヤーとの商談会

500 継続実施 継続実施予定 商工会議所

1 1 4 1
かごしまの「食」付加価値向上対
策事業

26年度～

　東アジアなど国内外の需要を取り込むため、県内食品
関連業者が行う商品開発や新市場開拓など付加価値向
上の取組を促進するとともに、国内外の新たな市場にビ
ジネス展開できる人材の確保を図る。

148,099
・海外展開セミナーの開催
・新商品開発や販路拡大等の取組に対する助成

157,216
・海外展開セミナーの開催
・新商品開発や販路拡大等の取組に対する助成

・海外展開セミナーの開催
・新商品開発や販路拡大等の取組に対する助成

県産業立地課

1 1 4 2 鹿児島大学ラボツアー事業 ―
　地域企業と大学との交流・情報交換を目的として「鹿児
島大学ラボツアー」を開催している。

―
平成26年度は農学部で実施。かごしま産業支援センターの
告知等により108名の企業関係者や農業従事者が参加し
た。各研究室訪問では活発な意見交換も行われた。

― 継続実施予定 継続実施予定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

かごしま産業支
援センター
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２６年度の実施状況
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

1 1 4 2 テクニカルショウ横浜への出展 ―
　鹿児島大学の研究成果を横浜地域の企業にPRするた
めに「テクニカルショウヨコハマ」に出展している。

― 出展取りやめ 200
テクニカルショウ横浜2016への出展
　2016年2月頃に予定されている同展示会に出展する予定

テクニカルショウ横浜2017への出展
　2017年2月頃に予定されている同展示会に出展する予定

鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

横浜企業支援財
団

1 1 4 2
 企業・大学研究者のマッチング
業務

―
　研究者、企業からのニーズに対応し、（公財）かごしま産
業支援センターや(株)鹿児島TLOと連携し、マッチング業
務を行っている。

0 平成26年度も継続して研究者や企業への支援を行った。 0 継続実施予定 継続実施予定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

1 1 4 2

イノベーションシステム整備事業
「大学等産学官連携自立化促進
プログラム（コーディネーター支
援型）」

22～24年度

　大学等における優れた研究成果の社会還元の促進に
向けて、産業界等への技術移転活動及び他機関や産業
界、自治体等との連携促進・強化等に取り組む専門人材
（産学官連携コーディネーター）の活動及びその育成を支
援する。

― ― ― ― ― （文部科学省）
鹿児島大学産学
官連携推進セン
タ

1 1 4 2 おおた研究・開発フェア 25年度～

 　「産学連携」「産産連携」「技術移転」「新製品・新技術の
ＰＲ」を目的とした展示会へ鹿児島大学の研究シーズを出
展。来場者の半数近くは大田区の企業である。大田区は
中小のモノづくり企業が集積する日本のモノ作りの土台を
支える地域である。

300

平成26年度は理工学研究科から三浦奈々子助教の「エネ
ルギー自己供給式制振装置」及び小山佳一教授・三井好古
准教授の「磁場を利用した機能性材料の研究開発」につい
て出展。

300 継続実施予定 継続実施予定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

1 1 4 2
ライフサイエンスワールド（旧バ
イオテック）　アカデミックフォーラ
ム

―
リードエグジビションジャパン株式会社が主催するアジア
最大のバイオテクノロジーに特化した展示会へ鹿児島大
学の研究シーズを出展。毎年5月に開催。

250

平成２６年度は医用ミニブタ・先端医療開発研究センター
佐原寿史准教授の「MHC確率クラウンミニブタによる新規治
療・医療機器開発を目指す前臨床試験」について出展を
行った。

250
平成２７年度は医歯学総合研究科　河原康一講師による出
展を行った。

継続実施予定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

1 1 4 2 新技術説明会 ―

JSTが主催する新技術説明会へ参加。平成26年度までは
「南九州発新技術説明会」として実施していたが、平成27
年度からは山口大学、佐賀大学などが加わり「地域創生!
南日本ネットワーク発新技術説明会」として開催。

300 本学教員のうち2名の研究について発表を行った。 350 本学教員のうち2名の研究について発表を行った。 継続実施予定 鹿児島大学

1 1 4 2 アグリビジネス創出フェア ― 農林水産省主催の農林水産・食品分野などの展示会。 300 農学部が主体となって出展。 400
平成27年度も農学部が主体となって出展を予定。今年度は
コーディネーターも同行し、より積極的に企業とのマッチング
を図る。

平成28年度の実施については平成27年度の実施状況を確
認後判断を行う。

鹿児島大学農学
部

◎ 1 1 4 2 BioJapanへの出展 ―
バイオインダストリー協会が主催する国内最大規模のバ
イオテクノロジーに関連する展示会。毎年10月～1月に実
施

0 平成26年度は出展せず、視察のみ実施。 300
平成27年度は医歯学総合研究科から2件の研究シーズを出
展予定。

平成28年度の実施については平成27年度の実施状況を確
認後判断を行う。

鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

1 1 4 3

特産農産物育成事業

→27年度から農林水産物ＰＲ事
業へ統合

17年度～

　市内産特産物であるニガウリ、桜島大根、桜島小ミカン
等の消費拡大をすすめ、経営の安定を図るため、生産者
団体などが行う販売促進活動に係る経費に対し助成等を
行う。

4,780

(1)特産物販売促進
(2)桜島ブランド総合販売促進対策協議会負担金
(3)茶消費拡大対策
(4)特産物キャンペーン推進

―
農林水産物ＰＲ事業として実施予定 農林水産物ＰＲ事業として実施予定 生産流通課

1 1 4 3 ６次産業化推進事業 24年度～
　特産物を活用した農業の６次産業化を推進するため、
研修会の開催や販売促進活動、先進地研修、新商品開
発に対する支援を行う。

1,352

(1)６次産業化の推進
　  ・６次産業化に関する研修会の実施
(2)販路促進支援事業
　　・物産展等への参加助成（旅費等補助）
(3)先進地研修支援事業
　　・先進地研修への助成（旅費等補助）
(4)新商品開発支援事業
　　・新商品開発経費への助成（委託料等補助）

1,835 継続実施予定 継続実施予定 生産流通課

1 1 4 3
むらおこし事業等地域活性化事
業

―

　全国の地域資源等を活用して開発された特産品を中心
に、各地域の特色を生かした産品の成果普及や関係者
の情報交換を積極的に行うとともに、各地の観光PRを行
い、産業おこしによる地域経済の活性化自立化に寄与す
ることを目的とする。

かごしま市商工会として実施なし ※ニッポン全国物産展は実施予定 ※ニッポン全国物産展は実施予定

全国商工会連合
会
（鹿児島県商工
会連合会・かごし
ま市商工会）

1 1 4 3 物産観光展開催事業 元年度～

　本県特産品や観光、文化、地域情報等を総合的に紹介
し、本県のイメージアップ並びに特産品の振興を図るた
め、本協会の自主事業として国内百貨店及び量販店数
十箇所で物産展等を開催するほか、鹿児島県及び鹿児
島市等と連携し国内数カ所の百貨店等において、物産観
光展を開催し、特産品の販路拡大や観光客の誘致促進
により、本県地域産業の発展を図る。

―

１　協会主催物産観光展
　　国内主要消費地の百貨店等で実施
２　県主催物産観光展
　　国内５百貨店等において、知事等がトップセールス
　　を行う物産観光展を実施する。

― 継続実施予定 継続実施予定

公益社団法人鹿
児島県特産品協
会
鹿児島県
鹿児島市

1 1 4 3 販路開拓推進事業 元年度～

　グローバル化の中で、産地間競争や類似商品の氾濫
等により市場競争は激化するとともに、消費者ニーズや
小売市場は多様化していることから、国内外の市場動向
や消費者ニーズの把握、関連業界との連携強化等により
有利な市場展開を行い、本県特産品の国内外への販路
拡大を図る。

―

１　国内販路開拓
　・　商談会やフェア等による小売店等の業態別販売戦
　　略の構築
　・　ギフト商品や新商品等のテスト販売など
２　海外販路開拓
　・　海外輸出を支援するセミナーの実施
　・　海外への輸出可能性調査の実施
３　国内外における観光と連携した商品開発や宣伝販売

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

1 1 4 3
販路開拓支援事業
（鹿児島アグリ＆フード金融協議
会）

21年度～

　鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島相互信用金庫、鹿児
島信用金庫、奄美大島信用金庫、鹿児島興業信用組合、
奄美信用組合が構成金融機関となり、南九州地域の農
業・食料を中心とした産業振興に資する事業等の実施に
おいて連携・協力を行うことにより、地域の経済活性化に
寄与することを目的とする。

１　実施方針
　引続き南九州地域の農業・食料を中心とした産業振興に
資する事業等の実施において連携・協力を行うことにより、
地域の経済活性化に寄与していく。
２　スケジュール
（１）Ｈ26年9月　 「南の逸品商談会　in Tokyo2014」
（２）H26年11月　「伊藤忠食品㈱商品発掘商談会」
（３）Ｈ27年1月　「第3回かごしまの逸品商談会」

継続実施予定 継続実施予定

鹿児島
アグリ＆フード
金融協議会

(鹿児島銀行）

鹿児島銀行、鹿
児島相互信用金
庫、鹿児島信用
金庫、奄美大島
信用金庫、鹿児
島興業信用組
合、奄美信用組
合

1 1 4 3 口蹄疫対策地域活性化事業 23～27年度

　口蹄疫の発生により影響を受けた本県地域経済の速や
かな回復に向けた必要な施策を実施することを目的とし
て「口蹄疫対策地域活性化基金」を設置してその運用益
により事業を実施する。

93,913

県内の地域経済活性化対策として助成事業を実施
　 (1) 地域再生・元気づくりイベント等支援事業
　　　・共生・協働型の商店街活性化事業　　　　      ４　件
　　　・イベント開催事業　　　　　　　　　　　　　　　  　　８　件
　　　・プレミアム付地域商品券発行支援事業　　  　 ８  件
　(2) 本県産食肉の流通支援事業
　　　・かごしま黒牛･黒豚高付加価値PR推進事業　 ５　件
　　　・県畜産物販路拡大対策支援事業　　　 　　　　 １　件
　 (3) 観光活性化対策事業 　　　　　　　　　   　　　　 １　件

104,112

県内の地域経済活性化対策として助成事業を実施する
　 (1) 地域再生・元気づくりイベント等支援事業
　　　・共生・協働型の商店街活性化事業
　　　・イベント開催事業
　　　・プレミアム付地域商品券発行支援事業
　(2) 本県産食肉の流通支援事業
　　　・かごしま黒牛･黒豚高付加価値PR推進事業
　　　・県畜産物販路拡大対策支援事業
　 (3) 観光活性化対策事業

―
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課)

県，市町村，商工
団体，観光団体
等

1 1 4 3 かごしまの工芸品匠展開催事業 23年度～

　本県には、大島紬や薩摩焼、川辺仏壇をはじめ多くの
工芸品があり、これらを広く県内外に宣伝・紹介し理解と
認識を高めてもらうとともに、需要の喚起による販路拡大
を図る。

―
　本場大島紬織物協同組合と連携し、一般消費者を対象に
本場大島紬の着用機会を創出し、旬の食と伝統的工芸品を
楽しむ集いを開催した。

― 継続実施予定 継続実施予定
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

県、民間企業等

1 1 4 3 ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務 23年度～

　弊行の取引先である多くの中小企業・個人事業主が厳
しい経営環境にある中、弊行が新たな販路開拓、もしくは
事業運営の改善について支援を行うなど、積極的に取引
先事業者に関与し、取引先事業者の売上高増加と営業
利益の改善を実現させる。

非公開

1、実施方針
 　弊行の取引先である多くの中小企業・個人事業主が厳し
い経営環境にある中、弊行が新たな販路開拓、もしくは事業
運営の改善について支援を行うなど、積極的に取引先事業
者に関与し、取引先事業者の売上高増加と営業利益の改
善を実現させる。

非公開 継続実施予定 継続実施予定 南日本銀行
外部専門機関
外部コンサルタン
ト等

1 1 4 3 『食の魅力』発見プロジェクト 23～24年度
　地方の「優れた食材」に販促の機会とノウハウを提供
し、「食の資源」探求に積極的なバイヤーとの商談の機会
を創出する。

非公開 ― 非公開 ― ―

『食の魅力』発見
プロジェクト実行
委員会
（南日本銀行）

第二地方銀行協
会

1 1 4 3
そうしん鹿児島うまいもんフェア
（イオン九州㈱との共催事業）

26年度～

　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児島県内の
地域産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売業者の新
規開拓と販売機会の拡大をサポートする。マッチングフェ
ア事業等を通じてイオン九州とつながりがあることから、
イオン鹿児島ショッピングモール内にて開催する。

―

＜期間＞
①Ｈ26年4月4日～同月6日の3日間
②Ｈ27年3月20日～同月22日の３日間
＜開催目的＞
地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児島県内の地域
産品（農産・水産・畜産・加工品）生産・販売業者の新規開拓
と販売機会の拡大をサポートする。
＜会場＞イオンモール鹿児島店
＜出店企業＞
①県内企業18社
②県内企業

―
平成２７年度も実施予定
日程未定

平成２８年度以降も継続実施予定
日程未定

鹿児島相互信用
金庫

1 1 4 3
安心・安全な食の認証取得促進
事業

26年度～

　本県の豊富な一次産品を生かした安心・安全な付加価
値の高い商品づくりを促進するため、県内食品製造業者
が行う食品の高品質化や食品衛生管理等の認証取得の
取組を支援する。

45,019
・ＨＡＣＣＰ等認証取得に関する講習会の開催
・食の認証取得の取組に対する助成

82,607
・ＨＡＣＣＰ等認証取得に関する講習会の開催
・食の認証取得の取組に対する助成

・ＨＡＣＣＰ等認証取得に関する講習会の開催
・食の認証取得の取組に対する助成

県産業立地課

1 1 4 3 大学は美味しいフェア ―
例年5月後半～6月にかけて新宿高島屋で開催される食
品の物販及び展示会。

―
南大隅町十津川農場と農学部教員の共同研究の成果によ
るねじめびわ茶を出展

-
南大隅町十津川農場と農学部教員の共同研究の成果によ
るねじめびわ茶を出展

継続実施予定 鹿児島大学

1 1 4 3 商工会まるごと特産品フェア 26年度～

県内各商工会地域の事業者が開発した「とっておきの逸
品」や全国展開プロジェクト等で開発した特産品等及び県
内各地域の特産品等を一同に取り揃え、鹿児島市の中で
も特に交流人口の多い「ＪＲ鹿児島中央駅前」において物
産展を開催し、広く消費者に県内商工会地区の特産品の
魅力を紹介し、販路拡大につなげることを目的とする。

鹿児島・日置・南薩地域6商工会21事業所が参加
かごしま市商工会より　4事業所出店 ― 継続実施予定 未定

鹿児島県商工会
連合会

1 1 5 1

農林水産物地産地消推進事業

→27年度から農林水産物ＰＲ事
業へ統合

17年度～

　豊富な市内産特産農林水産物を広く市民に紹介するた
め、「市内産農産物旬のキャンペーン」「食の産地交流会」
「旬のクッキング教室」を開催し、旬の味を市民に提供す
るとともに、産地の紹介や安全への取組・食材のもつ機
能性・料理方法等を紹介し、地産地消を推進する。

2,664

鹿児島市農産物等流通促進協議会負担金
(1)市内産農産物旬のキャンペーン（年3回)
(2)食の産地交流会（年2回）
(3)旬のクッキング教室（年2回）
(4)暮れの市
(5)地産地消宣伝
(6)“美味のまち鹿児島”「薩摩美味維新　春の宴」

― 農林水産物ＰＲ事業として実施予定 農林水産物ＰＲ事業として実施予定

鹿児島市農産物
等流通促進協議
会
（生産者団体、
県、市）
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事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

□ 1 1 5 1 農林水産物ＰＲ事業 27年度～
　豊富な市内産の特産農林水産物を市内外の各種イベ
ント、物産展等を通して広くＰＲを行うことにより、本市農
林水産物の生産振興及び消費拡大を図る。

― ― 5,912

１．鹿児島市農産物等流通促進協議会負担金
(1)地産地消の推進
 ①市内産農産物旬のキャンペーン（年3回)
 ②食の産地交流会（年2回）
 ③旬のクッキング教室（年2回）
 ④暮れの市
 ⑤地産地消宣伝
 ⑥“美味のまち鹿児島”「薩摩美味維新　春の宴」
(2)特産物キャンペーン推進
(3)茶消費拡大対策
２．桜島ブランド総合販売促進対策協議会負担金
３．県外ＰＲ

継続実施予定

鹿児島市農産物
等流通促進協議
会
（生産者団体、
県、市）

1 1 5 1 そうしん「うまかもん市」 21年度～

　地産地消ネットワークづくりの一環として鹿児島県内の
地域産品 （農産・水産・畜産・加工品）生産・販売業者の
新規開拓と販売機会の拡大をサポートする。マッチング
フェア事業等を通じてダイエーとつながりがあることから、
全国に先駆けてモデルケース企画として共同開催してい
る。

― ― ―
　県内・県外のダイエーにて鹿児島県の「うまいもん」を周知
できるよう開催を続ける

　県内・県外のダイエーにて鹿児島県の「うまいもん」を周知
できるよう開催を続ける

鹿児島相互信用
金庫

ダイエー

1 1 5 1
そうしん「小さな地産・地消支援
ネットワーク」

21年度～

　小規模・零細企業を中心とした農水産物生産者、食品
加工業者など支店取引先の食材、農水産物や特産品を
僚店間の店頭にて展示・紹介し、販路拡大支援をサポー
トする。　　　過去13回実施

―

日時
①平成26年8月2日（土）
②平成26年8月26日（火）
③平成26年6月16日（月）
場　所
①薩摩川内市　②鹿児島市　③当金庫本支店（全店）

―
平成27年度継続実施予定
平成27年6月15日（月）は実施済（当金庫本支店全店）
8月中に鹿児島県内2～3箇所にて実施予定

日程未定
鹿児島相互信用
金庫

1 1 5 2 かごしま地産地消推進店の登録 18年度～

　県産農林水産物を積極的に活用している飲食店等を
「かごしま地産地消推進店」として登録することを通じて，
飲食店等における地産地消の取組拡大や県産農林水産
物の消費者への理解促進と消費拡大を推進する。

― 地産地消推進店の登録と支援を実施 ―
H27年4月及び７月に地産地消推進店の登録を実施
今後，10月及び１月に追加登録を実施予定

地産地消推進店の登録と支援を実施予定

かごしまの“食”
交流推進会議
（事務局：県農政
課）

1 1 6 1
プロモーション推進事業（企業誘
致）

19～25年度
　鹿児島の魅力を積極的に発信・アピールし、大会・会
議・イベントの誘致、観光客の誘致、企業の誘致、特産
品・農産品の販路拡大などにつながる活動を推進する。

― ― ― ― ―
かごしまプロモー
ション推進室（東
京分室）

1 1 6 1
九州新幹線全線開業経済効果
最大化プロジェクト

22年度～

　九州新幹線全線開業の経済効果を最大限に活用する
ために、当所が中心となって組織する「九州新幹線全線
開業経済効果最大プロジェクト」との連携を図り、様々な
観光振興策を展開する。

― オールかごしまｗｅｌｃｏｍキャンペーンの実施 ― ― ― 商工会議所

1 2 1 1 観光未来戦略推進事業 18年度～

１　有識者会議等による観光未来戦略の進捗
　　管理・推進（H17～H23）
２　第２期観光未来戦略策定（H22～H23）
３　有識者会議等による第２期観光未来戦略の
　　進捗管理・推進（H24～）

291 第2期鹿児島市観光未来戦略の進捗管理・推進 236
第2期鹿児島市観光未来戦略の進捗管理・推進
第3期鹿児島市観光未来戦略策定に向けた調査

第2期鹿児島市観光未来戦略の進捗管理・推進
第3期鹿児島市観光未来戦略策定

観光プロモーショ
ン課

□ 1 2 2 1 鹿児島ぶらりまち歩き推進事業 20年度～

 　ガイドの解説を受けながらまち歩きを楽しめる「鹿児島
ぶらりまち歩き」を推進するとともに、市内の主要観光地
等でもボランティアガイドによる観光案内が受けられる体
制をとり、観光客の受入体制の充実を図る。

22,752

１　まち歩きガイドの実施（24コース）
２　観光地ガイドの実施（6ヶ所）
３　まち歩き観光ステーションでの観光案内
４　よりみちクルーズ船内における観光案内
５　市民向けまち歩きの実施
６　フォトスポット情報発信に向けたカメラスタンドの改修
７　ＪＲウォーク

24,788

１　まち歩きガイドの実施（24コース）
２　観光地ガイドの実施（9ヶ所）
３　まち歩き観光ステーションでの観光案内
４　よりみちクルーズ船内における観光案内
５　市民向けまち歩きの実施
６　ＪＲウォーク
７　外国人観光客向けまち歩きの実施
８　ボランティアガイドの追加募集

１　まち歩きガイドの実施（24コース）
２　観光地ガイドの実施（9ヶ所）
３　まち歩き観光ステーションでの観光案内
４　よりみちクルーズ船内における観光案内
５　市民向けまち歩きの実施
６　ＪＲウォーク
７　外国人観光客向けまち歩きの実施

鹿児島観光コン
ベンション協会

1 2 2 1
“美味のまち鹿児島”魅力づくり
事業

21年度～
　「食」をテーマにした新たな鹿児島の魅力づくりを行い、
県内外への情報発信を効果的に展開していくことを通し
て、本市のさらなる観光振興を図る。

12,000
１　“美味のまち鹿児島”「薩摩美味維新」の実施
２　他団体主催イベントの誘致・支援

12,000
１　“美味のまち鹿児島”「薩摩美味維新」の実施
２　他団体主催イベントの誘致・支援

１　“美味のまち鹿児島”「薩摩美味維新」の実施
２　他団体主催イベントの誘致・支援

“美味のまち鹿
児島”づくり協議
会
（事務局：市観光
振興課）

1 2 2 1 朝を楽しむ観光推進事業 24～25年度

　本市の朝の観光素材の掘り起こしを行い、朝の観光素
材を活用したモデルコースを作成するとともに、その情報
を発信していくことを通して、本市における滞在型観光の
推進を図る。

― ― ― ― ―
朝を楽しむ観光推進
実行委員会（事務局：

市観光企画課）

□ 1 2 2 1 観光イベント創出支援事業 25年度～
　民間団体が実施する、多くの市民や観光客を呼び込め
る新たなイベントに対する補助制度を設け、本市の新たな
イベントとして定着を図る。

5,123

１．実施方針
　同左

２．スケジュール（当該年度選定分）
（１）イベントの募集（４月～５月）
（２）助成団体の決定（５月末）
（３）助成団体によるイベント内容の調整
（４）イベントの実施
　　※上記に加え、既選定イベントを実施

３．成果指標の目標値
 　同左

18,183

１．実施方針
　同左

２．スケジュール（当該年度選定分）
（１）イベントの募集（４月～５月）
（２）助成団体の決定（５月末）
（３）助成団体によるイベント内容の調整
（４）イベントの実施
　　※上記に加え、既選定イベントを実施

３．成果指標の目標値
 　同左

１．実施方針
　同左

２．スケジュール（当該年度選定分）
（１）イベントの募集（４月～５月）
（２）助成団体の決定（５月末）
（３）助成団体によるイベント内容の調整
（４）イベントの実施
　　※上記に加え、既選定イベントを実施

３．成果指標の目標値
 　同左

観光プロモーショ
ン課
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事業費
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実施主体
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

□ 1 2 2 1 薩摩維新ふるさと博開催事業 26年度～

　明治維新１５０年に向けた取組のひとつとして、幕末・維
新期の薩摩を感じられるイベント「薩摩維新ふるさと博」を
歴史ロード“維新ふるさとの道”において開催する。

＜時期＞
　おはら祭前後の３週間程度を予定

＜内容＞
　・歴史ロード出入り口での幕末・維新期の偉人等
    に扮したスタッフによるおもてなし
　・郷土芸能、芝居（幕末の様子など）及び「自顕流」
    演舞の披露
　・当時を感じさせる雰囲気の飲食ブースの設置
　・「明治維新150年カウントダウン事業」の各年度
    テーマに沿った展示　など

8,000

＜期間＞
　１０月２３日（木）～１１月９日（日）[１８日間]

＜内容＞
　・幕末・維新期の衣装を着た「薩摩維新おもてなし隊」によ
るおもてなし
　・芝居、郷土芸能及び示現流・薬丸自顕流演舞演武披露
　・当時の雰囲気を感じられる飲食ブースの設置
　・人力車や駕籠、さつま琵琶及び昔の遊び体験
　・幕末・維新期に活躍した偉人の紹介パネル展示　　等

10,000

＜期間＞
　　１０月２３日（金）～１1月１５日（日）[２４日間]

＜内容＞
　・幕末・維新期の衣装を着た「薩摩維新おもてなし隊」によ
るおもてなし及びパフォーマンスの披露
　・芝居、郷土芸能及び示現流・薬丸自顕流演舞演武披露
　・当時の雰囲気を感じられる飲食ブース及び食事コーナー
の設置
　・示現流・薬丸自顕流体験や当時の衣装（簡易）の貸し出
し
　・「薩摩藩英国留学生」に関する展示コーナーの設置　等

＜期間＞
　おはら祭の期間を挟む約1ヶ月間

＜内容＞
　・幕末・維新期の衣装を着た「薩摩維新おもてなし隊」によ
るおもてなし及びパフォーマンスの披露
　・芝居、郷土芸能及び示現流・薬丸自顕流演舞演武披露
　・当時の雰囲気を感じられる飲食ブース及び食事コーナー
の設置
　・示現流・薬丸自顕流体験や当時の衣装（簡易）の貸し出
し
　・「明治維新１５０年カウントダウン事業」の各年度テーマに
沿った展示　等

薩摩維新ふるさ
と博実行委員会
（事務局：ＫＴＳ
※市も参加）

□ 1 2 2 2 グリーン・ツーリズム推進事業 18年度～

<23年度まで>
　「鹿児島市みどり豊かな農山村ふれあい推進基本計
画」に基づきグリーン・ツーリズムを推進する。
　(1)推進体制の整備
　(2)情報発信
　(3)人材育成
　(4)活動支援
　(5)農業・農村体験交流

＜24年度以降＞
　「鹿児島市グリーン・ツーリズム推進計画」に基づきグ
リーン・ツーリズムを推進する。
　(1)都市部住民の農村地域における交流促進
　(2)人材の育成と関係団体への支援・連携
　(3)農村地域の魅力の情報発信
　(4)計画の推進

6,798

１　都市部住民の農村地域における交流促進
　　農家民泊の促進、県外エージェント・県内観光関係者へ
の情報発信、農家民宿の開業の促進、農作業体験学習の
促進、棚田の保全、農村体験交流人材バンクの活用
２　人材の育成と関係団体への支援・連携
　　地域グリーン・ツーリズム推進連絡会の開催、登録団体
等の認証・助成、農家民泊の促進、棚田の保全、インストラ
クターの派遣、インストラクター等への研修、インストラクター
連絡会の開催、農村体験人材バンクの活用
３　農村地域の魅力の情報発信
　　体験ツアーの実施(３地域へ拡充）、ガイドブックの作成・
配布、ホームページ・案内板の管理・運営、県外エージェン
ト・県内観光関係者への情報発信、生活情報紙による情報
発信
４　計画の推進
　　推進協議会・推進委員会・地域推進連絡会の開催

8,005

１　都市部住民の農村地域における交流促進
　　農家民泊の促進、県外エージェント・県内観光関係者へ
の情報発信、農家民宿の開業の促進、農作業体験学習の
促進、棚田の保全、農村体験交流人材バンクの活用
２　人材の育成と関係団体への支援・連携
　　地域グリーン・ツーリズム推進連絡会の開催、登録団体
等の認証・助成、農家民泊の促進、棚田の保全、インストラ
クターの派遣、インストラクター等への研修、インストラクター
連絡会の開催、農村体験人材バンクの活用
３　農村地域の魅力の情報発信
　　ガイドブックの作成・配布、ホームページ・案内板の管理・
運営、県外エージェント・県内観光関係者への情報発信、生
活情報紙による情報発信
４　計画の推進
　　推進協議会・推進委員会・地域推進連絡会の開催

１　都市部住民の農村地域における交流促進
　　農家民泊の促進、県外エージェント・県内観光関係者へ
の情報発信、農家民宿の開業の促進、農作業体験学習の
促進、棚田の保全、農村体験交流人材バンクの活用
２　人材の育成と関係団体への支援・連携
　　地域グリーン・ツーリズム推進連絡会の開催、登録団体
等の認証・助成、農家民泊の促進、棚田の保全、インストラ
クターの派遣、インストラクター等への研修、インストラクター
連絡会の開催、農村体験人材バンクの活用
３　農村地域の魅力の情報発信
　　ガイドブックの作成・配布、ホームページ・案内板の管理・
運営、県外エージェント・県内観光関係者への情報発信、生
活情報紙による情報発信
４　計画の推進
　　推進協議会・推進委員会・地域推進連絡会の開催

グリーンツーリズ
ム推進課

□ 1 2 2 2
桜島・錦江湾ジオパーク推進事
業

24年度～
　桜島・錦江湾ジオパークにおいて、世界認定を見据えな
がら、ジオツアーの実施や市民への周知活動等を行う。

23,799

１　世界ジオパーク認定への取組
　・ジオパーク国際ユネスコ会議出席
　・桜島・錦江湾ジオパークエリア修正検討調査
２　ジオに関する活動の展開
　・ジオツアー、ジオ講座の実施
　・ジオカフェ、ジオキッズ講座、ジオ出前講座 等
　・シンポジウム、灰フェスプレイベント等の開催
３　情報発信
　・桜島・錦江湾ジオパークガイドマップ作成
　・大型看板の設置
　・缶バッジ、シール等各種広報ツールの作成

25,371

１　世界ジオパーク認定への取組
　・世界ジオパーク国内推薦申請書作成
　・境ジオパークネットワークビューロ招聘　など
２　ジオに関する活動の展開
　・認定ジオガイド養成
　・ジオツアー、ジオ講座の実施
　・ジオカフェ、ジオキッズ講座、ジオ出前講座 等
　・シンポジウム、灰フェス等の開催
３　情報発信
　・ホームページの作成
　・缶バッジ、シール等各種広報ツールの作成

１　世界ジオパーク認定への取組
　・世界ジオパーク国内推薦申請
　・ジオパーク国際ユネスコ会議出席
２　ジオに関する活動の展開
　・認定ジオガイド養成
　・ジオツアー、ジオ講座の実施
　・ジオカフェ、ジオキッズ講座、ジオ出前講座 等
　・シンポジウム、イベント等の開催
３　情報発信
　・ホームページの作成
　・缶バッジ、シール等各種広報ツールの作成

桜島・錦江湾ｼﾞｵ
ﾊﾟｰｸ推進協議会
（事務局：市ジオ
パーク推進室）

ジオパーク推進
室

1 2 2 2
新幹線全線開業影響等調査事
業（産業支援課分）

24年度

　九州新幹線全線開業により、事業所、消費者等の動向
が変化していると予測されることから、その実態及び変化
が本市経済に及ぼす効果・影響等について調査を実施す
る。

― ― ― ― ― 産業支援課

1 2 2 2
新幹線全線開業影響等調査事
業（観光企画課分）

24年度
　九州新幹線全線開業により、本市における観光客の動
向が変化していると予測されることから、その実態及び変
化を把握するための調査を実施する。

― ― ― ― ― 観光企画課

1 2 2 2
ロゲイニングイベント開催支援事
業

24年度～
　本市の観光資源である自然や歴史等を活用しチェック
ポイントを制限時間内に回るロゲイニングイベントの開催
を支援する。

1,033

１．ロゲイニングイベント実施団体への支援

２．コーディネーターによる開催支援

３．ロゲイニング広報用チラシの作成

600
１．ロゲイニングイベント実施団体への支援 １．今後の実施方針 検討中

スポーツ課

1 2 2 2
桜島・錦江湾ジオパーク旅行商
品造成調査事業

25～26年度
　ジオの観点から地域資源の調査等を行い、ジオの魅力
を活かした旅行商品の造成のための調査を行う。

3,431

　桜島・錦江湾におけるツアー等の充実を図るため、ジオの
魅力を生かしたジオツアーの企画、試験的実施を行った。

・観光客向けジオツアーの試験的実施

― ― ―
ジオパーク推進
室

□ 1 2 2 2 映画撮影等誘致支援事業 25年度～
　鹿児島の魅力の発信につながる映画等に対し助成す
る。

600

1　実施方針
　鹿児島の魅力の発信につながる映画や連続ドラマを誘致
し、その製作に係るロケ経費及びPR経費に対して助成する
ほか、26年度からは、新たに市内宿泊施設へ連続2日以上
かつ延べ50泊以上宿泊するロケについても助成を行う。

2　スケジュール
　未定

10,500

1　実施方針
　鹿児島の魅力の発信につながる映画や連続ドラマを誘致
し、その製作に係るロケ経費及びPR経費に対して助成す
る。

2　スケジュール
　映画「ゆずの葉ゆれて」の支援

1　実施方針
　鹿児島の魅力の発信につながる映画や連続ドラマを誘致
し、その製作に係るロケ経費及びPR経費に対して助成す
る。

2　スケジュール
　未定

観光プロモーショ
ン課

1 2 2 2 観光地来訪状況調査事業 25年度
　第２期観光未来戦略の推進にあたっての基礎資料とす
るため、湯之平展望所等の観光地において、来訪状況調
査を行う。

― ― ― ― ― 観光企画課

1 2 2 2 着地型旅行商品造成調査事業 25～26年度
　市内の観光資源を活かした、体験型・交流型の要素を
取り入れた着地型旅行商品の造成のための調査を行う。

5,939

１　今後の実施方針
　同左

２　事業概要
（１）着地型旅行商品の造成
（２）着地型旅行商品の試験的実施

― ― ―
観光プロモーショ
ン課
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事業費
（千円）

26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

1 2 2 2 世界文化遺産登録推進事業 25年度～

　磯地区の異人館などを含む「明治日本の産業革命遺産
九州・山口と関連地域」の世界文化遺産登録を目指し、
構成資産の適切な保存管理と整備活用を図る。また、世
界遺産登録後も見据え、市民との協働で文化遺産を生か
した地域振興を図る。

34,184

１　世界文化遺産登録に向けた関係団体との協議・手続き
　　　・26年9月　イコモス現地調査
　　　・27年5月　イコモス勧告
　　　・27年7月　ユネスコ世界遺産委員会（ドイツ・ボン）
　　　　　　　　　　　世界遺産登録（目標）
２　かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議
　　　・遺産を活用したイベント、ファン拡大イベントの実施
　　　・おもてなし講座等の開催
　　　・サイン・トータルデザイン計画の作成
　　　・ポスター、パンフレット等の作成
３　受入体制整備
　　　・パークアンドライドの社会実験等

58,375

１　世界文化遺産登録に向けた関係団体との協議・手続き
　　　・27年5月　イコモス勧告
　　　・27年7月　ユネスコ世界遺産委員会（ドイツ・ボン）
　　　　　　　　　　　世界遺産登録（目標）
２　かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議
　　　・ファン拡大イベント、地域魅力アップ活動の実施
　　　・おもてなし講座等の開催
　　　・ポスター、マップ・ガイドブック等の作成
３　受入体制整備
　　　・解説板・案内サインの整備
　　　・交通アクセス対策（パークアンドライド等の実施）
４　登録記念関連
　　　・パブリックビューイング、セレモニーの開催
　　　・登録記念企画展の開催

１　かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議
　　　・ファン拡大イベント、地域魅力アップ活動の実施
　　　・おもてなし講座等の開催
　　　・マップ・ガイドブックの作成
２　受入体制整備
　　　・解説板・案内サインの整備
　　　・交通アクセス対策

世界文化遺産登
録推進室

市民団体
NPO法人
大学
事業者
観光・経済団体
行政

1 2 2 2
桜島・錦江湾ジオパーク環境整
備事業

26年度～
　ジオの魅力・特性を生かしたハード整備や主要ジオサイ
トの説明板整備などを行うことにより、桜島・錦江湾ジオ
パークの環境整備を行う。

10,009

　桜島・錦江湾ジオパークの見所であるジオサイトへの説明
板の整備等を行った。
　
　１　 ジオサイト説明板等製作設置（18ヶ所）
　２　ジオパーク関連施設説明板等製作設置（5ヶ所）
  ３　桜島赤水採石場跡地法面緑化
　４　ラッピング電車運行
　５　中央駅地下通路コルトン書き換え

― ―
　ジオの魅力・特性を生かしたハード整備などを行うことによ
り、桜島・錦江湾ジオパークの環境整備を行う。

ジオパーク推進
室

1 2 2 2
桜島・錦江湾ジオパーク人材育
成事業

26～27年度
　「桜島・錦江湾ジオパーク」における世界ジオパークを見
据えた取組を推進するため、人材育成を行なう。

14,905

＜裾野を広げる人材育成＞
　　ジオパーク活動の裾野を広げる取組を推進するため市
街地側でのジオツアーの造成やジオの魅力を分かりやすく
説明できるボランティアガイドの養成ができる人材の育成

＜専門員等育成＞
　　桜島・錦江湾ジオパークの専門員になる人材の育成や
外国語で桜島・錦江湾ジオパークを説明できる人材の育成

7,760

＜裾野を広げる人材育成＞
　　ジオパーク活動の裾野を広げる取組を推進するため市
街地地側でのジオツアーの造成やジオの魅力を分かりやす
く説明できるボランティアガイドの養成ができる人材の育成

＜専門員等育成＞
　　桜島・錦江湾ジオパークの専門員になる人材の育成や
外国語で桜島・錦江湾ジオパークを説明できる人材の育成

―

ジオパーク推進
室

1 2 2 2
プロスポーツチーム等活動支援
補助金

26年度～

　スポーツを通じた観光交流の促進を図るため、市内を拠
点とするプロスポーツチームが行う本市の観光ＰＲ活動や
チームの情報発信力を高める活動等に対し、必要な支援
を行う。

13,000

プロスポーツチームへの支援

＜交付対象者＞
　・一般社団法人鹿児島プロスポーツプロジェクト
　　 （鹿児島ユナイテッドFC運営会社）
　・株式会社スポーツフロンティア鹿児島
　　 （レノヴァ鹿児島運営会社）

13,000

プロスポーツチームへの支援

＜交付対象者＞
　・株式会社鹿児島プロスポーツプロジェクト
　　 （鹿児島ユナイテッドFC運営会社）
　・株式会社スポーツフロンティア鹿児島
　　 （レノヴァ鹿児島運営会社）

プロスポーツチームへの支援

＜交付対象者＞
　・株式会社鹿児島プロスポーツプロジェクト
　　 （鹿児島ユナイテッドFC運営会社）
　・株式会社スポーツフロンティア鹿児島
　　 （レノヴァ鹿児島運営会社）

スポーツ課

1 2 2 2 ＷＥＢ産業観光発信 26年度～

　ジェトロでは、インバウンドのヒトの流れとアウトバウンド
のモノ・サービスの流れの間に好循環をもたらすことを目
的として、海外からの観光客を積極的に受け入れる日本
の企業や工場等の施設情報を収集し、それらの情報を
ジェトロウェブサイト
（http://www.jetro.go.jp/en/ind_tourism/）に掲載し、全世
界へ向け発信する。

―

　ジェトロでは、インバウンドのヒトの流れとアウトバウンドの
モノ・サービスの流れの間に好循環をもたらすことを目的と
して、海外からの観光客を積極的に受け入れる日本の企業
や工場等の施設情報を収集し、それらの情報をジェトロウェ
ブサイト（http://www.jetro.go.jp/en/ind_tourism/）に掲載し、
全世界へ向け発信する。

検討中

　ジェトロでは、インバウンドのヒトの流れとアウトバウンドの
モノ・サービスの流れの間に好循環をもたらすことを目的と
して、海外からの観光客を積極的に受け入れる日本の企業
や工場等の施設情報を収集し、それらの情報をジェトロウェ
ブサイト（http://www.jetro.go.jp/en/ind_tourism/）に掲載し、
全世界へ向け発信する。

　ジェトロでは、インバウンドのヒトの流れとアウトバウンドの
モノ・サービスの流れの間に好循環をもたらすことを目的と
して、海外からの観光客を積極的に受け入れる日本の企業
や工場等の施設情報を収集し、それらの情報をジェトロウェ
ブサイト（http://www.jetro.go.jp/en/ind_tourism/）に掲載し、
全世界へ向け発信する。

ジェトロ

◎ 1 2 2 2
映画「ゆずの葉ゆれて」撮影ロケ
サポート

27年度
映画「ゆずの葉ゆれて」の喜入ロケ並びに鹿児島ロケを
成功させるためにエキストラの手配やスタッフへの炊き出
し等撮影がスムーズにいくようサポートする。

― ― ― 撮影全般に関するサポート ―
かごしま市商工
会喜入支所

1 2 2 3

海外観光客誘致宣伝事業

※26年度～「東アジア等観光客
誘致宣伝事業」及び「外国人観
光客受入事業」へ統合

S48～H25年度 　関係機関と連携して海外観光客船の受入等を行う。 ― ― ― ― ―

鹿児島海外観光
客受入協議会
（事務局：NPO法
人ゆめみなと※
市も参加）

県
鹿児島商工会議
所
コンベンション協
会
県観光連盟

1 2 2 3

外国人観光客受入事業

※25年度は「外国人観光客受入
体制整備事業」として実施
（25年度より、受入関連事業を
「東アジア観光客誘致事業」から
抜粋）
※27年度は「外国人向け無線
LAN設置事業」も併せて実施

21年度～
　ホテル等の外国語案内表記の整備に対する助成を行う
ほか、外国人用公共交通ガイドブックの作成等を行う。

8,296

・海外観光客受入体制整備費助成補助金
・外国語版「食べ歩きマップ」作成事業補助金
・外国語版「公共交通ガイドブック」の増刷
・公衆無線ＬＡＮ環境の整備
・外国人観光客向け「鹿児島ぶらりまち歩き」の試験的実施
・「桜島ＡＲアプリ」による情報発信
・クルーズ船の受入（入港時における歓迎行事の実施、観
光客船寄港広報の実施）
・シャトルバスの運行実験（マリンポートかごしま ～天文館）

7,546

・海外観光客受入体制整備費助成補助金
・外国語版「食べ歩きマップ」作成事業補助金
・外国語版「公共交通ガイドブック」の増刷
・公衆無線ＬＡＮ環境の整備
・「桜島ＡＲアプリ」による情報発信
・クルーズ船の受入（入港時における歓迎行事の実施、観
光客船寄港広報の実施）

・海外観光客受入体制整備費助成補助金
・外国語版「食べ歩きマップ」作成事業補助金
・外国語版「公共交通ガイドブック」の増刷
・公衆無線ＬＡＮ環境の整備
・「桜島ＡＲアプリ」による情報発信
・クルーズ船の受入（入港時における歓迎行事の実施。観
光客船寄港広報の実施）

観光プロモーショ
ン課

鹿児島海外観光
客受入協議会
（事務局：NPO法
人ゆめみなと※
市も参加）

県
鹿児島商工会議
所
コンベンション協
会
県観光連盟
ＮＰＯ法人ゆめみ
なと鹿児島

1 2 2 3

ウエルカムキュート運営事業

（※H25から名称変更。H24まで
は「外国人観光客ウェルカム
キュート導入事業」）

24年度～

　市電、市バス、桜島フェリーの共通券の料金及び観光
施設の入館料等が割引される外国人観光客向けの
キュートを販売し、外国人観光客の誘致を促進するととも
に、回遊性の更なる向上を図る。

4,465
１　公共交通ガイドブックでの広報
２　海外セールスでのプロモーション

4,868
１　公共交通ガイドブックでの広報
２　海外セールスでのプロモーション

１　公共交通ガイドブックでの広報
２　海外セールスでのプロモーション

観光プロモーショ
ン課

・交通局
・船舶局
・鹿児島観光コン
ベンション協会
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

1 2 3 1 広域観光連携事業
S28年度～

　行政区域を越えた他地域の観光資源施設と連続させた
広域的なルートづくりや観光宣伝などの共同事業を行う。
　また、各種の協議会に、観光関係団体の会員として加
入し、全国レベル・県レベルでの観光振興事業の中で本
市のPRを行うとともに、各種の情報提供を受ける。

7,178

１　鹿児島県四地区観光連絡協議会
　　観光キャンペーン、雑誌等記者招聘、パンフレット作成等
２　鹿児島県観光誘致促進協議会
　　旅行エージェントとの意見交換会、NHKドラマ誘致等
３　観光かごしま大キャンペーン推進協議会
　　総合集中宣伝、誘客宣伝等
４　その他
　　九州観光都市連盟・鹿児島県都市観光連絡会議・
　　鹿児島県観光連盟・日本観光振興協会・国際観光
　　振興機構
　　総会・連絡会議等の開催、各種情報発信等

8,923

１　鹿児島県四地区観光連絡協議会
　　観光キャンペーン、雑誌等記者招聘、パンフレット作成等
２　鹿児島県観光誘致促進協議会
　　旅行エージェントとの意見交換会、NHKドラマ誘致等
３　観光かごしま大キャンペーン推進協議会
　　総合集中宣伝、誘客宣伝等
４　その他
　　九州観光都市連盟・鹿児島県都市観光連絡会議・
　　鹿児島県観光連盟・日本観光振興協会・国際観光
　　振興機構、鹿児島県教育旅行受入対策協議会、
　　九州地区観光宣伝隊、錦江湾奥会議観光事業
　　総会・連絡会議等の開催、各種情報発信等

１　鹿児島県四地区観光連絡協議会
　　観光キャンペーン、雑誌等記者招聘、パンフレット作成等
２　鹿児島県観光誘致促進協議会
　　旅行エージェントとの意見交換会、NHKドラマ誘致等
３　観光かごしま大キャンペーン推進協議会
　　総合集中宣伝、誘客宣伝等
４　その他
　　九州観光都市連盟・鹿児島県都市観光連絡会議・
　　鹿児島県観光連盟・日本観光振興協会・国際観光
　　振興機構、鹿児島県教育旅行受入対策協議会、
　　九州地区観光宣伝隊、錦江湾奥会議観光事業
　　総会・連絡会議等の開催、各種情報発信等

観光プロモーショ
ン課

1 2 4 1 姉妹友好都市等との交流事業 ―

　姉妹友好都市、兄弟都市、その他海外の各都市と交流
を行い、相互の友好を深める。
　(平成20年度の｢姉妹都市等からの来訪者との交流｣と
「長沙市との交流」を統合したもの。)

39,045

姉妹友好都市ほか海外の各都市からの来訪者との交流
・姉妹都市等からの来訪者の受入
・姉妹都市盟約４０周年記念訪問団パース市派遣
・兄弟都市盟約４５周年記念訪問団鶴岡市派遣

40,714

姉妹友好都市ほか海外の各都市からの来訪者との交流
・姉妹都市等からの来訪者の受入
・姉妹都市盟約５５周年記念訪問団ナポリ市派遣
・姉妹都市盟約２５周年記念訪問団マイアミ市受入

姉妹友好都市ほか海外の各都市からの来訪者との交流
・姉妹都市等からの来訪者の受入

国際交流課

1 2 4 1 さつまルツァーノプロジェクト 23年度～

　ナポリ市近郊を原産地とするトマト「サンマルツァーノ」を
活用した商品を開発・販売することにより、姉妹都市であ
るナポリ市との交流を市民レベルまで広げ、両都市間の
友好関係を更に深めるとともに、地域経済の活性化や観
光振興に貢献しようとするもの。

―
　ナポリ市近郊を原産地とするトマト「サンマルツァーノ」を原
材料とした商品（飲料水）を製造・販売。

― 継続実施予定 継続実施予定
NPO法人ぐるっと
鹿児島ネットワー
ク

国際交流課

1 2 4 1
こなみずき＆サンマルツァーノ商
品開発プロジェクト

25年度～

　平成27年度に鹿児島市・ナポリ姉妹都市盟約55周年を
迎えることを踏まえ、ナポリ市近郊を原産地とするトマト
「サンマルツァーノ」と鹿児島産さつまいもの澱粉「こなみ
ずき」を原料とするコラボ商品の開発・販売に、JA鹿児島
県経済連を中心として取り組み、55周年に向けた機運を
高めようとするもの。

― ― ― ― ―
JA鹿児島県経済
連ほか

国際交流課

1 2 4 2 アジアとの交流事業 ―

（市長のアジア訪問）
　アジア地域との文化・経済などの多方面において強化
するために市長のトップセールスの充実を図る。 3,717

｢東南アジア友好交流訪問｣
　東南アジアの都市と本市との友好交流と本市のPR。
・期　 間：平成26年7月5日～7月12日（7泊8日）
・訪問国：フィリピン、ベトナム
・参加者：5名(市長、市民代表1、市職員3)

｢アジア太平洋都市サミット参加｣
・テーマ：バランスのとれた暮らしと持続可能な生活
・期　 間：12月
・開催地：バンコク
・参加者：２名（市職員２）

7,500

｢東南アジア友好交流訪問｣
　東南アジアの都市と本市との友好交流と本市のPR。
・時　 期：平成27年11月
・訪問国：カンボジアほか
・参加者：5名(市長、市民代表1、市職員3)

｢アジア太平洋都市サミット参加｣
・テーマ：都市においての青少年への施策
・期　 間：10月
・開催地：ウラジオストク
・参加者：未定

｢アジア太平洋都市サミット参加｣
・テーマ：未定
・時　 期：未定
・開催地：未定
・参加者：未定

国際交流課

1 2 4 2 九州縦軸４市観光連携事業 元年度～

　九州新幹線全線開業の効果を高めるために、本市と福
岡市、熊本市、北九州市で構成する九州縦断観光ルート
協議会において、発展著しい東アジアや関西以西地域を
ターゲットに観光客の誘致促進を図る。

2,500

１　四都市連携観光プロモーション事業（台湾）
 (1) パートナー旅行社の選定
 (2) 台北国際旅行博（ＩＴＦ）等へのブース出展等
２　プロモーション事業（タイ）
３　中国・上海訪日旅行企画担当者招請事業
４　プロモーションツール作成事業

2,500

１　ブロガーによる情報発信（台湾）
２　旅行会社と連携したセミナー講座の実施（台湾）
３　ブロガーによる情報発信（中国）
４　個人旅行層に向けた情報発信（タイ）

東アジア等プロモーション事業などを実施
九州縦断観光
ルート協議会（福
岡市、北九州
市、熊本市、鹿
児島市）

□ 1 2 4 2

東アジア等観光客誘致宣伝事業

（※「海外観光客誘致宣伝事業」
が26年度から「東アジア等観光
客誘致宣伝事業」及び「外国人
観光客受入事業」へ統合され
る。）

21年度～
　発展著しい東アジア及びアセアンからの観光客誘致を
促進するため、効果的なトップセールスのほか、誘致セー
ルス、観光プロモーション等を継続的に実施する。

21,924

１　観光プロモーション（韓国・台湾・上海・香港）
２　トップセールス（韓国）
３　ロッテジャイアンツ鹿児島デー（韓国）
４　誘致セールス（中国、韓国、香港、台湾、タイ・シンガポー
ル）
５　海外観光客誘致事業補助金
６　さきどり情報の発信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

25,786

１　観光プロモーション（韓国・台湾・上海・香港）
２　トップセールス（韓国）
　　ロッテジャイアンツ鹿児島デー
３　誘致セールス（中国、韓国、香港、台湾、タイ・シンガポー
ル）
４　海外観光客誘致事業補助金
５　さきどり情報の発信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

１　観光プロモーション（韓国・台湾・上海・香港）
２　誘致セールス（中国、韓国、香港、台湾、タイ・シンガポー
ル）
３　海外観光客誘致事業補助金
４　さきどり情報の発信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

観光プロモーショ
ン課

◎ 1 2 4 2
外国人技能実習制度適正化事
業

27年度～

外国人技能実習生共同受入事業を行う事業協同組合等
（監理団体）並びに組合員（実習実施機関）による不正行
為の防止に努めるため、社会保険労務士等の専門家並
びに中央会指導員が適正化指導、組合間の情報連携の
他、各監理団体に対する適正化に向けた講習会の開催
等、新たに組合・組合員が対応すべき事項について確認
し、個別に不適正な運営の是正・改善指導を行う。

― ― 2,500
監理団体及び実習実施機関に対し実地指導を実施するとと
もに、適正化に向けた講習会を2回開催する。

監理団体及び実習実施機関に対し実地指導を実施するとと
もに、適正化に向けた講習会を2回開催する。

鹿児島県中小企
業団体中央会

1 3 1 1 各種貿易関係団体への負担金

S36年度～
S28年度～
H11年度～

　貿易関係団体（社団法人鹿児島県貿易協会、公益財団
法人日本関税協会、鹿児島港利用促進協議会）に対し、
負担金を支出することにより、海外貿易の促進や貿易業
者の連携、及び鹿児島港における貿易・観光の促進を図
り、地域経済の発展に寄与する。

634

１　実施方針
　貿易関係団体に対し負担金を支出することにより、海外貿
易の促進や貿易業者の連携、及び鹿児島港における貿易・
観光の促進を図る。

634

１　実施方針
　貿易関係団体に対し負担金を支出することにより、海外貿
易の促進や貿易業者の連携、及び鹿児島港における貿易・
観光の促進を図る。

継続実施予定 経済政策課

1 3 1 1
日本貿易振興機構かごしま貿易
情報センター助成事業

S46年度～

　鹿児島市中小企業振興条例に基づき、日本貿易振興
機構鹿児島貿易情報センター（ジェトロ鹿児島）の行う事
業（地方貿易情報誌発行、講演会等開催、貿易投資相
談、地方貿易振興事業など）に要する費用の一部を助成
する。

1,300

１　実施方針
　ジェトロ鹿児島が実施する事業に要する費用の一部を助
成することにより、市内企業の海外への販路拡大支援や相
談機能の充実を図る。

1,300

１　実施方針
　ジェトロ鹿児島が実施する事業に要する費用の一部を助
成することにより、市内企業の海外への販路拡大支援や相
談機能の充実を図る。

継続実施予定 経済政策課

8／28



プランに係る事業等一覧

新
規
・
拡
充

振
興
の
方
向
性

基
本
方
針

推
進
施
策

主
な
取
組
み

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

1 3 1 1 輸出チャレンジ支援事業 24年度～

　本市の中小企業者が、海外の輸出を目的に、県、日本
貿易振興機構等が主催する合同展示会や見本市等への
出展、ミッションに参加する際に要する経費の一部を助成
する。
　26年度からアジア以外の地域も対象に拡大

1,488

〇展示会等への出展経費の助成
　　助成実績　１２社１３件
　　地域別　東アジア地域（中国・香港）　４件
　　　　　　　 東南アジア地域（タイ・マレーシア）　6件
　　　　　　　 北米地域（アメリカ）　3件

〇セミナーの開催
　ジェトロ鹿児島と共催により、農林水産物・食品輸出ノウハ
ウセミナーを開催（1/29-30）

3,400

　本市中小企業者の海外での合同展示会等の出展等に対
する経費の一部を助成する。

　・海外初出展企業
　　　初回　200千円、2～4回　150千円
　　　（4回まで支援）
　・海外出展実績がある企業
　　　初回～3回　150千円（3回まで）

　本市中小企業者の海外での合同展示会等の出展等に対
する経費の一部を助成する。

経済政策課
県、ジェトロ、金融
機関等

1 3 1 1 海外見本市出展支援 ―
　海外販路開拓を目的として海外の見本市へ出展する企
業を支援。

非公開

H26年度　出展支援事業
1.Thaifex2014
2.FOOD　EXPO2014
3.日本産農水産物・食品輸出商談会inマレーシア
4.本格焼酎・泡盛　輸出商談会in上海
5.Eco Expo2014
6.香港インターナショナルワイン＆スピリッツ
7,本格焼酎・泡盛　輸出商談会inバンコク
8,Manufacturing Indonesia
9.Winter Fancy Food Show2015
10.Seafood Expo North America 2015
11.EXPO ANTAD 2015 等

非公開 継続実施予定 継続実施予定 ジェトロ

1 3 1 1 JAPANブランド育成支援事業 ―
　鹿児島料理の創造として、鹿児島県産の安心・安全な
食材をJAPANブランドとして中国市場へ販路開拓を図る
ため実施する。

―
ドイツ（ベルリン）において黒糖焼酎並びに鹿児島県産黒毛
和牛のＰＲを行った。

継続実施予定（実施内容は未定） 継続実施予定（実施内容は未定）
鹿児島県商工会
連合会（かごしま
市商工会）

1 3 1 1 海外商談会開催事業 ―
　海外販路開拓を目的として海外の見本市へ出展する企
業を支援。

―
　H26.11　タイ食品輸出促進商談会
　H27.3　　米国ロサンゼルス食品ミッション

継続実施予定（実施内容は未定） 継続実施予定（実施内容は未定）
（公社）鹿児島県
貿易協会

ジェトロ鹿児島

1 3 1 1 そうしんＴＯＢＯ会 2年度～
　海外企業とのビジネスマッチング支援のため、平成2年
度から貿易ミッション派遣事業（過去25回開催）を展開し
ている。

―
・小規模（1社～3社）
４月、５月、６月（２回）、１１月、１２月の計６回開催

― 日程未定 日程未定
鹿児島相互信用
金庫

1 3 1 1

製造業アジア圏域販路開拓支援
事業

※H25年度から，事業名変更
製造業海外取引支援事業

23年度～

　アジアへの販路開拓を図ろうとする県内製造業者を対
象に，海外市場動向等に係るセミナーの開催や海外商談
会への出展支援，専門家の派遣等を実施し，新たな海外
販路開拓を支援する。

8,171

１　海外へ取引拡大を検討中の企業への支援
　・セミナーの開催
　・専門家派遣
　・海外企業との取引可能性現地調査
２　海外商談会への出展支援
　・ブース確保
　・パンフレット作成
　・通訳配置
３　具体的な販路開拓を図る企業への実務支援
　・実務支援
  ・海外取引商談会の開催

7,188

１　海外へ取引拡大を検討中の企業への支援
　・セミナーの開催
　・専門家派遣
　・海外企業との取引可能性現地調査
２　海外商談会への出展支援
　・ブース確保
　・パンフレット作成
　・通訳配置
３　具体的な販路開拓を図る企業への実務支援
　・実務支援
  ・海外取引商談会の開催

１　海外へ取引拡大を検討中の企業への支援
　・セミナーの開催
　・専門家派遣
　・海外企業との取引可能性現地調査
２　海外商談会への出展支援
　・ブース確保
　・パンフレット作成
　・通訳配置
３　具体的な販路開拓を図る企業への実務支援
　・実務支援
  ・海外取引商談会の開催

県（産業立地課）

1 3 1 2
そうしん国内商談会
（海外バイヤー招聘事業）

―

　そうしん食＆アグリビジネス交流会やＴＯＢＯ会活動を
通して、鹿児島の優れた農産物加工食品を海外に輸出す
るため、韓国・台湾（中国）・香港バイヤーを招致しての
「３ヶ国合同商談会」を開催した。

― ― ― 日程未定 日程未定
鹿児島相互信用
金庫

1 3 1 2
海外ﾊﾞｲﾔｰの招へい及び海外商
談会

23年度～
　海外ﾊﾞｲﾔｰを招へい及び海外償還会を開催し、地場食
品企業とビジネスマッチングを行う。

― 海外日本茶輸出商談会（11月鹿児島） ― 継続実施予定 継続実施予定
ジェトロ鹿児島、
ジェトロ九州ブ
ロック

1 3 1 2
かごしまブランド海外展開推進
事業

23年度～
　海外における県産品の販路拡大やかごしまブランドの
構築のため，フェア開催やバイヤー等の招聘，イメージ
アップ広告，イベント等におけるPRを行う。

１．食品バイヤー等の招聘（タイ・米国）
２．レストラン，ホテル等におけるフェア開催(タイ・香港）
３．アメリカでの広告展開
４．天皇誕生日レセプションでの県産品PR（香港・シンガ
ポール）

継続実施予定 継続実施予定
（公社）鹿児島県
貿易協会

経済連

1 3 1 3

かごしまの食輸出拡大事業

（H24までは「かごしまの農畜産
物等輸出拡大事業」）

21年度～
　県産農畜産物等の輸出に意欲のある農業団体等への
活動支援

3,000 農業団体等に対して支援 3,000 農業団体等の事業要望を取りまとめ中 農業団体等の事業要望を取りまとめ中
県農政課（農業
協同組合，農業
生産法人　など）

1 3 1 3 食品輸出促進実証モデル事業 22～26年度

　東アジアをはじめとする海外市場へ，本県産の食品の
輸出を促進するため，県内外貿港から外貿定期コンテナ
船を利用し，混載コンテナにより，本県産の食品を輸出す
る者及び鹿児島空港設備を利用し輸出を行う事業者に対
して，輸出に係る経費の一部を助成する。

― ― ― ― ―
（公社）鹿児島県
貿易協会

1 3 1 3 中国ＩＴ活用促進事業 23～26年度

　中国銀聯（中国政府系銀行連合組織）の銀聯カード保
有者を対象とした、中国銀聯公式オンラインショッピング
モールを開設し、中国での本県特産品の宣伝・紹介及び
販路拡大を図る。

―

　中国銀聯（中国政府系銀行連合組織）の連銀カード保有
者を対象とした中国連銀公式オンラインショッピングモール
を活用し、本県特産品の宣伝・紹介並びに需要拡大を促進
した。

― ― ―
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

民間企業等

1 3 1 3 トップセールス推進事業 24年度～
　香港・シンガポールにおけるアジア最大級の食品見本
市に県内機関と一体となった出展を行い，オール鹿児島
での県産品販路拡大をサポートする。

１．マカオにおける鹿児島美食フェア
２．香港線開設記念レセプション食材提供
３．経済交流に係るタイ・マレーシア訪問
４．ドイツにおける鹿児島和牛プロモーション

継続実施予定 継続実施予定
（公社）鹿児島県
貿易協会

特産品協会
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事業費
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27予算額
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実施主体
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関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

1 3 1 3 クールジャパン推進事業 25年度～

ジェトロが実施するBtoBへの支援を基本とするプロモー
ションを通じて、コンテンツ、ファッション、デザイン、食品
等の分野における日本の魅力ある製品及びサービスを
広くPRする。

― 事業概要の通り ― 継続実施予定 継続実施予定 ジェトロ

◎ 1 3 1 3 混載貨物輸出業者育成事業 27年度～

　食品輸出の振興及び県内外貿港の利用促進を図るた
め，県内食品企業の食品をとりまとめ，混載コンテナの仕
立てや貿易書類の作成代行などの役割を担う混載貨物
輸出業者を育成する。

― ―
　2社以上の鹿児島県産食品を含む海上混載コンテナによ
る輸出業務を行う県内の貿易事業者，流通事業者及び生産
者等を対象に，輸出実績数に応じ定額助成を行う。

継続実施予定
（公社）鹿児島県
貿易協会

◎ 1 3 1 3 航空貨物輸出促進事業 27年度～

　鹿児島空港における冷凍・冷蔵コンテナの新設にともな
い，海外市場向け本県産品食品の輸出拡大及び鹿児島
空港の利用促進を図るため，鹿児島空港を利用した食品
を輸出する者に対して，輸出に係る経費の一部を助成す
る。

― ―
　鹿児島空港貨物ビルに設置された冷凍冷蔵施設を利用し
た貨物に係る使用料の一部に対し助成を行う。

継続実施予定
（公社）鹿児島県
貿易協会

1 3 2 1 情報活動事業 22年度～
①　貿易情報誌の発行
②　トレードダイレクトリー，会員ガイドブックの発行
③　メーリングリストによる情報発信

１．貿易情報誌の発行
２．メーリングリストによる情報発信

継続実施予定 継続実施予定
（公社）鹿児島県
貿易協会

1 3 2 1
製造業アジア圏域販路開拓支援
事業

24～25年度

　今後需要の拡大が期待される中国をはじめとしたアジア
各国への販路開拓を目指す県内の製造業者等中小企業
者の取り組みにについて，販路開拓セミナーの開催や専
門家派遣を実施し，アジア圏域への新たな販路開拓を支
援する。

― ― ― ― ―
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課)

県，大学，公設試
等

1 3 2 2 貿易相談事業 ― 各種貿易に関する相談に対する対応 ― 282件 ― 継続実施予定 　継続実施予定
（公社）鹿児島県
貿易協会

ジェトロ鹿児島

1 3 2 2 そうしん海外貿易相談室 24年度～

　貿易取引や海外進出を考えている方に、信金中央金庫
を始め、各分野の専門家や海外拠点、各国公的機関と連
携しながら各種金融サービスや相談業務を行う部署を新
設。

―
Ｅ-ｍailでの相談受付、専任担当者による個別企業等訪問
などにより、随時相談業務を実施

―

Ｅ-ｍailでの相談受付、専任担当者による個別企業等訪問
などにより、随時相談業務を実施
（拡充）海外貿易セミナーの実施
　　日時：平成27年5月11日
　　場所：鹿児島市（サンロイヤルホテル）
　　内容：信金中央金庫海外業務支援部、日本貿易振興機
構、当金庫によるセミナー

Ｅ-ｍailでの相談受付、専任担当者による個別企業等訪問
などにより、随時相談業務を実施
（拡充）海外貿易セミナーの実施
　　日時：平成27年5月11日
　　場所：鹿児島市（サンロイヤルホテル）
　　内容：信金中央金庫海外業務支援部、日本貿易振興機
構、当金庫によるセミナー

鹿児島相互信用
金庫

1 3 3 1
鹿児島港港湾整備事業（港湾負
担金）

開始年度不明

〔概要〕
　国、県が実施する鹿児島港（重要港湾）の港湾整備事
業等に対し、港湾所在都市（受益者）である本市が、根拠
法令等に基づき事業費の一部を負担するもの。
〔目的〕
　人・物・情報の行き交う国際性豊かな交流拠点や、健全
かつ安心な海洋性レクリエーション基地の整備、物流機
能及び臨港交通体系の充実、海とふれあえる魅力ある空
間の創出を図る。
〔効果〕
　高度な物流・快適な人流空間や多彩な交流空間、豊か
な日常生活空間、多様で高質な産業空間等の形成が促
進される。

345,788

○平成26年度実績
◇新港区
・岸壁(-7.5)（ケーソン製作、基礎工、据付工、裏込工）
・岸壁(-4.5)（ブロック製作、基礎工、据付工、裏込工）
・物揚場(-4.0)（ブロック製作）
・臨港道路（土工、路盤工、舗装工）
・安全対策施設（ﾎﾞｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾞﾘｯｼﾞ）（本体製作）
◇中央港区
・谷山臨海大橋（補修工）
・緑地（マリンポートかごしま緑地整備）
・道路（マリンポートかごしま排水工、路盤工）
◇谷山二区
・防波堤（東）（改良）（基礎工）

293,515

○平成27年度予定
◇新港区
・岸壁(-7.5)（裏込工、上部工、舗装工、付属工）
・航路・泊地(-9.0)（浚渫工）
・岸壁(-4.5)（本体工、舗装工）
・物揚場(-4.0)（本体工）
・臨港道路（土工、路盤工、舗装工等）
・橋梁（補強）（補修工）
◇中央港区
・谷山臨海大橋（補修工）
・臨港道路（木材港区線）（路床工、路盤工、舗装工）
◇谷山二区
・防波堤（東）（基礎工）

　国、県が実施する鹿児島港の港湾整備事業等の整備促
進を図るため、事業費の一部を引き続き負担する。

鹿児島港湾・空
港整備事務所

県港湾空港課

（市都市計画課）

□ 1 3 3 2 青果市場リニューアル事業 22年度～

（概要）
　平成２４年７月に策定した「鹿児島市中央卸売市場青果
市場リニューアル基本計画」に基づき、市場施設の高度
化及び活性化対策を推進し、青果市場の現在地でのリ
ニューアルを行う。
（目的）
　市場施設の老朽化や食の安全・安心の確保などに対応
する。

284,796

〇管理棟、関連商品売場棟、卸売場棟などの改修工事の
実施設計
〇自走式立体駐車場新築工事の実施設計
〇屋根付荷捌場（その１）の新築工事

1,309,568
○屋根付荷捌場（その２）新築工事の実施
○自走式立体駐車場の新築工事、既存施設改修工事
　及び工事の監理

○屋根付荷捌場整備工事の実施
○既存施設改修工事
〇管理事務所棟ＥＶ設置工事
〇見学デッキ、太陽光発電新築工事

青果市場

□ 1 3 3 2 魚類市場再整備事業 22年度～

（概要）
　平成２４年３月に策定した「鹿児島市中央卸売市場魚類
市場再整備基本計画」に基づき、市場の建て替え及び活
性化対策を推進し、魚類市場の現在地での再整備を行
う。
（目的）
　市場施設の老朽化や食の安全・安心の確保などに対応
する。

405,961

〇仮設市場棟、ポンプ室、仮設低温卸売場及び井戸の新築
　工事着手
〇再整備実施設計及び既存施設の解体設計
〇地盤調査及びアスベスト調査

668,981

〇仮設市場棟、ポンプ室、仮設低温卸売場及び井戸の
　新築工事完了
〇１期既存施設解体工事着手
〇仮設関連店舗棟の設置（リース）

○新市場棟、関連店舗棟などの新築工事
〇仮設発泡スチロール処理棟などの仮設施設の設置
〇既存施設の解体工事

魚類市場

1 3 4 1

プロモーション推進事業（ポート
セールス等）

（※事業概要や実施状況は「シ
ティセールスと合わせて記載して
あるため、1.1.6.1.と同じ）

19～25年度
　鹿児島の魅力を積極的に発信・アピールし、大会・会
議・イベントの誘致、観光客の誘致、企業の誘致、特産
品・農産品の販路拡大などにつながる活動を推進する。

―
― ― ― ―

かごしまプロモー
ション推進室
東京分室
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

□ 2 1 1 1 新産業創出支援事業 23年度～

　本市の将来を牽引する新たな産業を創出するため、産
学官で構成する「新産業創出研究会」を設置し、本市の特
性等を生かしたビジネスモデルや推進方策の検討を行う
など、新産業創出に向けた企業等の取組みを促進する。

20,563

1　実施方針
　引き続き、ビジネスモデルの事業化へ向け、新産業創出研
究会部会を開催し、産学間、企業間等による共同研究開発
や地域資源を生かす新製品・商品・サービス等の開発を支
援する。

（１）新産業創出研究会の開催（２回）
（２）新産業創出研究会部会の開催（６回）
　　・食、健康、環境
　　・部会会員：68者
（３）新産業創出研究会分科会の開催
　　①桜島・錦江湾分科会（４回）
　　②食の商談会分科会（４回）
（４）産業振興アドバイザーの配置（2名）
（５）共同研究開発等支援（補助予定件数：5件）

18,210

1　実施方針
　引き続き、ビジネスモデルの事業化へ向け、新産業創出研
究会部会を開催し、産学間、企業間等による共同研究開発
や地域資源を生かす新製品・商品・サービス等の開発を支
援する。

（１）新産業創出研究会の開催
（２）新産業創出研究会部会の開催
　　・健康、環境
（３）部会内に新たな分科会を設置（予定）
（４）産業振興アドバイザーの配置（2名）
（５）共同研究開発等支援（補助予定件数：3件）

1　実施方針
　引き続き、ビジネスモデルの事業化へ向け、新産業創出研
究会部会を開催し、産学間、企業間等による共同研究開発
や地域資源を生かす新製品・商品・サービス等の開発を支
援する。

（１）新産業創出研究会の開催
（２）新産業創出研究会部会の開催
　　・健康、環境
（３）部会内に新たな分科会を設置（予定）
　
（４）産業振興アドバイザーの配置（2名）
（５）共同研究開発等支援（補助予定件数：3件）

産業創出課

◎ 2 1 1 1 新産業創出支援事業 27年度～

　鹿児島市の将来を牽引する新たな産業を創出するた
め、産学官で構成する「新産業創出研究会」を運営すると
ともに、同研究会がまとめた鹿児島市の特性等を生かし
たビジネスモデルを具体化する事業者や団体等が参加す
る「健康部会」、「環境部会」を運営し、部下委員の事業化
支援を通じて、地域資源を生かす新商品・サービス等の
創出に向けた取組みを促進し、鹿児島市商工業の進行を
図る

― ― 7,086

1　実施方針
　これまで鹿児島市にて実施していた事業を引継ぎ、ビジネ
スモデルの事業化へ向け、新産業創出研究会部会を開催
し、産学間、企業間等による共同研究開発や地域資源を生
かす新製品・商品・サービス等の開発を支援する。

（１）新産業創出研究会の開催
（２）新産業創出研究会部会会員の募集
　　・健康、環境
　　・部会会員：目標50社
（３）産業振興アドバイザーの配置（2名）

1　実施方針
　引き続き、ビジネスモデルの事業化へ向け、新産業創出研
究会部会を開催し、産学間、企業間等による共同研究開発
や地域資源を生かす新製品・商品・サービス等の開発を支
援する。

（１）新産業創出研究会の開催
（２）新産業創出研究会部会の開催
　　・健康、環境
　　・新たに部会内に分科会を設置（拡充）
　　・部会会員：目標70社
（３）産業振興アドバイザーの配置（2名）

鹿児島相互信用
金庫

◎ 2 1 1 2 ヘルスケア・ものづくり交流事業 27年度

　今後の市場拡大が期待されるとともに，中小企業の進
出が大きく期待されるヘルスケア産業について，部材供
給・新製品開発双方の視点から，県内モノづくり企業への
支援を行い，同産業への参入を支援する。

― ― 5,000

１　医療・介護等分野における現場ニーズ型ビジネス交流促
進事業
　・交流セミナーの開催
　・現場ニーズの収集
　・発注可能案件の収集

２　医療機器産業参入・取引拡大支援事業
　・県外医療機器メーカーや大手医療・介護機器等卸業者
　　訪問による課題把握，情報収集

３　医療・介護等機器開発・販路開拓支援事業
　・試作・研究開発費用の助成
  ・展示会出展等に係る費用の助成

未定 県（産業立地課）

2 1 2 1
環境・新エネルギー産業参入促
進事業

24年度

　環境・新エネルギー産業への参入を目指す企業を対象
に，バイオマスなど地域資源を活用した事業化の可能性
や技術的課題等について，フォーラムや事業化検討会を
開催し，県内の環境・新エネルギー産業の振興を図る。

1,981 ― 1,981 ― ― 県（産業立地課）

2 1 2 2 重点業種研究開発支援事業 20年度～
　自動車，電子，新成長分野関連産業（環境・エネルギー
産業，健康・医療産業，バイオ関連産業）に関する新技
術，新製品の開発に要する経費の一部を助成する

11,418
助成件数
　・ 新規　２件
　・ 継続　１件

12,999
助成計画件数
　・ 新規　３件
　・ 継続　２件

継続実施予定
(公財)かごしま産
業支援センター
（産学官連携課）

県,大学,公設試等

2 1 2 2 かしん創業プラン大賞 24年度～
実現させたい事業計画を募集し、表彰する。事業実現後
のバックアップ。

― 継続実施 ― 事業終了 事業終了 鹿児島信用金庫

2 1 2 2
中小製造業者創業・新分野進出
等支援事業

25年度～

地域経済の活性化や雇用機会の確保を図るため，創業
や新たな分野への進出，規模拡大に取り組む中小製造
業者に対し，経営計画の策定，研究開発，設備投資等を
支援する。

200,000

１　対象者
　　創業や新分野への進出、規模拡大に取り組む県内に
　事業所を有する中小製造業者
２　対象分野
　　自動車、電子、食品、環境・新エネルギー、健康・医療、
　バイオ関連の製造業
３　助成対象事業（助成率、助成限度額）
（１）ソフト支援
・　経営計画の策定（２／３以内、800千円／年）
・　人材育成（１／２以内、120万円／年）
・　試作・研究開発（２／３以内、400万円／年）
・　マーケティング・販路開拓（１／２以内、150万円／年）
・　専門家の招へい（２／３以内、90万円／年）
（２）ハード支援
・　経営計画に基づく製造の用に供する設備投資（新規雇
  用常用者数３人以上）
  （設備投資額（下限１千万円）×２％＋新規雇用常用者数
  ×３０万円、2千万円）

192,191

１　対象者
　　創業や新分野への進出、規模拡大に取り組む県内に
　事業所を有する中小製造業者
２　対象分野
　　自動車、電子、食品、環境・新エネルギー、健康・医療、
　バイオ関連の製造業
３　助成対象事業（助成率、助成限度額）
（１）ソフト支援
・　経営計画の策定（２／３以内、800千円／年）
・　人材育成（１／２以内、120万円／年）
・　試作・研究開発（２／３以内、400万円／年）
・　マーケティング・販路開拓（１／２以内、150万円／年）
・　専門家の招へい（２／３以内、90万円／年）
（２）ハード支援
・　経営計画に基づく製造の用に供する設備投資（新規雇
  用常用者数３人以上）
  （設備投資額（下限１千万円）×２％＋新規雇用常用者数
×３０万円、2千万円）

１　対象者
　　創業や新分野への進出、規模拡大に取り組む県内に
　事業所を有する中小製造業者
２　対象分野
　　自動車、電子、食品、環境・新エネルギー、健康・医療、
　バイオ関連の製造業
３　助成対象事業（助成率、助成限度額）
（１）ソフト支援
・　経営計画の策定（２／３以内、800千円／年）
・　人材育成（１／２以内、120万円／年）
・　試作・研究開発（２／３以内、400万円／年）
・　マーケティング・販路開拓（１／２以内、150万円／年）
・　専門家の招へい（２／３以内、90万円／年）
（２）ハード支援
・　経営計画に基づく製造の用に供する設備投資（新規雇
  用常用者数３人以上）
  （設備投資額（下限１千万円）×２％＋新規雇用常用者数
×３０万円、2千万円）

県（産業立地課）
一部委託先：(公
財)かごしま産業
支援センター

2 1 2 3 かしんチャレンジマーケット 24年度～
商品やサービスのＰＲ販売と従業員の“売る気と技術”を
磨くとともに、市場を肌で感じる場を提供する。

―

２６年　４月２４日　　　　　２６年　５月２３日
２６年　６月２０日　　　　　２６年　７月２４日
２６年　８月　９日          ２６年　９月１９日
２６年１０月２４日　　　　　２６年１１月２１日
２６年１２月１９日　　　　　２７年　１月２３日
２７年　２月２０日　　　　　２７年　３月２０日

―

２７年　４月１５日　　　　　２７年　５月２２日
２７年　６月２７日　　　　　２７年　７月　３日
２７年　８月２１日  　        ２７年　９月１１日
２７年１０月２２日　　　　　２７年１１月２２日
２７年１２月２９日　　　　　２８年　１月２２日
２８年　２月１９日　　　　　２８年　３月１８日

平成２８年４月～２９年３月まで、毎月開催予定 鹿児島信用金庫
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26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

2 1 3 1 ベンチャープラザ開催事業
10年度～

　ベンチャー企業が開発した新商品・新技術について，企
業経営者，金融機関，行政機関等のニュービジネスに興
味・関心を持つ者に対しての発表の場を提供し，併せて
情報交換，商談の場を設けて販路開拓等の取り組みを支
援する。

939
　年３回実施（５月，１１月，２月）
　　・ 発表企業は県内企業９社，県外企業２社
　　・ 参加者　３１１名

1,216 年３回実施予定 　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課）

2 1 3 1
新事業等開拓支援プログラム事
業

23～29年度
　新たに取り組もうとする研究開発等に対する事前調査
（市場調査・成分分析調査等），新製品の展示会への出
展，新用途の調査に要する経費の助成を行う。

13,950

　助成件数
　　 ・ 新事業参入調査支援事業　　　３　件
　 　・ 国内新市場開拓事業　　　　　２１　件
 　　・ 海外市場開拓事業　　　　　　　 ７　件

8,500

助成計画件数
　 ・ 新事業参入調査支援事業　　　３　件
 　・ 国内新市場開拓事業　　　　　１０　件
　 ・ 海外市場開拓事業　　　　　　　 ７　件

　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課)

県，大学，公設試
等

2 1 4 1 企業立地促進補助事業
S60年度～

　企業が雇用人員など一定の要件を満たして事業所等を
設置する（増設を含む）場合の経費の一部を補助する。
（注１）県立会による市町村との立地協定が必要
（注２）用地等取得後３年以内の操業開始が要件
（注３）補助対象となる設備投資額から，用地取得
得費を除く

　進出企業が雇用人員など一定の要件を満たして事業所
を増設する（設備更新含む）場合の経費の一部を補助す
る。(Ｈ25年度～)
（注１）県立会による市町村との立地協定が必要
（注２）進出企業（県外に本社又は親会社がある企業）が
対象
（注３）補助対象となる設備投資額から，用地取得
得費を除く

469,048 H26年度実績：16件（うち鹿児島市立地企業0件） 868,828 継続実施 　継続実施予定 県（産業立地課）

2 1 4 1 環境・エネルギー広域連携事業 23年度～

　企業立地法に基づき，わが国の成長分野を対象に，新
規立地，付加価値増加，雇用創出を促進するため鹿児島
県を含む九州4県で「環境・エネルギー関連産業」の更な
る集積と高度化を図るため，情報交換や広域的な連携事
業に取り組む。

（計画なし） 　（計画なし） 　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課)

県，大学，公設試
等

2 2 1 1
再生可能エネルギー導入促進
事業

25年度～
　再生可能エネルギーの導入促進を図るため、産学官連
携による調査・研究を行う。

4,900

　25年度の再生可能エネルギー導入促進研究会からの提
言を踏まえ、鹿児島市が取組む方向性や具体的取組を掲
げる「再生可能エネルギー導入促進行動計画」の策定に向
けた検討を進めていたが、固定価格買取制度の見直し等を
踏まえ、策定作業を一時休止し、27年度に策定することとし
た。

304
　25年度の再生可能エネルギー導入促進研究会からの提
言を踏まえ、鹿児島市が取組む方向性や具体的取組を掲
げる「再生可能エネルギー導入促進行動計画」を策定する。

　「再生可能エネルギー導入促進行動計画」に基づき、年次
的に事業を実施する。

再生可能エネル
ギー推進課

大学等、民間企
業、金融機関

2 2 1 1

2

ものづくり企業元気おこし交流事
業

25年度～

県内ものづくり企業の創意工夫を惹起し、新製品開発
や販路拡大等の促進によって相互の経営基盤の強化を
図っていくため、大学や公設試等との情報共有のものと、
異業種間の交流・連携を促進する。

Ｈ26年度以降は工業倶楽部で実施 Ｈ26年度以降は工業倶楽部で実施 　Ｈ26年度以降は工業倶楽部で実施 工業倶楽部 県

2 2 3 1 マッチング・コーディネート事業
12年度～

　県内中小企業等の多様なニーズに対応した各事業を円
滑に遂行するため，財団法人かごしま産業支援センター
にコーディネーターを配置する。

5,088
　　一般製造関係、経営全般関係へ対応するため，総合
コーディネーターを設置し企業者の相談に対応した。 5,303

　　一般製造関係、経営全般関係へ対応するため，総合
コーディネーターを設置し企業者の相談に対応する。

　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
(相談経営課）

県，大学，公設試
等

2 2 3 1
そうしんブレーン”２１”ビジネス
マッチング

24年度～

   地域中小企業同士の交流及び新たな受発注の取引拡
大を推進するとともに、異業種動向の情報収集に繋がる
ビジネスチャンスの拡大とブレーン“21”企業の県内外へ
の情報発信を支援する

― ― ― 日程未定 　日程未定
鹿児島相互信用
金庫

2 2 3 1
下請企業取引連携促進事業（雇
用基金）

25年度～
共同受注に向けた企業連携によるグループ化の検討な

ど，下請企業の新たな事業展開を促進し，取引先の開拓
と受注機会の拡大を図る。

― ― ― 産業立地課(県)
委託先：(公財)か
ごしま産業支援セ
ンター

2 2 3 1
野村イノベーションマーケットへ
の参加

26年度～
野村証券が主催する、大学等で創出された知的財産の
データベースにデータを提供。

― 野村証券と協定を締結し、データの提供を開始 ― 継続実施予定 継続実施予定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 1 1 1 中心市街地活性化推進事業 19年度～

　中心市街地活性化基本計画の着実かつ円滑な推進を
図るとともに、中心市街地活性化協議会に対する支援等
を行うことにより、都市機能の増進及び経済活力の向上
を促進する。

3,501

１　計画掲載事業の進捗（２期計画）
　■進捗状況（H26年度）
　　　完　 了：１２事業
　　　実施中：４４事業
　　　未完了：１１事業
　　　未着手：　５事業　　合計　７２事業

２　数値目標の達成状況
　①歩行者通行量（30地点、土日）
　　基準値（H24年）：１６５，６６４人/日
　　目標値（H29年）：１７１，０００人/日
　　最新値（H26年）：１６０，３００人/日
　②中心市街地の年間入込観光客数
　　基準値（H23年）：７，７６２千人
　　目標値（H29年）：８，１００千人
　　最新値（H25年）：７，８５８千人
　③第三次産業の従業者数
　　基準値（H21年）：６２，９３９人
　　目標値（H29年）：６４，０００人
　　最新値（参考値：H24年）：６０，５６２人

３　第２期計画の変更
　　・第３回変更（H26.7.29認定）：４事業変更
　　・第４回変更（H27.3.27認定）：７事業追加、４事業変更

４　中活協議会に対する支援等
　　中活協議会の運営に要する経費の1/2未満を
　負担する。（商工会議所と折半）
　　・H26.5.9　第１回中活協議会
　　・H26.6.2　第２回中活協議会
　　・H27.2.23　第３回中活協議会

5,204 継続実施 継続実施予定 経済政策課
鹿児島市中心市
街地活性化協議
会

3 1 1 1 街なかサービス推進事業 24年度～

　中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上を
図るため、観光案内、トイレ・ベビーカーの貸出等の街な
かサービス及び特産品の情報発信を行う天まちサロンを
運営する。

32,284

１　実施方針
　中心市街地における来街者の利便性と回遊性の向上を図
るため、天まちサロンにおいて観光・イベント情報の提供や
ベビーカー貸出など街なかサービスのほか、特産品等の展
示販売などを行う。

２　事業実績
　天まちサロン利用者数：81,914人（225人/日）
　サービス利用件数：64,472件
　(1) 来街者サービス（ベビーカー貸出、手荷物預かり等）
　(2) 観光情報、特産品等の情報提供
　(3) 特産品等の展示・販売（売上金額：146,345円）
　　  にぎわい創出につながるイベントの実施（8回）
　(4) 空き店舗対策セミナーの開催(H27.2)
　(5) 中心市街地回遊行動調査の実施(H26.11)

32,187

１　実施方針
　継続実施予定

２　スケジュール
　※下記(1)～(3)は随時実施
　(1) 来街者サービス（ベビーカー貸出、手荷物預かり等）
　(2) 観光情報、特産品等の情報提供
　(3) 特産品等の展示・販売
　　  にぎわい創出につながるイベントの実施
　(4) 空き店舗対策セミナーの開催(H27.10)
　(5) 中心市街地回遊行動調査の実施(H27.11)

１　実施方針
　継続実施予定 産業支援課

3 1 1 1 街なか空き店舗活用事業
18～27年度

　中心市街地内の空き店舗の有効活用やまちの賑わい
創出のため、空き店舗を活用したテナントミックス事業や
チャレンジショップ事業を行う商店街等に対して賃借料や
改装費の一部を助成する。

6,801

１　実施方針
　商店街からの要望等を踏まえ対応。平成２６年度から店舗
借上経費の補助について、新規創業の場合、補助対象期
間を１２か月から２４か月に拡充する。

 ２　スケジュール
　　 商店街等からの申請に基づき随時対応

３　事業実績
　（テナントミックス事業）
　　新規出店　１件
　　補助件数：商店街事務経費　２件
　　　　　　　　　店舗借上経費　　 ６件
　　　　　　　　　店舗改装経費　　 １件
　（チャレンジショップ事業）
　　新規出店　１件
　　補助件数：店舗借上経費　１件
　　　　　　　　　店舗整備経費　１件

8,248

１　実施方針
　商店街からの要望等を踏まえ対応。平成２６年度から店舗
借上経費の補助について、新規創業の場合、補助対象期
間を１２か月から２４か月に拡充する。

 ２　スケジュール
　　 商店街等からの申請に基づき随時対応
　
　

１　実施方針
　商店街からの要望等を踏まえ対応。平成２６年度から店舗
借上経費の補助について、新規創業の場合、補助対象期
間を１２か月から２４か月に拡充する。

 ２　スケジュール
　　 商店街等からの申請に基づき随時対応
　
　

産業支援課

3 1 1 1
かごしま市商工会アンテナショッ
プ運営事業

26年度～

鹿児島市の「街なか空き店舗活用事業」を活用し、会員
事業所のオリジナル商品を集めて販売するアンテナショッ
プを運営する。
＜オリジナル商品とは＞
　①自社で生産（製造・加工）
　②自社で企画開発
　③自社名で販売

3,500

鹿児島市の「街なか空き店舗活用事業」を活用し、かごし
ま市商工会が借主となり主として会員事業所のオリジナル
商品（①自社で生産（製造・加工）②自社で企画開発③自社
名で販売する「商品等をいう」を集めて販売する店舗（アンテ
ナショップ）を運営。

15,000

全国商工会連合会「アンテナショップによる地域産品等の販
路開拓支援事業」として、かごしま市商工会が借主となり天
文館に店舗を借り受けて会員事業所から出展された商品等
や地域の農産物直売所や生産農家の新鮮野菜を販売する
アンテナショップ「ゆめりあ」を運営。
（事業期間は平成27年7月から平成28年2月まで）

鹿児島市の「街なか空き店舗活用事業」を活用し、かごし
ま市商工会が借主となり主として会員事業所のオリジナル
商品（①自社で生産（製造・加工）②自社で企画開発③自社
名で販売する「商品等をいう」を集めて販売する店舗（アンテ
ナショップ）を運営。

かごしま市商工
会

3 1 2 1
中小企業振興条例に基づく助成
事業
（共同施設設置）

S48年度～
　市内の商店街等が構成員の事業共同化のための共同
施設や市民の利便を図るための共同施設（街路灯やアー
ケード等）を設置した場合に助成する。

7,777

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時対応

３　事業実績
　　６団体へ助成

32,409

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時対応

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時対応

産業支援課
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関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 1 2 1

明るい商店街づくり支援事業

※H23年度までは「商店街活性
化ソフト対策支援事業」で実施

24年度～

　商店街の夜の魅力の創出や消費者が安心して買い物
ができる環境づくりのため、市の共同施設設置事業の助
成を受けて街路灯等を設置した商店街が維持管理する
街路灯などの電気料の一部を助成する街路灯等点灯事
業と街路灯等にリース契約により省エネ電球を導入した
場合にリース料の一部を助成する省エネ電球導入事業を
実施する。

10,509

１　実施方針
　　商店街の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　年に2回（6月、11月）商店街からの申請に基づき実施

３　事業実績
　　街路灯等点灯事業　　70団体に支援
　　省エネ電球導入事業　 3団体に支援

11,448

１　実施方針
　　商店街の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　年に2回（6月、11月）商店街からの申請に基づき実施

１　実施方針
　　商店街の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　年に2回（6月、11月）商店街からの申請に基づき実施

産業支援課

3 1 2 1
ハイアメニティ商店街づくり補助
事業

20～24年度

　歩いて楽しめ、快適性の高い潤いのある街づくりを支援
するため、消費者ニーズの高い緑化や休憩設備の設置、
情報提供機能の充実などの環境整備事業を行う商店街
に対して助成を行う。
　１．補助対象者
　　　鹿児島商工会議所管内の商店街（法人、任意）
　２．補助対象事業
　　①グリーンモール事業
　　　　来街者のアメニティ(快適性)や文化向上に資
　　　する施設整備及び備品購入
　　②Ｉタウン事業
　　　　情報発信のための施設整備及びソフト開発・購入

― ― ― ― ― 商工会議所

3 1 2 2 商店街歩行者通行量調査
S49年度～

　本市主要商店街における歩行者の流れや特徴を把握
し、その分布状況及び動向を比較分析することにより、今
後の商店街の振興を図っていくための基礎資料とする。

6,912

１　実施方針
　・前回と同じ155地点にて実施

２　スケジュール
　・平成26年10月16日（木）、18日（土）、19日（日）の3日間に
わたり実施

― ※隔年での調査のため、27年度は実施しない
１　実施方針
　　前回（26年度）と同様に実施予定

産業支援課

3 1 2 2

商店街活性化ソフト対策支援事
業

※平成23年度末で事業廃止
CI戦略推進事業と商店街等交流
活性化事業は頑張る商店街支
援事業へ統合。明るい商店街づ
くり推進事業は、単独の事業とし
て継続実施。）

13～23年度
　商店街が実施するイベント開催事業等のソフト事業に対
して助成することにより、商店街や地域の活性化を促進
する。

― ― ― ― ― 産業支援課

3 1 2 2 頑張る商店街支援事業 19年度～
　商店街等が、独自のアイデアや創意工夫を生かし、商
店街の活性化を図るために実施する事業に助成する。

29,529

１　実施方針
　商店街の活性化を図るために実施する事業について、商
店街の特徴や現状・商店街づくりの方向性に沿った支援を
行う。
〔補助対象事業〕
○総合支援型：3‐5年度間の事業計画を策定し、複数の事
業を組み合わせることにより商店街づくりを総合的に進める
事業
○個別支援型：フラッグ作成やイベント開催等個別に実施す
る事業

２　スケジュール
　商店街からの申請に基づき随時実施

３　事業実績
○総合支援型
・We Love 天文館協議会（We Love 天文館活性化事業）など
計6団体に支援
○個別支援型
・金生通り商店街振興組合（フラッグ作成事業）など計23団
体に支援

35,296

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時実施

１　実施方針
　　商店街からの要望等を踏まえ対応

２　スケジュール
　　商店街からの申請に基づき随時実施

産業支援課

3 1 2 2 にぎわい商店街づくり支援事業 19年度～

　商店街の経営実態調査、来街者、居住世帯の買物調
査、現場診断の結果などを中小企業診断士等が分析し、
商店街活性化のための提言や助言を行う。
　また、商店街が中心となって「商店街づくり検討会」を組
織し、診断士等の助言をもとに、「商店街づくり」の構想・
計画などを策定する。

6,696

１　実施方針
　　「商店街診断」と「商店街づくり計画策定」とに選択でき
　るようにメニューを整備し、事業の利用を促進する。
　・商店街診断：４団体が事業活用予定
　
２　スケジュール
　・商店街診断8月～2月予定

３　事業実績
　　１４団体の事業活用

4,806

１　実施方針
　　「商店街診断」と「商店街づくり計画策定」とに選択でき
　るようにメニューを整備し、事業の利用を促進する。
     ・商店街診断：４団体が事業活用予定
　　　①総合診断メニュー：１団体
　　　②調査項目選択メニュー（基礎調査）：３団体
　
２　スケジュール（商店街診断）
　①総合診断メニュー8月～11月予定
　②調査項目選択メニュー（基礎調査）7月～10月

１　実施方針
　　「商店街診断」と「商店街づくり計画策定」とに選択でき
　るようにメニューを整備し、事業の利用を促進する。
      (1)商店街診断
　　　①総合診断メニュー
　　　②調査項目選択メニュー（基礎調査）
　　 (2)商店街づくり計画策定
　
２　スケジュール
　　商店街等からの申請に基づき随時対応

産業支援課

3 1 2 2
中小企業連携組織等支援事業
（組合等連携強化指導事業(商
業・サービス業）

23年度～
　地域の商業・サービス業者等を対象とした連携強化の
推進や人材育成，商店街の連携による新たなサービス，
ソフト事業構築への支援を行うことを目的とする。

192

対　 象：鹿児島県化粧品小売(協)
開催日：平成26年6月11日
テーマ：化粧品販売実績向上に向けて
　　　　　　～「キリョウ」販売コンテスト　全国ＮＯ.１店の
　　　　　　ノウハウに学ぶ～
講　 師：(有)なかはら　マネージャー　伊藤奈津美
参加者：70人

220
対　 象：慈眼寺通り会(案)
開催日等未定 継続実施予定

鹿児島県中小企
業団体中央会
（連携情報課）

県
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 1 2 2 街おこし指導事業 ―
　商店街の活性化を図るため、まちおこしの先進地のリー
ダーや専門家を招へいして、講習会や懇談会を実施し商
店街の事業運営を側面から支援する。

　８商店街通り会のうち、慈眼寺通り会が重点商店街地区に
指定
≪通り会連合会≫
　総会１回・役員会２回
　　平成26年6月10日開催
　　　テーマ：まちづくり補助金・にぎわい補助金活用
　　　　　　　　方法について
　　　講　師：九州経済産業局商店街アドバイザー
　　　　　　　　中小企業診断士　田中　博道

　　平成26年7月18日開催
　　　テーマ：儲かる商店街づくり
　　　　　　　　　～2020谷山商店街づくりプロジェクト～
　　　講　師：（株）創造経営研究所　宇都　幸雄

継続実施予定 継続実施予定
鹿児島県商工会
連合会（かごしま
市商工会）

3 1 2 2 THE商人塾！事業 25年度
　商店街の人材育成を通じ、商店街の活性化を図るととも
に、商店街内外におけるネットワークの構築並びに情報
交換の場を提供する。

― ― ― ― ― 商工会議所

3 1 3 1

地域のよか店コラボ支援事業

※25年度に地域密着店連携支
援モデル事業から名称変更

23年度～
　近隣の中小店舗等が連携して、地域の消費者へPR等
を行う取組みに対して支援する。 783

１　実施方針
　　要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　事業申込に基づき随時対応

３　実施実績
　　5団体に支援

612

１　実施方針
　　要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　事業申込に基づき随時対応

１　実施方針
　　実施計画で「商い情報発信支援モデル事業」を廃止し、
「あきないコラボ支援事業」とする予定。

２　スケジュール
　　事業申込に基づき随時対応

産業支援課

3 1 3 1
商店街を核とした共生・協働型
のまちづくり活性化推進事業

21年度～
　商店街を核とした共生・協働型のまちづくりの活性化を
図るため、商工団体，地域住民，ＮＰＯ，行政等が連携し
た推進体制を整備する。

2,449

①商店街活性化事業計画策定支援事業
      商店街の活性化のため，地域商店街活性
　化法に基づき商店街振興組合等が行う「商店
　街活性化事業計画」の策定に向けて，一体的
　に実施されるコンセンサス形成事業及び調査
　事業への支援を行った。
　※１団体に対して支援。

②商店街魅力アップ促進会議
　　市町村・商工団体・商店街関係者を対象に商
　店街活性化に繋がる支援制度や商店街活性化
　の取組事例等の情報提供を行うとともに，各地
　域振興局・支庁ごとに各地域のニーズにあった
　商店街の在り方などの意見交換会を開催し，県
　全体で商店街活性化の推進を図った。
　・全体会議の開催
　・地域商店街意見交換会の開催（県内７地区）

696
商店街魅力アップ促進会議
  　26年度と同様に，年に1回の全体会議及び県
  　内７つの地区で意見交換会を実施予定。

　商店街魅力アップ促進会議
   　27年度と同様に，年に1回の全体会議及び県
   　内７つの地区で意見交換会を実施予定。

県（商工政策課）

3 1 3 2 地域繁盛店づくり支援事業 23年度～
　実践的なセミナーと店舗での指導を組み合わせた研修
会を開催し、地域商業の中核となる繁盛店を育成するこ
とにより、商店街全体の活性化につなげる。

1,871

１　実施方針
　継続実施予定

２　スケジュール
９月～２月に重点的にセミナーと臨店指導を重点的に実施
した。

３　実績値
（２６年度）
受講者：７名
回　数：７回（セミナー形式３回、臨店指導４回）

1,955

１　実施方針
　継続実施予定

２　スケジュール
　　９～２月にセミナーと臨店指導を行う予定。

１　実施方針
　継続実施予定

２　スケジュール
　　９～２月にセミナーと臨店指導を行う予定。

産業支援課

3 1 3 2
商人塾
創業塾

―
　短期・集中型の研修講座として、商業・サービス業にお
ける人材の育成を図るため「商人塾」を、創業の取組を支
援するため「創業塾」を実施する。

2,340
　商人塾　　6回講座　37名受講
　創業塾　　6回講座　42名受講

2,340 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

3 1 3 2 商店街交流事業 22年度～ 　先進地視察・交流 451

(26年度事業実績)
視察交流先
①立川商工会議所(東京都立川市)
②自由が丘商店街振興組合(東京都目黒区)
③柏商工会議所(千葉県柏市)

660
視察交流先(案)
①観音寺市商店街連合会(香川県観音寺市)
②高知市壱番街商店街振興組合(高知市)

　継続実施予定
鹿児島県商店街
振興組合連合会

鹿児島市

3 1 3 2
商店街振興組合指導事業(鹿児
島県補助事業)

22年度～
　商店街振興組合役員・組合員を対象とした研修会の開
催、情報提供を行う。

1,557

（26年度事業実績）
(1)商店街活性化研究会(3回)
　①地域経済再生と商店街の役割
　②地方商店街の活性化について
　③復興にかける商人たちの熱き想い

(2)商店街人材育成研修会(3回)
　①商店街組合事務局に求めるもの
　②商店街のリーダー育成
　③商店街の後継者育成について

(3)商店街情報誌「街づくり・かごしま」の発行(3回)

1,507

（27年度事業実施予定）
(1)商店街活性化研究会(3回)
　①商店街の魅力再発見
　②商店街活性化戦略
　③商店街連携交流戦略

(2)商店街人材育成研修会(3回)
　①後継者の育成
　②次代の商店街リーダーの育成
　③組合事務局の人材育成

(3)商店街情報誌「街づくり・かごしま」の発行(3回)

　継続実施予定
鹿児島県商店街
振興組合連合会

鹿児島県

15／28



プランに係る事業等一覧

新
規
・
拡
充

振
興
の
方
向
性

基
本
方
針

推
進
施
策

主
な
取
組
み

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 1 3 2 みせづくりブラッシュアップ事業 25年度～
小規模事業者が抱えている様々な経営課題の改善・解

決を支援するため各分野の専門家を横断的に派遣する。
― ・支援件数3件　延指導回数15回 ― 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

3 1 3 2 中小・中堅企業専門家派遣事業 26年度

商工会議所において経営課題の解決を図る小規模事
業者へ中小企業診断士や税理士等の専門家を派遣する
事業を行っているが、同様に経営課題を抱える中小・中
堅企業に専門家を派遣し、経営課題の解決を図る。

0
派遣実績なし

― ― ― 商工会議所

◎ 3 1 3 2 かしん経営大学公開講座 27年度～
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」について、市役所等の
職員と地域住民を対象に講座を開催し、プロジェクトの提
案を行う。

― ― 年間約１０回実施予定 継続実施予定 鹿児島信用金庫

3 1 4 1 元気の出る中小企業支援事業 7年度～
　商工業の事業協同組合や商店街、中小企業者で組織
するグループが開催する研修会等に講師を派遣する。 834

１　実施方針
　　対象団体の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　対象団体の申請に応じ研修会を開催

３　事業実績
　　WeLove天文館協議会など計8団体に派遣

1,214

１　実施方針
　　対象団体の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　対象団体の申請に応じ研修会を開催

１　実施方針
　　対象団体の要望を踏まえ対応

２　スケジュール
　　対象団体の申請に応じ研修会を開催

産業支援課

3 1 4 1 商い情報発信支援モデル事業 26年度～

　事業協同組合等又は同業種若しくは関連業種の中小企
業者のグループが商品（製品）やサービス等の認知度向
上を図る情報発信等の取組に対し、経費の一部を助成す
る。

＜補助対象経費＞
　・広告宣伝に必要な経費
　・イベントの実施に直接必要な経費
　・委託料等事業の実施に直接必要な経費
　・事務経費　等
＜補助率と補助限度額＞
　補助対象経費の1/2、10万円以上50万円以下

582

１　実施方針
　　4団体が活用予定

２　スケジュール
　　事業申込に基づき随時対応

３　実施実績
　　2団体に支援

800

１　実施方針
　　4団体が活用予定

２　スケジュール
　　事業申込に基づき随時対応

１　実施方針
　　実施計画で「商い情報発信支援モデル事業」を廃止し、
「あきないコラボ支援事業」とする予定。

２　スケジュール
　　事業申込に基づき随時対応

産業支援課

3 1 5 1 ソーシャルビジネス促進事業 23年度～

　ソーシャルビジネスに関するセミナー等の開催により、
市民や企業等のソーシャルビジネスへの理解と関心を深
め、事業者が活動しやすい事業環境の醸成、担い手の育
成を図るとともに、アドバイザーの派遣等により事業者を
育成・支援し、ソーシャルビジネス（SB）の成長を促進す
る。

1,021

　新規創業者等育成支援事業と一括して鹿児島相互信用
金庫に業務委託（H25.7～）

　①SB事業者への助言指導（ＩＭ対応）
　②アドバイザーの派遣（4件）
　　・経営・財務・人材育成等に関する専門家をSB
　　 事業者からの依頼に応じて派遣し、助言・指導
　　 等を行う。

1,023

　新規創業者等育成支援事業と一括して鹿児島相互信用
金庫に業務委託（H25.7～）

　①SB事業者への助言指導（ＩＭ対応）
　②アドバイザーの派遣（10件）
　　・経営・財務・人材育成等に関する専門家をSB
　　 事業者からの依頼に応じて派遣し、助言・指導
　　 等を行う。

　新規創業者等育成支援事業と一括して鹿児島相互信用
金庫に業務委託（H25.7～）

　①SB事業者への助言指導（ＩＭ対応）
　②アドバイザーの派遣（10件）
　　・経営・財務・人材育成等に関する専門家をSB
　　 事業者からの依頼に応じて派遣し、助言・指導
　　 等を行う。

産業創出課
関係機関、民間企
業等

3 1 5 3 市民とつくる協働のまち事業 18年度～
　市民と行政との協働による個性的なまちづくりを進める
ため、公益的なサービスを提供する市民活動団体の活動
に対し、経費の一部を助成する。

5,280

１　実施方針
　市民と行政との協働による個性的なまちづくりを進めるた
め、公益的なサービスを提供する市民活動団体の活動に対
し、経費の一部を助成する。

２　スケジュール
　26年10月～11月　26年度事業募集
　26年12月 　　　　　意見交換会
　　　　12月～3月　　選考審査会（5回）
　26年3月下旬　　　予算議決
　26年4月　　　　　　補助決定、事業実施

３　実績
　補助予定金額　　4,349千円　補助予定件数12件

5,500

１　実施方針
　市民と行政との協働による個性的なまちづくりを進めるた
め、公益的なサービスを提供する市民活動団体の活動に対
し、経費の一部を助成する。

１　実施方針
　市民と行政との協働による個性的なまちづくりを進めるた
め、公益的なサービスを提供する市民活動団体の活動に対
し、経費の一部を助成する。

ＮＰＯ、町内会等
の市民活動団体

□ 3 2 1 1 「メイドインかごしま」支援事業 24年度～
　本市中小企業（製造業者等）の新製品開発等の経営力
の強化や商品の販路拡大の取組を支援する。 15,029

１．実施方針
　　継続実施
　　※１．「経営力強化補助」については、新たにデザインを
活用
　　　した取組に対し助成を行う。
　　※２．「「販路拡大推進補助」については、新たに札幌市
の百
　　　貨店での物産と観光のＰＲを行う。

26,744

１．実施方針
　　継続実施
　
※「経営力強化補助」「販路拡大推進補助」それぞれの支援
区分を再編する。
　　　　①　経営力強化補助
　　　　②　新製品等支援補助
　　　　③　販路拡大推進補助

※２．①「「販路拡大推進補助」については、札幌市等で物
産と観光のＰＲを行う予定。

１．実施方針
　　継続実施
　
※「経営力強化補助」「販路拡大推進補助」それぞれの支援
区分を再編する。
　　　　①　経営力強化補助
　　　　②　新製品等支援補助
　　　　③　販路拡大推進補助

※２．①「「販路拡大推進補助」については、札幌市等で物
産と観光のＰＲを行う予定。

産業支援課

3 2 1 1

商品開発デザイナー育成支援事
業

※H25からは「クリエイティブタレ
ント育成支援事業」へ

24年度

　市内デザイナーや製造業者等を対象に、デザインが商
品にもたらす効果をテーマとした講座を開催することで、
デザイナーの商品デザイン制作技術の向上を図るととも
に、事業者のデザイン面における事業革新等を促進す
る。

― ― ― ― ― 産業創出課

□ 3 2 1 1

クリエイティブ産業創出支援事業

※H27に「クリエイティブタレント
育成支援事業」から事業名を変
更

25年度～

市内デザイナーのスキルアップや製造業者等のデザイ
ン面での事業革新を支援するため、新たにデザインコン
テストを開催するとともに、デザイン関連講座を充実し、デ
ザイン産業の人材育成や本市商工業者のマーケティング
力の向上及び製品等の競争力強化を図る。

11,210

１．「かごしまデザインアワード2014」の開催
　　・6月：課題提供企業募集（6者選定）
　　・8月～11月：作品募集（応募総数429件）
　　・12月：1次審査（通過作品94件）
　　・1月：2次審査、最終審査（受賞作品5件）
２．デザイン関連講座の開催（10回）
　　・9月～12月：プロデューサー育成講座の開催

13,492

１．「かごしまデザインアワード2015」の開催
　　・6月：課題提供企業募集
　　・8月～10月：作品募集
　　・12月：1次審査
　　・1月：2次審査、最終審査
２．デザイン関連講座の開催（5回）
３．デザイナーズオーディションの開催

１．「かごしまデザインアワード2016」の開催
　　・6月：課題提供企業募集
　　・8月～10月：作品募集
　　・12月：1次審査
　　・1月：2次審査、最終審査
２．デザイン関連講座の開催（5回）
３．デザイナーズオーディションの開催

産業創出課

16／28
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事業費
（千円）

26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 2 1 1 ものづくり重点業種支援事業 20年度～
　本県の重点業種である自動車・電子・食品・新成長分野
関連産業の振興を図るため，企業の行う研究開発，人材
育成，販路拡大等の取組を一体的に支援する。

20,035

　企業が行う新技術・新製品の研究開発に対する支援
　・対象業種；自動車・電子・新成長分野
　・補助率；2/3以内
　・採択；400万円×３件
　・かごしま産業支援センターに委託
　企業の行う人材育成，販路拡大等への支援
　・県外企業等への派遣助成
　　120万円×２件以内など
　・ＴＰＳ研修会等の開催
　九州内における広域的連携組織への参画

20,035

　企業が行う新技術・新製品の研究開発に対する支援
　・対象業種；自動車・電子・新成長分野
　・補助率；2/3以内
　・採択；400万円×３件
　・かごしま産業支援センターに委託
　企業の行う人材育成，販路拡大等への支援
　・県外企業等への派遣助成
　　120万円×２件以内など
　・ＴＰＳ研修会等の開催
　九州内における広域的連携組織への参画

　企業が行う新技術・新製品の研究開発に対する支援
　・対象業種；自動車・電子・新成長分野
　・補助率；2/3以内
　・採択；400万円×３件
　・かごしま産業支援センターに委託
　企業の行う人材育成，販路拡大等への支援
　・県外企業等への派遣助成
　　120万円×２件以内など
　・ＴＰＳ研修会等の開催
　九州内における広域的連携組織への参画

県（産業立地課）
一部委託機関：
(公財)かごしま産
業支援センタ

3 2 1 1
大島紬小柄文様の着姿シミュ
レーションに関する研究

23～24年度

　小柄平織組織を立体的に表現する手法と，現代の洋服
感覚を生かした色を使用することで大島紬小柄着姿シ
ミュレーションシステムを確立し産地の活性化を図るもの
である。

― ― ― ― ―
県（工業技術セ
ンター）

3 2 1 1 大島紬光輝性絣の研究 23～25年度
　派手さを強調した光輝性のある絣と新規洋装用絹糸を
開発し洋装化への対応を図るものである。

― ― ― ― ―
県（工業技術セ
ンター）

3 2 1 1

ものづくり・商業・サービス革新
補助金
（H26：ものづくり中小企業・小規
模事業者試作開発等支援事業）

24～27年度

　国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事
業を創出するため、認定支援機関と連携して、革新的な
設備投資やサービス・試作品の開発を行う中小企業を支
援する。

35,925

１．H24補正採択企業に対する確定検査・補助金交付

２．H25補正における公募及び採択企業に対する中間監
査、
　確定検査　等

43,000

１．H25補正採択企業に対する確定検査・補助金交付

２．H26補正における公募及び採択企業に対する中間監
査、確定検査　等

１．H26補正における公募及び採択企業に対する中間監
査、確定検査　等

県中小企業団体
中央会

中小企業庁、認
定支援機関

3 2 1 1
２段ろくろ開口装置による洋装化
織物の研究

25～26年度
　２段ろくろ開口装置を備えた織機は，多様な織物が製作
可能であり，２段ろくろ開口装置を利用して大島紬の製造
技術を生かした大島紬の洋装化製品の需要拡大を図る。

165
・経糸始末の検討（ストールなど）
・絣や泥染め技術を活かした洋装化製品の試作（ストール、
 ネクタイ）

― ― ―
県（工業技術セ
ンター）

3 2 2 1 特産品宣伝事業 ―

　特産品ガイドブックを作成・配布し、市内の優れた特産
品をイベントなどあらゆる機会を利用し、市民はもとより県
内外の多くの人々に紹介・宣伝し、需要の拡大と販路の
拡大を図る。

3,253

１　実施方針
　　①特産品ガイドブック作成：30,000部
　　②特産品ガイドブックの配布
２　スケジュール
　　年間を通して実施

2,790

１　実施方針
　　①特産品ガイドブック作成：20,000部
　　②特産品ガイドブックの配布
２　スケジュール
　　年間を通して実施

１　実施方針
　　①特産品ガイドブック作成：30,000部
　　②特産品ガイドブックの配布
２　スケジュール
　　年間を通して実施

産業支援課

3 2 2 1
伝統的工芸産業の活路開拓支
援事業

S55年度～
　伝統的工芸産業の産地組合が行う活路開拓事業に必
要な経費を補助することにより、本市の伝統的工芸産業
の振興を図る。

2,810

1　実施方針
 　継続実施予定
2　スケジュール
  (1)本場大島紬宣伝事業実施（10月～3月）
  (2) 第8回第9回ふれあい竹のいち開催（5月）
  (3)「薩摩焼フェスタ」開催（11月）

2,810

1　実施方針
 　継続実施予定
2　スケジュール
  (1)本場大島紬宣伝事業実施（10月～3月）
  (2) 第10回ふれあい竹のいち開催（5月）
  (3)「薩摩焼フェスタ」開催（11月）

1　実施方針
 　継続実施予定
2　スケジュール
  (1)本場大島紬宣伝事業実施（10月～3月）
  (2)第11回ふれあい竹のいち開催（5月）
  (3)「薩摩焼フェスタ」開催（11月）

産業支援課

薩摩焼フェスタ実
行委員会
（鹿児島県薩摩
焼協同陶業組
合、鹿児島市、
鹿児島県、日置
市、霧島市、姶
良市、(公社)鹿
児島県特産品協
会、(公社)鹿児
島県観光連盟、
南日本新聞社）

3 2 2 1

大島紬アンテナショップ運営事業
（鹿児島県ふるさと雇用再生特
別基金）

※織姫館の機能は街なかサービ
ス推進事業に引き継ぎ、大島紬
の情報発信を行う。

21～23年度

　多くの市民や観光客が訪れる中心市街地において、大
島紬アンテナショップを運営することで、継続的な雇用創
出を図り、日常的かつ継続的に本場大島紬に関する情報
発信を行うことにより、その消費拡大につなげ、業界全体
の活性化を図る。また、消費者の反応を調査することで、
新商品開発に役立てる。

― ― ― ― ― 産業支援課

3 2 2 1
かごしまのいいもの情報発信支
援事業

25～26年度

ものづくり中小企業の製品の認知度向上及び販路拡大
を図るため、かごしまのいいもの（製品）の情報を収集し、
雑誌やテレビ番組等で紹介されるように首都圏のメディア
等に向けて情報発信を行うとともに、企業のメディア等に
向けた広報活動に対する助言・指導を行い、広報スキル
の向上を図る。

5,476

（１）情報収集　　83社
　
（２）情報発信
　　・プレスリリース作成　13件(32社)
　　・プレス発表会の実施
　　9月2日開催（東京日本橋）
　　メディア42社来場、出品20社
（３）助言･指導
　　・「プレスリリースの書き方」セミナーの実施
　　　7月25日開催（ソーホーＡ会議室）　8社参加

※本事業は、26年度で廃止

― ― ― 産業支援課

3 2 2 1
かごしまのモノ作り体験学習支
援事業

17～24年度

　県内高校生等を対象に、県特産品の歴史やブランド
ショップでの販売体験、工場見学・研修を通じ、本県特産
品に対する若者の理解と認識を深めてもらい、将来的な
需要拡大に繋げる。

― ― ― ― ―
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 2 2 2 ビジネスマッチング支援事業 ―
　県内中小企業の取引先開拓、販路開拓を支援するため
に県内外の発注企業を招へいし、県内受注企業との個別
面談、交流懇談会を実施する。

2,283

平成２６年度かごしま取引商談会
　・日　　時：平成２６年１１月１１日（火）
  ・参加企業：発注企業　　　　２７　社
　 　 　　　　　 受注企業　  　　５８　社
　・ 実　　 績：商談成立件数　２４　件
　　　　　　　　 初回取引金額　１８，８４２千円
ミニ商談会を２回開催

2,953

かごしま取引商談会
　　日　　時：平成２７年１１月開催予定

　ミニ商談会を２回開催予定

　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
（取引振興課）

3 2 2 2 新市場販路開拓助成事業
14年度～ 　製品等の販路開拓を図るため、県外展示会に支援セン

ターが出店コマを確保し，共同出店を行う。
2,739

　インターネプコンジャパン２０１５への出展
　　　・平成２７年１月１４日～１６日
　　　・県内企業４社の製品展示
　こだわり食品フェアー２０１５への出展
　　　・平成２７年２月１０日～１２日
　　　・県内企業６社の製品展示

3,007 ものづくりNEXT及びFOODEX　JAPANへ出展予定 　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課）

県，大学，公設試
等

3 2 2 2
そうしん食＆アグリビジネス交流
会

20年度～

　鹿児島県内の農畜産物・水産物生産業者およびこれら
の食品加工業者の販路拡大支援として、過去大小7回の
商談会を実施した。また、平成23年度からは、鹿児島の
豊富な食と観光資源をまるごと広くＰＲし、多様な販路開
拓支援を行うとともに、バイヤーや旅行エージェント等に、
食と観光の情報発信と交流の機会を提供する商談会を
開催している。

平成26年10月25日（土）、薩摩川内市にて開催 ―
平成27年10月9日（金）、鹿児島市（サンロイヤルホテル）に
て開催予定。

鹿児島県内にて第３四半期（10～12月）を目処に開催予定
鹿児島相互信用
金庫

3 2 2 2 販路開拓支援事業 22～23年度

　地域資源等を活かした新商品、新技術、新サービスの
創出に取り組む中小企業の域外への販路づくりを支援す
るため、首都圏で開催される全国規模の展示会等に出展
し、地元中小企業における地域資源を活用した新商品の
新市場や販路の開拓を支援する。

― ― ― ― ― 商工会議所

3 2 2 2
JETRO WEBサイト（J-File）、メー
ルマガジン（さくら通信）による情
報提供

25年度～
　ジェトロが実施するイベントや関係機関等が主催するイ
ベントについて定期的に情報発信を図り、ジェトロのサー
ビスを幅広くPRする。

― 事業概要の通り ― 継続実施予定 　継続実施予定 ジェトロ

3 2 2 2 新規販路開拓支援事業 26年度～
　県外で開催される展示会に，当センターブースを確保
し，出展を希望する県内中小企業に展示スペース提供し
て，新規販路開拓を支援する。

9,663

第１８回機械要素技術展（東京ビッグサイト）へ出展
　・ 出展企業　　１３社
  ・ 実　　　績　　商談成立件数　５件
　　　　　　　 　　　初回取引金額　１，４５２千円
第１７回機械要素技術展（インテックス大阪）
　・出展企業　　１３社
　・実　　　績　　商談成立件数　１件
                       初回取引金額　１０４千円

9,505
第１9回機械要素技術展（東京ビッグサイト）へ出展予定
第１8回機械要素技術展（インテックス大阪）へ出展予定 　継続実施予定

(公財)かごしま産
業支援センター
（取引振興課）

3 2 2 3 IT活用による市場拡大支援事業 25年度

　特産品の市場拡大を支援するため、これらの特産品に
関する情報をタイムリー且つ的確に流通関係者へ提供す
るとともに、特産品の商品情報並びにバイヤー等をデータ
ベース化し、インターネット上での商談の場を創出する。

― ― ― ― ―
公益社団法人鹿
児島県特産品協
会

3 2 2 3 Ｊ－ＧｏｏｄＴｅｃｈ 26年度～

・中小企業と大手・海外企業を結ぶ、ビジネスマッチン
  グサイト
・優れた技術や製品を有する日本の中小企業が集結
  したウェブマッチングサイト『J-GoodTech（ジェグテッ
  ク）─日本の優れた製品・技術.com─』をオープンす
  る。
    現在、我が国には日本のものづくり産業を支える
  中小製造業が約45万社存在します。この中にはい
  わゆるニッチトップやオンリーワン企業と言われる
  優良な中小企業が数多く存在します。これらの優良
  企業を日本の大手メーカーや海外企業に紹介する
  ことで、新たな取引や技術連携を促進し、日本産業
  全体でのイノベーションに貢献することを目指す。

―
・サイトオープン
・掲載企業募集
・マッチング実施
・フォーラム開催

（予定）
・掲載企業募集
・マッチング実施

　継続実施予定
中小企業基盤整
備機構

3 2 3 1 かごしま異業種交流支援事業 2～25年度

（支援の概要）
　平成24,25年度はソーシャルメディア活用研究会の活動
を支援
（目的、効果等）
　Facebook、Twitterに代表されるSNSやブログなどのソー
シャルメディアをビジネスとして有効活用したい中小企業
がソーシャルメディア技術と情報の受発信のノウハウを習
得し、その活用を研究する中で、異業種交流による新た
なビジネス展開を推進することを目的とする。
【効果】
　異業種との交流により、研究テーマに沿った具体的なノ
ウハウ・製品・サービス等を生み出す

― ― ― ― ―

事業者、鹿児島
県中小企業団体
中央会（組織振
興課）、市（産業
創出課）

3 2 3 1 鹿児島ビジネス市場 17～23年度

　取引先の拡大や技術提携、共同開発などのビジネス
チャンスを創出することを目的に、交流のテーマを設定
し、テーマに関心のある企業を集めて、商品・技術のプレ
ゼンテーションや交流会を開催する。

― ― ― ― ― 商工会議所

3 2 3 1 食品加工技術強化事業 26年度～
　県内の食品製造業、機械製造業の現状を調査し、産学
官が連携して行う食品製造業の加工力向上及びそのた
めの機械設備の研究開発を支援する。

16,550

・食品製造業及び機械製造業の現地調査
・共同研究の促進
・ラボツアーの開催
・農商工等連携実践セミナー　等

21,845

・食品製造業及び機械製造業の現地調査
・共同研究の促進
・ラボツアーの開催
・農商工等連携実践セミナー　等

・食品製造業及び機械製造業の現地調査
・共同研究の促進
・ラボツアーの開催
・農商工等連携実践セミナー　等

県産業立地課
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

3 2 4 1 産学官事業化研究会支援事業
13年度～ 　大学等の研究シーズをもとに，その事業化を目指す産

学官の連携による研究会に要する経費の一部を助成す
る。

178 ２研究会に対し助成を実施 302 助成計画件数　　３件 　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
（産学官連携課）

県,大学,公設試等

3 2 4 1 技術相談会 19年度～
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、
㈱鹿児島ＴＬＯと連携して技術相談・技術提携などの相談
会を実施する。

―

１　実施方針
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、㈱
鹿児島ＴＬＯと連携し技術相談・技術提携などの相談会を実
施する。
2　スケジュール
　①平成27年2月　「第8回技術相談会」を実施　8社参加

― 継続実施予定 　継続実施予定 南日本銀行 ㈱鹿児島ＴＬＯ

3 2 4 2
新事業研究開発助成事業
（H24までは研究開発助成事業）

S58年度～
　研究開発型企業等が行う，新技術・新製品等の開発・試
作に要する経費の一部を助成する。

4,312 助成件数　　　　　４件 7,991 助成計画件数　　　　３件 　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
（産学官連携課）

3 2 4 2
地域技術提携起業化事業
（H24は地域技術起業化助成事
業）

2年度～
 地域の4社以上の中小企業等のグループが行う，新技術
または新製品の起業化に要する経費の一部を助成する。

0 助成実績無し
3,128

助成計画件数　　　　　１件 　未　定
(公財)かごしま産
業支援センター
（産学官連携課）

3 2 5 2 売場づくり支援事業 ―

　主に小売業での現場改善策を模索している小規模事業
者に、大企業等で実際に改善を担当してきた経験豊富な
専門家等を企業に派遣し現状分析と具体的な改善策の
提案、実施までを支援する。

―
26年度
　①売場づくり支援
　　　6事業所・指導回数6回

― 継続実施 継続実施予定 商工会議所

3 2 5 2 専門家派遣事業
12年度～

　創業者や経営革新を図る中小企業者が抱える経営，情
報化，販売，マーケティング等のさまざまな問題に対し
て，当センターに登録している民間の専門家を派遣し，診
断助言を行う。

3,122
企業に対する専門家の派遣
 　1３社　５７回実施

4,893
企業に対する専門家の派遣
 　１２社　８３回（予定）

　継続実施予定
(公財)かごしま産
業支援センター
（相談経営課）

3 3 1 1
ソフトプラザかごしま管理運営事
業

14年度～
　本市情報関連産業の育成や地元中小企業の情報化を
図るため、ソフトプラザかごしまの円滑な管理・運営を行
う。

27,287

１　実施方針
　本市情報関連産業の育成や地元中小企業の情報化を図
るため、ソフトプラザかごしまの円滑な管理、運営を行う。

　入居用施設入居状況（H27.3末現在）
　全24室中18室入居
　（県内枠：7室、誘致枠：8室、大学等枠：3室）

29,838 継続実施予定 　継続実施予定 産業創出課

3 3 2 1 企業立地推進事業 S61年度～

【目的】
　市外企業の誘致や地元企業の増設等による企業立地
を戦略的に推進し、本市商工業の振興、ひいては雇用の
拡大及び確保に繋げる。
【概要】
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の
立地に向けた取組みを実施する。
＜重点産業＞
　　・食関連産業
  　・成長分野に関連する新産業
  　・都市機能の集積を生かした産業
＜取組み＞
　　・優遇制度の充実、企業が求める人材の育成等
　　・情報収集及びＰＲ、企業訪問等

87,412

１　実施方針、スケジュール
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の立
地に向けた取組み。

　・展示会への出展：26年11月
　・企業訪問：随時

２　立地協定：8社

225,083

１　実施方針、スケジュール
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の立
地に向けた取組み。

　・展示会への出展：27年7月
　･企業訪問：随時

２　立地協定：1社（平成27年6月18日現在）

１　実施方針、スケジュール
　「鹿児島市企業立地推進方策」に基づき、重点産業の立
地に向けた取組み。

　・展示会への出展：要検討
　･企業訪問：随時

２　立地協定：4社/年

産業創出課

3 3 2 1 コールセンターの魅力発見事業 25年度～

　鹿児島市企業立地推進方策に基づき、本市が重点的に
取り組んでいるコールセンターの誘致にあたり、従業員の
採用支援などを行うことで、魅力ある立地環境づくりを進
め、あわせて、就業機会の拡大を図る。

9,641
実施回数
　学生向け会社説明会の開催　4回
　求職者向けセミナーの開催　11回

― ― ― 産業創出課

4 1 1 1 講習会・講演会 ―
　商工業者の事業発展に必要な企業経営に関わる知識
や技術など様々なテーマに関する情報を提供する

6,490 20講座開催、1,956名受講 6,490 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 1 講習会・講演会 継続

　鹿児島県の若手経営者、および後継者と弊行とが、共
同して企業経営のあり方、地域経済、その他の諸問題に
ついて研究し、お互いの経営能力を高め、会員相互の交
流を図ることを目的とする。

1,939

【平成２６年６月３０日現在】　　　　3企業
・顧客確保に向けたＷｅｂサービスの導入と利用方法
・ネットオークションの導入や登録について（2回）
・営業活動に係る接遇マナーについて
・映画製作に伴う観光事業と地域活性化について
・税務に関する個別講習

2,500 日程未定 日程未定
かごしま市商工
会

4 1 1 1 エキスパートバンク事業 ―

　経営や技術など様々な専門的課題を抱えている小規模
事業者を支援するため、専門的な技術・ノウハウ等を有
する各分野の専門家や企業ＯＢを直接事業所に派遣し具
体的かつ実践的なアドバイスを行い問題解決を図る。

6,000
・173事業所
・延指導回数210回

6,000 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 1 エキスパートバンク事業 ―

　小規模事業者が必要とする専門的・実践的技術・技能
習得について、深い知識・実技・経験を有する専門家（エ
キスパート）を派遣し、具体的・実践的な事項について適
切な指導・助言を行い、事業者の経営資質向上をめざ
す。

― 13事業所　延べ18回実施 ― 継続実施 継続実施予定
鹿児島県商工会
連合会（かごしま
市商工会）
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

4 1 1 1 南友会の運営
6年度～

　鹿児島県の若手経営者、および後継者と弊行とが、共
同して企業経営のあり方、地域経済、その他の諸問題に
ついて研究し、お互いの経営能力を高め、会員相互の交
流を図ることを目的とする。

―

１　実施方針
　鹿児島県の若手経営者、および後継者と弊行とが、共同し
て企業経営のあり方、地域経済、その他の諸問題について
研究し、お互いの経営能力を高め、会員相互の交流を図っ
ていく。
２　スケジュール
（１）Ｈ26年7月　セミナー 会員企業3社によるプレゼンテーション

（２）Ｈ26年10月　講演会　「本村弁護士の行列の出来ない
法律相談所」
（３）Ｈ27年1月　セミナー　「人を幸せにする感動企業」
（４）Ｈ27年3月　セミナー　「グローバル経済と地方創生」

― 継続実施予定 　継続実施予定 南日本銀行

4 1 1 1 ビジネスセミナー
7年度～ 　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、

時事に応じたビジネスセミナーを実施する。
―

１　実施方針
　中小企業・個人事業主の経営基盤強化の一助として、時
事に応じたビジネスセミナーを実施する。
２　スケジュール
（１）Ｈ26年4月　セミナー「第18回接遇・マナー研修」実施
（２）Ｈ27年2月　セミナー「第1回　ＷＡＺＺＥＣＡセミナー」実施

― 継続実施予定 　継続実施予定 南日本銀行

4 1 1 1 かしん経営大学 8年度～
　経済に関する様々な知識の習得と異業種交流で事業計
画作成に取り組む。

―
継続実施
４４名入学

―
継続実施

継続実施 鹿児島信用金庫

4 1 1 1 中核的企業創出ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業
20～29年度

　自動車，電子，食品，成長産業（環境・新エネルギー，
健康・医療，バイオ関連産業）関連の有望な技術シーズ
等を有するか，若しくはその市場に新たに参入する意思
を持つ中小企業者に対して，本県において中核的企業
（地域を牽引する中核的な企業として成長が期待される
中小企業）としての創出に必要な各種事業の実施に要す
る経費の一部を助成する。

24,193

助成件数
　　新規：3社
　　継続：3社

21,421

助成計画件数
　 新規：１社
 　継続：５社

　継続実施予定
(公財)かごしま産
業支援センター
（産業振興課）

4 1 1 1 かしんトップマネジメント大学 22年度～

○本講座を受講し、受講内容を経営に取り込み、企業
　 の業績を向上させるとともに鹿児島県経済の浮揚を
   図ることを目的とする。
○税理士や中小企業診断士による講義。

―

２７年１月１４日
２７年２月１８日
２７年３月１１日
２７年４月　８日　実施

― 継続実施予定 　継続実施予定 鹿児島信用金庫

4 1 1 1
かごしま若手経営者育成事業
（かごしま産業おこし郷中塾）

24年度～

　グローバル化の進展や人口減少，超高齢化社会
の到来など，変革の時代に対応した戦略的産業興
しを実践する人材の育成

 【対象者】
　40歳代までの，県内に本社又は事業所を有す
る中小企業の経営者，後継者，企画・戦略担当者

28,755

カリキュラム（６月～２月　計６回）
 　①全体講義
　　　経営哲学や先端事例等の講演
 　②交流会
　　　小グループでの議論，意見交換
 　③実践講座（希望者のみ）
　　　新規開発や販路拡大等の指導

　　　　○参加者　86名（68社）

28,297

カリキュラム（６月～２月　計６回）
 　①全体講義
　　　経営哲学や先端事例等の講演
 　②交流会
　　　小グループでの議論，意見交換
 　③実践講座（希望者のみ）
　　　新規開発や販路拡大等の指導

　　　　○参加者　74名（61社）

　カリキュラム（６月～２月　計６回）
　 　①全体講義
　　　　経営哲学や先端事例等の講演
　 　②交流会
　　　　小グループでの議論，意見交換
　 　③実践講座（希望者のみ）
　　　　新規開発や販路拡大等の指導

県（商工政策課）

4 1 1 1
かしん創業プランセミナー
（H25まで「かしんビジネスプラン
セミナー」）

24年度～26年
度

　事業計画書作成を１日で学ぶセミナー ―

かしん創業プランセミナーの開催
　２６年　４月２５日　　　　　２６年　５月　８日
　２６年　６月　５日　　　　　２６年　７月　３日
　２６年　８月　７日　　　　　２６年　９月　４日
　２６年１０月　２日　　　　　２６年１１月　６日
　２６年１２月　４日　　　　　２７年　１月　８日
　２７年　２月　５日　　　　　２７年　３月　５日

― ― ― 鹿児島信用金庫

4 1 1 1
そうしんビジネス・イノベーション
大賞

24年度～
　地域経済の発展・振興等に優れた成果をあげた企業・
団体を表彰し、地元中小企業の発展・育成に寄与するこ
とを目的とする。

―
１．Ｈ26年度も継続実施
２．スケジュールは、９月中募集、１０月選考会、１１月発表
表彰

―
１．Ｈ27年度も継続実施予定
２．スケジュールは、９月中募集、１０月選考会、１１月発表
表彰を予定

１．28年度以降も継続実施予定
２．スケジュールは、９月中募集、１０月選考会、１１月発表
表彰を予定

鹿児島相互信用
金庫

4 1 1 1 ビジネスドクターナビ事業 25年度～
　当所ＨＰ内に弁護士・税理士等の「士業」の専門家を資
格ごとに案内する専用のページを開設し、事業者の課題
解決のための士業者探しを支援する。

0 ・登録専門家　66件 0 継続実施 　継続実施 商工会議所

4 1 1 1 よろず支援拠点事業 26年度～

　中小企業・小規模事業者の売上拡大や経営改善等に
対する一層の相談機能の強化を図るため，コーディネー
ター（１名）及びサブコーディネーター（５名）を配置し，総
合的・先進的アドバイスやチーム編成を通じた支援，的確
な支援機関等の紹介を行い，中小企業等の課題解決を
図る「よろず支援拠点」を開設する。

35,653

「よろず支援拠点」の開設（平成２６年６月３０日）
　(1) 支援体制
　　 ・コーディネーター１名
　　 ・サブコーディネーター４名
　(2) 相談実績　　　　   １，０６６事業者   経営課題　２，１５９
件
　(3) セミナーの開催　　 　　　 ６回　　     参加者：４４２名
　(4) 各地区相談会等　　 　　 ９地区       相談者：　９２名

59,890

(1) 支援体制
　　・コーディネーター１名
　　・サブコーディネーター5名
(2) 支援内容
　　①総合的・先進的経営アドバイス
　　②支援チーム等編成支援
　　③ワンストップサービス

　継続実施予定

（公財）かごしま
産業支援セン
ター（相談経営
課）

4 1 1 1 かしん経営者フォーラム 25年度～
経済・経営・財務・マーケティング・人事・労務等の経営学
を中心とした勉強会を通じて企業と人の繁栄を目指す。

年間５回実施。 継続実施予定 継続実施予定 鹿児島信用金庫
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4 1 1 2 中小企業資金融資事業
S35年度～

　本市中小企業者（事業協同組合等を含む）の資金調達
を円滑にし、経営基盤の安定・強化を図る。
1.制度を利用する中小企業者に対する信用保証料補助
2.信用保証協会、商工中金に対する損失補償
3.商工振興資金利子補給（旧松元町）
4.災害対策資金の利用者に対する利子補給
5.金融ガイドブックの作成

338,668

１．実施方針
　　本市中小企業融資制度の円滑な運用を図るとともに、経
済状況に即応した事業資金調達が図られるよう適切に対応
する。
（26年度変更点）
・取扱金融機関の拡大

２．平成26年度実績
　①信用保証料補助（資金別件数）
　・産業振興資金　1,244件
　・小規模企業支援資金　299件
　・特別小口資金　14件
　・短期事業資金　64件
　・経営安定化資金　59件
　・環境配慮促進資金　7件
　・災害対策資金　0件
　・創業支援資金　64件
　・新事業展開支援資金　9件
　②損失補償の実施　116件
　③商工振興資金に係る利子補給金　2件

346,277

１．実施方針
　　本市中小企業融資制度の円滑な運用を図るとともに、経
済状況に即応した事業資金調達が図られるよう適切に対応
する。

１．実施方針
　　本市中小企業融資制度の円滑な運用を図るとともに、経
済状況に即応した事業資金調達が図られるよう適切に対応
する。

産業支援課

4 1 1 2
新規開業支援利子補給金交付
事業

19年度～
　創業支援資金を利用する創業者に対して、借入後当初
12月以内に支払った利子相当額を補助する。
　ただし、1件あたりの補助上限額は30万円とする。

5,090

１．実施方針
　創業者に対し利子補給を行い、利払い負担の軽減を図る
ことをもって、創業期の経営安定と事業の健全な発展を支
援する。

２．スケジュール
　取扱期間の延長
　※H27.3月末までに融資実行された方が対象

３．平成26年度実績
　　55件

6,132

１．実施方針
　創業者に対し利子補給を行い、利払い負担の軽減を図る
ことをもって、創業期の経営安定と事業の健全な発展を支
援する。

２．スケジュール
　取扱期間の延長
　
　※H28.3月末までに融資実行された方が対象

１．実施方針
　創業者に対し利子補給を行い、利払い負担の軽減を図る
ことをもって、創業期の経営安定と事業の健全な発展を支
援する。

２．そのほか
　※Ｈ28.4月以降の融資実行分についての取扱いについて
は検討予定。

産業支援課

4 1 1 2 地域総合整備資金貸付事業 ―

　地域振興に資する民間事業活動等が積極的に展開さ
れるように、地方公共団体が、（財）地域総合整備財団
（通称：ふるさと財団）の支援を得て、民間事業者等に無
利子資金の貸し付けを行う。

― ・実績なし（活用団体なし） ― 　継続実施予定 継続実施予定 産業支援課

4 1 1 2 ワンストップ専門相談事業 ―
　様々な専門的相談に対応するため、毎月第２水曜日の
午後に、弁護士・税理士・中小企業診断士等の専門家に
よる個別・無料の相談会を実施。

143
・ワンストップ相談件数　　　31件

420 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 金融指導事業 ―
　小規模事業者・中小企業者の資金繰りを支援するた
め、マル経資金の推薦や、日本政策金融公庫・県・市の
制度融資の斡旋を行う。

1,800 ・マル経推薦　48件 1,800 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 金融指導事業 ―
　小規模事業者・中小企業者の資金繰りを支援するた
め、日本政策金融公庫・県市の制度融資の斡旋を行う

861

平成26年度実績
・あっせん件数　114件
・斡旋金額　1,553,920千円
・貸付件数　112件
・貸付金額　1,470,450千円

960 継続実施 継続実施予定
かごしま市商工
会

4 1 1 2 経営安定特別相談事業 ―
　倒産等の危機に直面している中小企業者に対して、商
工調停士等の専門スタッフが再建の方策を講じ、問題の
円滑な解決に向けた支援を行う。

1,224
・受付件数　12件
・終結件数　 0件

1,250 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 経営安定特別相談事業 ―
　倒産等の危機に直面している中小企業者に対して、商
工調停士等の専門スタッフが再建の方策を講じ、問題の
円滑な解決に向けた支援を行う

実績件数なし 継続実施 継続実施予定
鹿児島県商工会
連合会（かごしま
市商工会）

4 1 1 2
鹿児島県中小企業再生支援協
議会

15年度～

（九州経済産業局委託）
　中小企業の再生に向けた取り組みを支援するため、競
争力強化法に基づき設置し、事業の将来性はあるが、財
務上の問題を抱えている中小企業を対象に、再生計画策
定支援及び計画策定後のフォローアップを行う。

68,142
・相談企業数      90企業
・再生取組案件   72企業
・完了案件　　　　 57企業

61,172 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 県中小企業融資制度運営事業
14年度～

　本県中小企業者の経営の合理化及び経営の安定強化
に必要な資金の融資を行うことにより，中小企業者の振
興発展を図る。

104,801
汎用資金，経済活性化支援資金，経営安定対策資金の運
営に係る保証機関に対する保証料補助

104,801 継続実施予定 　継続実施予定 県（経営金融課）

4 1 1 2 「知的財産推進戦略」推進事業 19年度～
　「鹿児島県知的財産推進戦略」に基づき，知的財産権
制度の普及啓発及び相談窓口の設置などにより，本県の
産業競争力の強化及び地域経済の活性化を図る。

3,777
１　知的財産活用推進員の設置
２　知的財産権制度に関する相談窓口の設置
３　知的財産に関するセミナー等の実施

3,883
１　知的財産活用推進員の設置
２　知的財産権制度に関する相談窓口の設置
３　知的財産に関するセミナー等の実施

１　知的財産活用推進員の設置
２　知的財産権制度に関する相談窓口の設置
３　知的財産に関するセミナー等の実施

県（産業立地課）
事業者，大学，関
係支援機関等

4 1 1 2 事業承継相談ネットワーク 20年度～

　中小企業の事業承継が円滑になされることは、地域の
雇用の機会及び経済活力の維持にとって重要な課題で
ある。その課題解決のために、地域における事業承継支
援機関及び支援者（金融機関、税理士等）が連携し、地
域に根ざした支援ネットワークを形成することが求められ
ている。
　当金庫とＴＫＣ九州会鹿児島支部と提携し、金融機関と
税理士の連携による事業承継への課題解決に向けた取
組を行うことを目的として設立し、本部及び営業店にて随
時実施している。

― 平成26年10月3日に開催 ― 継続実施予定 　継続実施予定
鹿児島相互信用
金庫

ＴＫＣ
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4 1 1 2
消費税転嫁対策相談窓口相談
等事業

25年度～

　２段階にわたる消費税率の引上げに備え、各地商工会
議所において相談窓口を設置し、地域の中小・小規模事
業所からの相談にワンストップで対応するため、個別相談
派遣相談、講習会等を実施することで、地域の中小・小規
模事業所が消費税率引上げ分を円滑・適正に価格に転
嫁できるよう支援することを目的とする。

3,705
・講演会　11講座、627名受講
・窓口相談　386件

3,800 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 鹿児島県経営改善支援センター 25年度～
　金融機関や税理士法人等の認定支援機関と連携して、
自ら経営改善計画を策定することが困難な中小企業・小
規模事業者の改善計画等の作成を支援する。

29,805 ・延相談件数　166件 85,229 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2
経営改善円滑化支援事業（経営
改善アドバイザー）

25～26年度

　中小企業金融円滑化法の終了に伴い、増加が見込ま
れる経営改善計画作成等について迅速に対応するため、
経営改善アドバイザーを１名設置し、計画作成に係る窓
口相談等を行う。

3,743 ・受付件数　46件 ― ― ― 商工会議所

4 1 1 2

中小企業等消費税転嫁円滑化
総合対策事業
（H26：消費税転嫁対策窓口相談
等事業）

25年度～

　消費税率の二段階にわたる引上げや制度変更の円滑
な実施のため、個別相談派遣相談、講習会等の実施や
パンフレット等による周知を行うことで、地域の中小・小規
模事業所が消費税率引上げ分を円滑・適正に価格に転
嫁できるよう支援することを目的とする。

1,316
セミナー9回開催
個別相談窓口設置（常時）

2,965

セミナー8回開催
個別相談窓口設置（常時）
専門家派遣事業30回
パンフレット等周知1回

継続実施予定
鹿児島県中小企
業団体中央会

4 1 1 2 web経営相談事業 26年度～
　当所が経営相談窓口に来ることができない事業者が場
所と時間を制約されずに必要な時にすぐ相談できるようイ
ンターネットを利用して回答するシステムを構築する。

0 相談実績2件 0 継続実施 継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 補助金情報ナビ事業 26年度～
　国や県等によって創設されている様々な補助金情報を
HPで提供するとともに、申請手続きの支援も併せて行う。

0 事業概要のとおり 0 事業概要のとおり 継続実施予定 商工会議所

4 1 1 2 かしん経営相談室 24年度～
事業承継・第二創業等、企業のライフサイクルに応じた経
営相談を行う。

随時開催。 継続実施予定（随時開催） 継続実施予定（随時開催） 鹿児島信用金庫

4 1 1 3
中小企業新製品等利用促進庁
内展示会

22年度～

　本市中小企業の新製品・新技術の受注機会の支援を図
るため、県のトライアル発注制度で認定された本市中小
企業者の製品等について、市庁舎内で展示会を開催する
ほか、市関係課への製品説明会を実施し、本市による発
注を促進する。
・出展企業
　①県トライアル発注制度で認定を受けた製品等を開発
した本市中小企業
　②「メイドインかごしま」支援事業（新商品販路開拓支
援）で支援対象の中小企業

１　実施方針
　　県のトライアル発注制度で認定された本市中小
　企業者の製品等について、市庁舎内で展示会を
　開催するほか、市関係課への製品説明会を実施
　し、本市による発注を促進する。
２　スケジュール
　　展示会開催（9月9日～12日）及び説明会
　・出展企業
　　①26年度県トライアル事業認定分：　1社
　　②メイドインかごしま支援事業対象分：3社

継続実施予定 　継続実施予定
産業創出課
産業支援課

4 1 1 3
トライアル発注・販路開拓支援事
業

17年度～

　県内の中小企業等が開発した製品等について，県の機
関が試験的に発注するとともに，県外での展示会等への
参加を促進することなどにより，販路の拡大・受注機会の
拡大を図る。

6,011

１　トライアル発注事業の実施
　　県内の中小企業等が開発した新製品等を，県の機関が
試験的に発注・使用
２　販路開拓支援事業の実施
　　トライアル発注選定企業が，当該製品等を県外での展示
会等に出展する際の所要経費の一部を助成
　（補助率1/2，上限30万円）

6,011

１　トライアル発注事業の実施
　　県内の中小企業等が開発した新製品等を，県の機関が
試験的に発注・使用
２　販路開拓支援事業の実施
　　トライアル発注選定企業が，当該製品等を県外での展示
会等に出展する際の所要経費の一部を助成
　（補助率1/2，上限30万円）

１　トライアル発注事業の実施
　　県内の中小企業等が開発した新製品等を，県の機関が
試験的に発注・使用
２　販路開拓支援事業の実施
　　トライアル発注選定企業が，当該製品等を県外での展示
会等に出展する際の所要経費の一部を助成
　（補助率1/2，上限30万円）

県（産業立地課）

4 1 2 1 中小企業指導団体助成事業
S28年度～

　中小企業者及び事業協同組合等の総合的な向上改善
と育成に　努めている指導団体の事業の円滑な運営を促
進する。

21,000

・鹿児島商工会議所　　　　　　　　　　 6,400,000
・かごしま市商工会　　　　　　　　　 　10,500,000
・県中小企業団体中央会　　　 　　　　1,300,000
・県商店街振興組合連合会　　　　　　　200,000
・（一社）鹿児島市商店街連盟　　　　 1,500,000
・（公社）鹿児島県工業倶楽部　　　　　 200,000

21,000 継続実施予定 　継続実施予定 経済政策課

4 1 2 1
中小企業連携組織等支援事業
（組合等運営活性化支援事業
（組合青年部・後継者）)

―

　組合青年部会員，中小企業若手経営者及び後継者を
対象に，組合設立の理念と重要性を次世代に引き継ぎ、
また、若い経営者層の眼からみた新たな共同事業の可能
性を模索するとともに、その過程において組合員間の連
携を深めることにより、組合活動の活性化を模索する。ま
た、組合の結束力強化のため、青年部組織の活性化を図
る。

345

・青年部研究会
(1)対　象：鹿児島県タイル工業(協)青壮年部
　開催日：平成26年7月26日
　テーマ：施工体制台帳作成及び社会保険未加入問題につ
いて
　講　師：佐賀労務安全研究所　代表　右近守
(2)対　象：鹿児島県建設業青年部会
　開催日：平成26年12月12日
　テーマ：国内経済と建設業
　講　師：(株)経世論研究所　代表取締役社長　三橋貴明
・青年部講習会
　対　象：全体
　開催日：平成26年12月11日
　テーマ：やる気＆チーム力ＵＰ　～組合青年部を活性化さ
せる方法～
　講　師：(株)アメックス　代表取締役　上山泰寛

400

・青年部研究会　未定

・青年部講習会
　対象：全体
　開催日：平成27年10月21日
　テーマ：青年部会が果たすべき役割と期待
　講　師：全国中小企業青年中央会
　　第11代会長　上山泰寛

　継続実施予定

鹿児島県中小企
業団体中央会
（組織振興課・連
携支援課）

県
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

4 1 2 1 事業承継セミナー 22年度～

　年1回の頻度で実施。小企業経営者の高齢化が進展
し、円滑な事業承継の重要性が高まると同時に、、税務
や自社株など様々な側面からの対策を検討する必要性
があるため、県内中小企業経営者の今後の事業承継対
策に役立てることを目的として、「事業承継」のポイントを
わかりやすく解説する「事業承継セミナー」を開催してい
る。

― 未実施 ― 継続実施予定 　継続実施予定
鹿児島相互信用
金庫

中小企業基盤整
備機構

4 1 3 2

地域中小企業外国出願支援事
業

中小企業等外国出願支援事業
（２７年度から事業名変更）

24年度～
　経済のグローバル化による国際的な事業展開や知的財
産権侵害品へ対応するため，中小企業の戦略的な外国
への特許出願等に対してその費用の一部を助成する。

8,415

助成件数
　 ・ 特　　許　　　　　　　　７件
   ・ 商  　標　　　　　　　　５件
　 ・ 実用新案　　　　　　　１件

15,265

助成計画件数
　 ・ 特　　許　　　　　　　　７件
   ・ 意　　匠　　　　　　　　１件
　 ・ 商　　標　　　　　　　　５件
　 ・ 実用新案　　　　　　　１件
　 ・　冒認対策商標　　　 １件

　継続実施予定
(公財)かごしま産
業支援センター
(産業振興課)

県，大学，公設試
等

4 1 4 1

中小企業情報化促進事業

※事業廃止後は、情報提供コー
ナーの運営と、セミナー及び交
流促進については、
ソフトプラザかごしま管理運営事
業、新規創業者等育成支援事業
でそれぞれ実施

13～24年度

　ソフトプラザかごしまの情報提供コーナーの運営、情報
化セミナーの開催等により、市内中小企業の情報化促進
を図る。
　また、入居企業をはじめ、市内の情報関連企業に対し
て、ソフト面から支援を行うことにより、情報関連産業の育
成を図る。

― ― ― ― ― 産業創出課

4 1 4 1
ＩＣＴ高度活用促進事業
（Ｈ24は情報化基盤整備基金事
業）

2年度～
　コンピュータ等の情報機器を活用する中小企業の情報
化を支援することにより、経営の安定に寄与する。

4,657

①　[IT活用による営業戦略]等のセミナー開催
　　　　・鹿屋，及び鹿児島市の２地区で実施
　　　　・参加者：１２４名
②　情報化に関する相談にアドバイザーを派遣
　　　　・２　社
③　EC等活用アドバイザー相談実績
　　　　・電話相談　２９件　　・窓口相談３５件
　　　　・現地訪問　５８件　　　合　　計　１２２件

5,100

①　ITセミナーの開催
　　　　県内２カ所で実施予定
②　情報化アドバイザー派遣
　　　　３社予定
③　EC等活用アドバイザー兼製造業Webアドバイザー
　　の設置による相談

　未　定

（公財）かごしま
産業支援セン
ター
（総務情報課）

4 2 2 1 メール配信サービス事業 ―
　当所セミナー等の各種事業や、関係団体事業、各種経
営情報をタイムリーに案内するため、メールマガジンを発
信。発行は毎月５日と２０日。

0 登録企業数2,400社 0 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 2 2 1 情報誌作成事業
12年度～ 　研究開発型企業等や中小企業支援機関向けに産業技

術及び産学官の連携に関する情報等の提供を行う。
703

情報誌「ＫＩＳＣ」を発行
　 年４回　（季刊発行）
    ２，７００部／回

1,144
情報誌「ＫＩＳＣ」の発行
    年４回　（季刊発行）
    ２，７００部／回

　未　定

（公財）かごしま
産業支援セン
ター
（総務情報課）

4 2 2 1

中小企業・小規模事業者ワンス
トップ総合支援事業（ミラサポ）
（※H25は「中小企業・小規模事
業者ビジネス創造等支援事業」）

25年度～

　中小企業・小規模事業者（創業予定者含む）が専門家と
経営・起業に関する情報交換や相談に対応できるように、
ＩＴクラウドを活用した経営支援システムを開発・運営をす
るとともに、高度な経営課題等の相談に対応するため、
専門課派遣を行う。

― 専門家派遣実績数　46社、67件 ― 継続実施 　継続実施予定
商工会議所・
かごしま市商工
会

4 2 2 2
輸出チャレンジ支援セミナー
（ジェトロとの共催）

25年度～

　輸出に興味のある中小企業者や、輸出チャレンジ支援
事業の補助を受けた中小企業者を対象に、輸出に関する
セミナーを実施し、新たに輸出にチャレンジする事業者の
掘り起こしを行うとともに、輸出に関するスキルアップを図
り、アジアへの販路開拓を促進する。

0

ジェトロ鹿児島との共催によるセミナーを開催
○期日　Ｈ27.1.29～1.30
○参加者　２３名
○内容
　・１日目：食品貿易実務と価格の採算方法
　　　　　　　英文売買契約書の作り方
　・２日目：貿易取引ノウハウ養成

0 継続実施予定 　継続実施予定 経済政策課 ジェトロ

4 3 1 1
ニュービジネスプランコンテスト
事業

22～26年度
　新規創業者等の斬新なアイデアの事業化に対する支援
を行うことにより、新事業の創出を促進し、本市の経済活
性化を図る。

478
平成25年度大賞受賞者に対する支援を実施
①新規創業者部門（1件）：128,000円
②中小企業者部門（1件）：350,000円

― ― ― 産業創出課

4 3 1 1
ビジネスインキュベーション施設
ホームページリニューアル事業

25年度～

　ビジネスインキュベーション施設であるソーホーかごしま
とソフトプラザかごしまのホームページを統合、リニューア
ルすることで、本市の創業支援に係る取組みを一体的に
紹介するとともに、リアルタイムに情報を発信する体制を
構築する。

― ― ― ― ― 産業創出課

4 3 1 1 創業応援ナビゲーター事業 25年度～
　創業者向けのメール配信、ブログ等を通じて、施策や会
議所の情報を伝え創業相談者の創出を図る。

0 ・登録者数　150名 0 継続実施 　継続実施予定 商工会議所

4 3 1 2 新規創業者等育成支援事業 20年度～

　新規創業者等の育成支援のため、次の事業を行う。
(1)ソフトプラザかごしま、ソーホーかごしま入居者等に対
する経営・販路面のアドバイスなど、成長のための支援
(2)新規創業者に対する創業準備のための支援
(3)ＳＯＨＯ支援イベント、セミナー等の開催
(4)創業支援関係機関と連携した取り組み

9,353

鹿児島相互信用金庫への業務委託により実施
 ①新規創業者支援
　・ＩＭ（2名）が経営面、販路面のアドバイスなど成長の
　　ための支援を行う。
 ②創業・ビジネスセミナーの開催
　・創業スキル養成講座（6回シリーズ）基礎編
　・情報化セミナー（2回開催）
　・ビジネスプラン作成講座（5回シリーズ）実践編
　・ビジネススキルアップセミナー
　・入居者等勉強会
 ③販路開拓・マッチング支援

9,458

鹿児島相互信用金庫への業務委託により実施
 ①新規創業者支援
　・ＩＭ（2名）が経営面、販路面のアドバイスなど成長の
　　ための支援を行う。
 ②創業・ビジネスセミナーの開催
　・創業スキル養成講座（6回シリーズ）基礎編
　・情報化セミナー（2回開催）
　・ビジネスプラン作成講座（5回シリーズ）実践編
　・ビジネススキルアップセミナー
　・入居者等勉強会
 ③販路開拓・マッチング支援

鹿児島相互信用金庫への業務委託により実施
 ①新規創業者支援
　・ＩＭ（2名）が経営面、販路面のアドバイスなど成長の
　　ための支援を行う。
 ②創業・ビジネスセミナーの開催
　・創業スキル養成講座（6回シリーズ）基礎編
　・情報化セミナー（2回開催）
　・ビジネスプラン作成講座（5回シリーズ）実践編
　・ビジネススキルアップセミナー
　・入居者等勉強会
 ③販路開拓・マッチング支援

産業創出課
関係機関、民間
企業等
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

4 3 1 2 女性起業家育成事業 25～26年度

　地域に潜在している起業意欲を持った女性を対象に事
業開始を目的として経営者としての基礎や商品開発等の
学びの場のほかビジネスを通じた交流の場を提供する人
材育成塾を開催する。

5,493
女性起業家育成スクールの開催
　・開催回数：6回（6月～9月）
　・参加者8名

― ― ― 産業創出課

4 3 1 2
中小企業連携組織等支援事業
（組合等連携強化指導事業（創
業・起業・新分野））

―

　組合を対象とし，5つのテーマに基づき，セミナーを開催
する。テーマは以下の通り。
・事業再構築支援
・新規事業展開
・経営革新
・労働問題
・地域資源振興

867

・新規事業
　対　象：鹿児島県旅行業(協)
　開催日：平成26年7月7日
　テーマ：どうなるこれからの旅行業
　講　師：五木田・三浦法律事務所南青山オフィス
　　　　　　弁護士　三浦雅生
  対　象：鹿児島県旅行業(協)
　開催日：平成27年1月16日
　テーマ：旅行業の戦略と生き残りをかけて
　講　師：(株)日本旅行営業企画本部
　　　　　　ＩＣＴ営業推進担当部長　秋山秀之
・環境リサイクル
　対　象：鹿児島県バイオフォレスト事業(協)
　開催日：平成27年3月17日
　テーマ：効率的な山林整備と副産物の有効活用法につい
て
　講　師：(株)松岡林産　代表取締役　松岡明彦
・地域資源振興
　対　象：本場大島紬織物(協)
　開催日：平成27年2月2日
　テーマ：「今後の産地のあり方」について
　講　師：丹後縫取ちりめん柴田織物
　　　　　　代表　柴田祐史
・事業再構築
　対　象：鹿児島県木材(協連)
　開催日：平成26年9月5日
　テーマ：若手経営者等を対象とした業界の活性化策につ
いて
　講　師：(有)ENPOWER　縁　COMPANY
　　　　　　代表取締役　田邊ゆかり
・経営強化・運営改善
　対　象：(協)鹿児島県鉄構工業会
　開催日：平成27年2月27日
　テーマ：手遅れにならないための事業承継
　講　師：(株)Ｆ．ｉ．Ｔ総研
　　　　　　代表取締役　中村靖生

1,080

組合を対象とし、下記研究会を開催する。
・新規事業
・環境リサイクル
・地域資源振興
・事業再構築
・経営強化・運営改善

継続実施予定

鹿児島県中小企
業団体中央会
（組織振興課・連
携支援課）

県

4 3 1 2
 創業促進事業
（H25:地域需要創造型等起業・
創業促進事業）

24～27年度

　新たに起業・創業や第二創業を行う者に対して、その創
業等に要する経費の一部を助成する事業で新たな需要
や雇用の創出を図り、我が国経済を活性化させることを
目的とする。

11,251

１　実施方針
　公募に向けた広報、申請受付、選定作業並びに採択先に
対する事業管理、事業後のフォローを実施することにより、
新たな需要や雇用の創出を喚起して経済の活性化を図っ
た。
２　スケジュール
(1)平成24年度補正の補助事業に対する中間検査及び事業
完了に伴う完了検査と補助金支払を行った。
(2)第1回公募に係る書面審査、地域審査委員会、選定作業
等採択手続き及び交付決定手続きを行った
(3)採択先に対する事業管理及びフォローを実施した

10,500

１　今後の実施方針
　平成24年度補正事業者に対する事業完了後のフォロー及
び平成25年度補正採択先に対する事業管理、事業後のフォ
ローを実施することにより、新たな需要や雇用の創出を喚起
して経済の活性化を図る。
２　スケジュール
　(1)平成25年度補正採択者に対する中間検査、完了検査
の実施と補助金支払手続
　(2)採択先に対する事業管理及びフォロー

１　今後の実施方針
　平成24年度及び平成25年度事業の事業者に対する事業
管理、事業後のフォローを実施する
２　スケジュール
　(1)補助事業者に対する事業管理及びフォロー

県中小企業団体
中央会

中小企業庁、認
定支援機関

4 3 1 2
新規創業等育成支援事業の受
託

25年度～
　鹿児島市から、市の新規創業等育成支援事業について
業務委託を受け、主にセミナーや新規創業のための講義
等を実施する

―

①インキュベーションマネージャーの配置
②創業スキル養成講座（基礎編）（全6回開催）
③創業スキル養成講座（実践編）（全5回開催）
④情報関連セミナー、入居者勉強会の開催
⑤ソーシャルビジネス事業者支援（助言、マッチング支援、
アドバイザー派遣、データベース管理）
⑥鹿児島市新規創業事業の広報・アンケート実施及び市イ
ンキュベーションセンターの入居者募集等

―

以下の内容にて実施予定
①インキュベーションマネージャーの配置
②創業スキル養成講座（基礎編）（全6回開催）
③創業スキル養成講座（実践編）（全5回開催）
④情報関連セミナー、入居者勉強会の開催
⑤ソーシャルビジネス事業者支援（助言、マッチング支援、
アドバイザー派遣、データベース管理）
⑥鹿児島市新規創業事業の広報・アンケート実施及び市イ
ンキュベーションセンターの入居者募集等

来期以降も継続実施予定
スケジュール、開催内容等は年度毎に鹿児島市との協議を
行い決定するが、平成26年度と同程度の内容を予定。

鹿児島相互信用
金庫

市

◎ 4 3 1 2 地域活性化起業家支援事業 27年度～

過疎地域等定住人口の少ない地域において新たなビジ
ネスや雇用を創出し，地域の活性化を促進するため，当
該地域において起業を志す者等に対し，起業初期段階の
負担軽減を図ることにより，起業しやすい環境を整備す
る。

― ― 75,000

１　対象地域
　　過疎地域自立促進特別措置法の規定に基づく過
　疎指定地域，半島振興法の規定に基づく半島振興
　対策実施地域、離島振興法等の適用される地域な
　どの地域
２　助成対象事業（助成率，助成限度額）
　（1）起業家支援事業
　　　 対象地域において1年以内に起業する者に対し，起業
に必要な初期投資を助成
　　　 （補助率等）３分の２以内　上限50万円
　（2）スタートアップ支援事業
　　　 対象地域において起業後２年未満の事業者に対して，
創業初期に必要な経費を助成
　　 　（補助率等）３分の２以内　上限200万円

１　対象地域
　　過疎地域自立促進特別措置法の規定に基づく過
　疎指定地域，半島振興法の規定に基づく半島振興
　対策実施地域、離島振興法等の適用される地域な
　どの地域
２　助成対象事業（助成率，助成限度額）
　（1）起業家支援事業
　　　 対象地域において1年以内に起業する者に対し，起業
に必要な初期投資を助成
　　　 （補助率等）３分の２以内　上限50万円
　（2）スタートアップ支援事業
　　　 対象地域において起業後２年未満の事業者に対して，
創業初期に必要な経費を助成
　　 　（補助率等）３分の２以内　上限200万円

県（産業立地課）
委託先：(公財)か
ごしま産業支援セ
ンター
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

4 3 1 3 ソーホーかごしま管理運営事業
16年度～

　ＳＯＨＯ事業者を育成、支援するための拠点施設「ソー
ホーかごしま」の管理・運営を行うことにより、ベンチャー
ビジネスの展開や新規創業を促進し、本市経済の活性化
を図る。

19,673

１　実施方針
　SOHO事業者を育成・支援するための拠点施設「ソーホー
かごしま」の管理・運営を行うことにより、ベンチャービジネス
の展開や新規創業を促進し、本市経済の活性化を図る。

２　入居用施設入居状況（H27年3月末現在）
　全21室中20室入居
　（企業：8、個人・グループ：10、ＮＰＯ法人等：2）

19,845 継続実施予定 　継続実施予定 産業創出課

4 3 1 3
創業支援のための無線LAN設置
事業

26年度（補正）
～

27年度（繰越）

　ソーホーかごしま、ソフトプラザかごしまにおいて、商談
や会議の際にタブレット等を使用できるようにすることで、
入居者や参加者の利便性の向上を図る。

0
（繰越）

・ソーホーかごしま
　会議室、交流サロン、商談コーナーで無線LANを利用でき
るように3か所にアクセスポイントを設置

・ソフトプラザかごしま
　会議室（１階）、展示会議室（２階）で無線lANを利用できる
ように2か所にアクセスポイントを設置

1,071

・ソーホーかごしま
　会議室、交流サロン、商談コーナーで無線LANを利用でき
るように3か所にアクセスポイントを設置

・ソフトプラザかごしま
　会議室（１階）、展示会議室（２階）で無線lANを利用できる
ように2か所にアクセスポイントを設置

― 産業創出課

4 3 2 1
デザイン関連人材育成・交流支
援事業

25～26年度

　デザイン関連人材のスキルアップ教育やデザイン関連
イベント、企業とのマッチング等を支援することで、高度な
デザインスキルを有する人材の輩出やその活用、デザイ
ナーの情報発信等を図る。

27,399

(1)デザイン関連イベント（１７回）、企業マッチングイベント（１
回）の開催
(2)デザイナーデータベースの構築（３２件）、情報発信
(3)デザイン関連スクールの開催
・参加者（3講座）：42名

― ― ― 産業創出課

4 3 2 2
中核的専門人材育成のための
グローバル・コンソーシアム参加

25年度～

　平成25年度文部科学省委託事業「中核的専門人材育
成のためのグローバル・コンソーシアム」（代表校：九州大
学）に参加している。進展するグローバル化を視野に入れ
つつ，地方においてビジネスを発展させていく方策とし
て，大学，短大，専門学校といった教育機関が，体系的な
リカレント教育（社会人の学び）を担っていくプランを構築
することを目的としている。

―

ビジネス分野における社会人向け学習プログラムのモデル
（モジュール）を県立短大第二部商経学科のカリキュラムを
元に作成した。その一環として，会計教育に関するシンポジ
ウム(2015.1.31）を県立短大で実施し，産業界との意見交換
をおこなった。

―

ビジネス分野における社会人向け学習プログラムの実証講
座として，幅広い分野に対応した「県短ビジネススクール」
（仮称）を行う予定。また，鹿児島県工業倶楽部などを通し
て，産業界との意見交換をおこない，県立短大の科目等履
修生制度も活用し，社会人教育の拡充を図る予定

未定 県立短大

4 3 2 2 商談スキルセミナー 25年度～
　海外見本市や、国内商談会等の事前準備として、同セミ
ナーを実施する。商談の成果をより高めるため商談のノ
ウハウ等を提供する。

― 事業概要の通り ― 継続実施予定 　継続実施予定 ジェトロ

4 3 2 3
「地域ナレッジ活性化センター」
の設置検討

H25年度
　地域の知の拠点を構築するための学内組織を検討す
る。

― ― ― ― ― 鹿児島大学
鹿児島県、鹿児
島市、薩摩川内
市、与論町

4 3 2 3 「かごしまＣＯＣセンター」の設置 26年度
　鹿児島大学と地域との連携の核となるセンターを設置
する。

― 「かごしまＣＯＣセンター」の設置 ― ― ― 鹿児島大学

◎ 4 3 2 3
共通教育授業
「起業のための人材育成」

26年度～

起業マインドを持つ人材の育成を目的とした共通教育の
授業（対象は全学部学部学生）。講師には本学教員のほ
か、鹿児島銀行と野村證券との「産学連携授業に関する
連携協定書締結」により、授業実施において協力を得て
いる。

―

授業開始に際し、10月2日に鹿児島大学と株式会社鹿児島
銀行及び野村證券株式会社との間で「産学連携授業に関す
る連携協定」を締結した。
「起業のための人材育成Ⅰ」を後期に開講した。

―
「起業のための人材育成Ⅰ」「起業のための人材育成Ⅱ」を
前期・後期で実施する。

継続実施予定 鹿児島大学

◎ 4 3 2 3
「地（知）の拠点大学による地方
創生推進事業（COC+）」への提
案（鹿児島大学）

27年度

地（知）の拠点大学が、地方公共団体や企業等と協働し
て、学生にとって魅力ある就職先を創出・開拓するととも
に、地域が求める人材を養成するための教育カリキュラ
ムの改革を行うことにより、地方創生の中核となる「ひと」
の地方への定着を促進することを目的とした文部科学省
の事業。

― ― ―

　同事業の申請を平成27年6月末に行った。COC＋大学で
ある鹿児島大学をはじめ、COC＋参加校（鹿児島国際大
学、志學館大学、鹿児島県立短期大学、鹿児島女子短期大
学等）や鹿児島県、企業団体等の事業協働機関と連携協働
することにより、5年後の学卒者の県内就職率を平成26年度
学卒者の就職率より7.5％増を目指す事業目標を立てた。
　

未定
鹿児島大学産学
官連携推進セン
ター

県内高等教育機
関7校、鹿児島
県、鹿児島銀行、
14企業団体等

4 3 3 1
ものづくり職人人材マッチング事
業

23年度～

　ものづくりを支える職人に興味のある若年者への職場
体験等の場の提供やホームページを活用した職人等の
魅力の情報発信により、担い手の掘り起こしを行い、もの
づくり分野での就職・起業につなげる。

5,134

・イベント
参加者　63名
・マッチング
マッチング（就職）　  9件、若年者の求職登録　301件

4,861
・イベントの実施
・マッチング

・イベントの実施
・マッチング 雇用推進課

4 3 3 1 若年者のための就職面談会 ―
　厳しい雇用状況にある若年者の県内就職を促進するた
め，就職面談会を開催する。

―
（２６年度実績）
・６月１０日（鹿児島市）
・１１月１８日（鹿児島市）

― 継続実施予定 　継続実施予定

県，鹿児島労働
局，鹿児島県若
者就職サポート
センター

25／28



プランに係る事業等一覧

新
規
・
拡
充

振
興
の
方
向
性

基
本
方
針

推
進
施
策

主
な
取
組
み

事務・事業名 事業期間 事業概要

事業費
（千円）

26決算額

２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

□ 4 3 3 4
労働関係相談及び雇用促進事
業

S49年度～

（１）雇用相談
　市民の方々が職業相談ができるよう、市役所東別館1階
市民相談センター内に雇用相談室を設けている。
【内容】
　職業相談、雇用相談、求人・求職情報の広報、職場適
応相談、雇用保険の相談、労働環境の相談

（２）雇用労働会議
　雇用労働問題について、経済団体、労働団体、行政機
関が一堂に会し、各団体の取組状況などについて、意見
交換を行い、相互の理解と連携を深める。

2,549

(1)雇用相談
　ハローワークの求人情報のオンライン提供を活用した求人
情報の提供（H26.9月～）
　シルバー人材センターコーディネーターによる事業紹介等
　無料職業紹介の開設
【26年度実績】
　相談件数　288件
　無料職業紹介　紹介状作成27件　就職件数8件

(2)雇用労働会議
　雇用労働会議の開催
　　平成26年12月25日　「女性の就労促進にむけた取組に
ついて」
　　（出席団体：国３、県２、市２）

2,592

(1)雇用相談
　・雇用・労働に関する各種相談
　・無料職業紹介の対象者を若年者を含む全世代に拡充
　　する。（Ｈ２７～）
  ・シルバー人材センターコーディネーターによる事業
    紹介等

(2)雇用労働会議
　雇用労働会議の開催

(1)雇用相談
　・雇用・労働に関する各種相談
　・無料職業紹介
  ・シルバー人材センターコーディネーターによる事業
   紹介等

(2)雇用労働会議
　雇用労働会議の開催

雇用推進課

4 3 3 2
就職困難者等雇用促進助成事
業

S63年度～
　高年齢者等就職困難な者の雇用機会の増大及び雇用
の定着を図るため、市内に事業所を有する中小企業の事
業主が、市内に住所を有する就職困難者等を継続して雇
用する労働者として雇い入れた場合に、事業主に対し奨
励金を支給する。

6,677

就職困難者等雇用奨励金を支給する。
＜対象者＞
　対象労働者：市内に住所を有する身体障害者等、高年齢
者、精神障害者、母子家庭の母等、父子家庭の父及びその
他就職が特に困難な者
＜奨励金の額＞
　重度障害者、精神障害者等：月額6,000円を12ヶ月間
　重度以外の障害者：月額3,000円を12ヶ月間
　高年齢者（60歳以上）、母子家庭の母等、父子家庭の父及
びその他：月額3,000円を6ヶ月間

【平成26年度実績】
　201事業所　277人

6,666

就職困難者等雇用奨励金を支給する。
＜対象者＞
　対象労働者：市内に住所を有する身体障害者等、高年齢
者、精神障害者、母子家庭の母等、父子家庭の父及びその
他就職が特に困難な者
＜奨励金の額＞
　重度障害者、精神障害者等：月額6,000円を12ヶ月間
　重度以外の障害者：月額3,000円を12ヶ月間
　高年齢者（60歳以上）、母子家庭の母等、父子家庭の父及
びその他：月額3,000円を6ヶ月間

就職困難者等雇用奨励金を支給する。
＜対象者＞
　対象労働者：市内に住所を有する身体障害者等、高年齢
者、精神障害者、母子家庭の母等、父子家庭の父及びその
他就職が特に困難な者
＜奨励金の額＞
　重度障害者、精神障害者等：月額6,000円を12ヶ月間
　重度以外の障害者：月額3,000円を12ヶ月間
　高年齢者（60歳以上）、母子家庭の母等、父子家庭の父及
びその他：月額3,000円を6ヶ月間

雇用推進課

□ 4 3 3 2 高年齢者就業機会確保事業
S56年度～

　臨時的・短期的な就業を通じて、定年退職者等に就業
機会を提供するシルバー人材センターを育成することに
より、高年齢者の社会参加や生きがいづくりを図り、活力
ある地域社会づくりを推進するとともに、高年齢者のもつ
知識・経験や技能・技術を就労分野において積極的に活
用促進する。

48,384

（1)（公社）鹿児島市シルバー人材センターへの助成
　　高年齢者の就業機会の拡大と福祉の向上に取り組むシ
ルバー人材センターに対し補助を行った。
（2）就労促進ガイドブックの発行
　　高年齢者雇用に関する情報等を掲載した紹介冊子を発
行（10,000部）
(3)コーディネーター、就業開拓員の配置等
　　シルバー人材センターに配置されているｺｰﾃﾞｸﾈｰﾀｰや
　就業開拓員等に係る経費の一部を助成。
(4)ＩＴスキルアップ講座の開催
　　再就職を目指す高年齢者を対象とした効果的なビジネス
ソフトの活用法等のパソコン講座を開催。

65,733

（1)（公社）鹿児島市シルバー人材センターへの助成
　　高年齢者の就業機会の拡大と福祉の向上に取り組むシ
ルバー人材センターに対する補助を拡充。（Ｈ２７～）
（2）就労促進ガイドブックの発行
　　高年齢者雇用に関する情報等を掲載した紹介冊子を発
行（10,000部）
(3)コーディネーター、就業開拓員の配置等
　　シルバー人材センターに配置されているｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰや就業開拓員等に係る経費の一部を助成。
(4)ＩＴスキルアップ講座の開催
　　再就職を目指す高年齢者を対象とした効果的なビジネス
ソフトの活用法等のパソコン講座を開催。

（1)（公社）鹿児島市シルバー人材センターへの助成
　　高年齢者の就業機会の拡大と福祉の向上に取り組むシ
ルバー人材センターに対し補助を行う。
（2）就労促進ガイドブックの発行
　　高年齢者雇用に関する情報等を掲載した紹介冊子を発
行（10,000部）
(3)コーディネーター、就業開拓員の配置等
　　シルバー人材センターに配置されているｺｰﾃﾞｨﾈｰ
　ﾀｰや就業開拓員等に係る経費の一部を助成。
(4)ＩＴスキルアップ講座の開催
　　再就職を目指す高年齢者を対象とした効果的なビジネス
ソフトの活用法等のパソコン講座を開催。

雇用推進課

4 3 3 2 若年者就職サポート事業
16年度～

　若年者の雇用状況の改善を図るため、求人数の減少や
雇用面のミスマッチなどの課題に対応した取組みを実施
する

475

(1)求人開拓
　市職員が直接経済団体（20団体）を訪問し雇用枠拡大を
要請
(2)キャリア形成ガイドブックの発行
　ｾﾐﾅｰ等の紹介冊子を発行（10,000部）
(3)高校生ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌｾﾐﾅｰの開催
　市内高校3年生を対象に面接試験の対応研修等を開催

1177

(1)求人開拓
　市職員が直接経済団体を訪問し雇用枠拡大を要請
(2)キャリア形成ガイドブックの発行
　ｾﾐﾅｰ等の紹介冊子を発行（10,000部）
(3)高校生ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌｾﾐﾅｰの開催
　市内高校3年生を対象に面接試験の対応研修等を開催
(4)新就職者激励大会の開催
　市内の事業所に就職する新規学卒者を対象者に
　社会人としての基礎研修や講演等を開催
　（Ｈ27年度～労政広報紙発行等事業から移管）

(1)求人開拓
　市職員が直接経済団体を訪問し雇用枠拡大を要請
(2)キャリア形成ガイドブックの発行
　ｾﾐﾅｰ等の紹介冊子を発行（10,000部）
(3)高校生ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌｾﾐﾅｰの開催
　市内高校3年生を対象に面接試験の対応研修等を開催
(4)新就職者激励大会の開催
　市内の事業所に就職する新規学卒者を対象者に
　社会人としての基礎研修や講演等を開催

雇用推進課

4 3 3 2 若年者等雇用促進助成事業 21年度～

　雇用環境の厳しい若年者等の正規雇用の機会を拡大
するため、国のトライアル雇用事業によりトライアル雇用し
た市内事業主に対し、奨励金を支給する。

10,085

トライアル雇用支援金を支給する。
＜対象労働者＞
　市内に住所を有し（住民登録があること）、国のトライアル
雇用事業または障害者トライアル雇用事業により市内に事
業所を有する事業主に雇用された者。ただし、申請日にお
いて引き続き対象労働者を雇用していること。）
＜支援金の額＞
　1人最大6万円。ただし、障害者トライアル雇用事業により
雇用された者の場合、最大12万円。

 【26年度実績】
137事業所　149人

13,509

トライアル雇用支援金を支給する。
＜対象労働者＞
　市内に住所を有し（住民登録があること）、国のトライアル
雇用事業または障害者トライアル雇用事業により市内に事
業所を有する事業主に雇用された者ただし、申請日におい
て引き続き対象労働者を雇用していること。
＜支援金の額＞
　1人最大6万円。ただし、障害者トライアル雇用事業により
雇用された者の場合は、最大12万円。※平成27年4月10日
以降に雇用された母子家庭の母等及び父子家庭の父につ
いては、別途加算あり）

トライアル雇用支援金を支給する。
＜対象労働者＞
　市内に住所を有し（住民登録があること）、国のトライアル
雇用事業または障害者トライアル雇用事業により市内に事
業所を有する事業主に雇用された者。ただし、申請日にお
いて引き続き対象労働者を雇用していること。
＜支援金の額＞
　1人最大6万円。ただし、障害者トライアル雇用事業により
雇用された者の場合は、最大12万円。※平成27年4月10日
以降に雇用された母子家庭の母等及び父子家庭の父につ
いては、別途加算あり）

雇用推進課

4 3 3 2 IT人材育成事業 22～26年度
　新卒未就職者をはじめとする若年者を対象に、座学研
修や職場実習を通じて、情報・通信分野における人材の
育成等を図る。

33,939

○雇用の創出とともに、座学研修や職場実習を行う。

○Ｈ２６年度　新規雇用者数　15人

※鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用
   し実施。

― ― ― 雇用推進課

4 3 3 2 障害者技能向上支援事業 25年度～

　障害者の雇用促進につなげるため、特別支援学校の生
徒を対象に技能体験教室や職場見学を実施し技能向上
の機会を提供するとともに、新たにアビリンピック出場を
目指す従業員を雇用している事業主に対し技能習得に要
する経費を助成する。

475

【26年度実績】
・障害者技能労働者激励金の支給
　40,000円　（10,000円×4人）
・技能体験教室の開催　2回（9名参加）
・職場見学の開催　2回（10名参加）
・障害者技能向上奨励金の支給
　支給件数：３業所　支給金額：130,000円

602

・障害者技能労働者激励金の支給
・技能体験教室の開催
・職場見学の開催
・障害者技能向上奨励金の支給

・障害者技能労働者激励金の支給
・技能体験教室の開催
・職場見学の開催
・障害者技能向上奨励金の支給

雇用推進課
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資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

◎ 4 3 3 2 ものづくり職人育成支援事業 27年度～

ものづくり分野の技能継承、技術力向上等を図るとともに
市内事業所の人材育成を支援するため、本市職業訓練
センターで実施する職業訓練にかかる経費の一部を助成
する。

― ― 488

ものづくり職人育成支援金を支給する。
（対象者）
　市内に事業所を有する事業主であって、当該事業所で雇
用する従業員に、鹿児島市職業訓練センターに（職）鹿児島
市職業訓練協会が設置する鹿児島高等技術専門校で実施
する職業訓練を受講させ、その職業訓練に係る経費を負担
する者。
（対象経費）
　事業主が支払った訓練校の入学金及び授業料
（補助率）
　２分の１

ものづくり職人育成支援金を支給する。
（対象者）
　市内に事業所を有する事業主であって、当該事業所で雇
用する従業員に、鹿児島市職業訓練センターに（職）鹿児島
市職業訓練協会が設置する鹿児島高等技術専門校で実施
する職業訓練を受講させ、その職業訓練に係る経費を負担
する者。
（対象経費）
　事業主が支払った訓練校の入学金及び授業料
（補助率）
　２分の１

雇用推進課

4 3 3 2
長期実践型インターンシップ事
業

25～26年度

　長期間にわたるインターンシップのコーディネートを行
い、大学生等に対し、仕事や地元企業を知り就職のイ
メージをつかんでもらう機会を提供するとともに、中小企
業の事業拡大の支援等を行う。

8,391

・長期間のインターンシップの実施
　10社　23名

※鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用
   し実施。

― ― ― 雇用推進課

4 3 3 2 仕事・職業人情報発信事業 25～26年度

　インターネット等による様々な仕事や職業人等の魅力の
情報発信などにより、就職活動中の学生等の情報収集を
支援するとともに、職業観の醸成を促し、離職率の抑制
や雇用のミスマッチの解消を図る。

4,820

・インターネットを活用した様々な仕事や職業人等の魅力
  の情報発信
・若者と職業人との対話イベントの開催

※鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用
   し実施。

― ― ― 雇用推進課

4 3 3 2 在職者キャリアアップ支援事業 26年度

企業の在職者を対象に、業務に資する専門的知識の習
得や資格取得のための研修を実施し、企業の売上増加
や業務効率向上等を支援することにより、在職者の処遇
改善を図る。

24,394

企業の在職者を対象に、業務に資する専門的知識の習得
や資格取得のための研修を実施し、企業の売上増加や業
務効率向上等を支援することにより、在職者の処遇改善を
図る。
【26年度実績】
　参加事業所数　48事業所
　参加人数　　　　92人（延べ139人）
※鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活用
   し実施。

― ― ― 雇用推進課

4 3 3 2
鹿児島県ジョブ・カード企業支援
センター

20年度～

　地元企業のニーズに合った人材を育成するため、厚生
労働省の委託事業であるジョブ・カード事業を受託する。
　①ジョブ・カード制度の周知広報
　②ジョブ・カード普及サポーター企業の開拓・支援
　③ジョブ・カードを活用した雇用型訓練の実施企業の開
拓・支援
　④ジョブ・カードを活用した在職労働者の実務経験の評
価を実施する企業の開拓・支援
　⑤在職労働者に対するジョブ・カードを活用したキャリ
ア・コンサルティング等を実施する企業の開拓・支援

―
・訓練計画確認済事業所：336事業所436コース
・訓練開始件数：348コース
・ジョブ・カード普及サポーター企業登録事業所：437コース

― 継続実施 　未定 商工会議所

4 3 3 2
鹿児島県若者就職サポートセン
ター事業（厚生労働省委託）

22年度～

　地元企業の人材確保、若年者の雇用拡大を図るため、
厚生労働省の委託事業である若年者地域連携事業を受
託し、若年者を対象とする企業説明会の開催やカウンセ
リング、職場定着支援を行う。ヤングハローワークとの併
設により若年求職に対するワンストップ機能及びサービス
の提供を行う。
①若年者地域連携事業
　・若年者の採用拡大のための広報・啓発
　・若年者に対する企業説明会の実施
　・就職活動支援講座
　・企業交流セミナー
　・面接力アップセミナー＆実践コース
　・コミュニケーションスキルアップ講座
　・就職内定者に対する講習会　など

―

・センター利用の登録
　　新規登録人数2,590人、就職者数1,808人
・カウセリングの実施
　　相談件数2,154件　　他

― 継続実施予定 　継続実施予定 商工会議所

4 3 3 2 そうしんカバン持ち体験事業 23年度～

　学生が企業の社長を初めとした経営幹部の“カバン持
ち”をすることで一日中行動を共にし、企業トップの行動や
発言に直接触れ、その体験をもとに「自己の将来の“キャ
リアデザイン”」を考えるというインターンシップとして開催
する。

―

以下の日程で開催
　・受入企業向け事前説明会：平成26年7月18日
　・事前学習：平成26年8月7日・8日
　・企業研修：平成26年8月18日～9月12日の期間内3日間
　・研修報告書提出：平成26年9月26日
　・研修報告会：平成26年10月7日

―

以下の日程で開催予定
　・受入企業向け事前説明会：平成27年7月17日
　・事前学習：平成27年8月6日・7日
　・企業研修：平成27年8月17日～9月16日の期間内3日間
　・研修報告書提出：平成27年9月25日
　・研修報告会：平成27年10月中旬

来期以降も継続実施予定
スケジュール等は年度毎に決定するが、平成26年度とほぼ
同様のスケジュールを予定。

鹿児島相互信用
金庫

鹿児島国際大

4 3 3 2 就活フォーラム 23年度～
　新社会人となる前の大学生の「就業力」アップの支援を
目的に、地域貢献活動の一環として実施する。

― ― ― 　日程未定 　日程未定
鹿児島相互信用
金庫

鹿児島国際大
鹿大

4 3 3 2
若年者緊急雇用支援事業（雇用
基金）

24～25年度

  厳しい雇用環境に置かれている若年者の再就職を支援
するため，就業に必要な知識・技術を習得させる研修を
行うとともに，県内企業等への一定期間派遣による雇用
機会の提供を行うことにより，派遣期間終了後の常用雇
用を目指す。

― ― ― ― ― 県

4 3 3 2
若年者就職応援事業（雇用基
金）

25年度

  厳しい雇用環境に置かれている若年者の再就職を支援
するため，就業に必要な知識・技術を習得させる研修を
行うとともに，県内企業等への一定期間派遣による雇用
機会の提供を行うことにより，派遣期間終了後の常用雇
用を目指す。

― ― ― ― ― 県
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２６年度の実施状況

事業費
（千円）

27予算額

２７年度の実施内容 ２８年度以降の実施計画
実施主体
（所管）

関係機関等

資 料 ２◎：新規事業 □：拡充事業

4 3 3 2
若年者雇用・人材育成事業（雇
用基金）

25～26年度

　潜在的な求人意欲のある創業間もない地元企業等にお
いて，地域資源を活用した新商品開発や販路開拓等の
事業拡大に必要な人材を確保するため，若年未就職者を
雇用し，人材育成を行うとともに，当該企業の成長を通じ
今後の県内雇用の受け皿の拡大を図る。

140,273
・雇用予定人数：１５０人(継続）
・事業実施期間：４月～１１月

― ― ― 県

4 3 3 2 かごしまＩＴ就職フェア 25年度～

　人材不足に悩む県内ＩＴ企業が学生にＰＲする場を提供
するとともに、ＩＴ系企業への就職を望む学生等を支援す
る。
就職支援等を通して鹿児島市経済の活性化、インキュ
ベーション施設（ソフトプラザかごしま）の周知を図る。

― （就職活動時期の繰り下げにより、実施中止） ― ― ―
鹿児島相互信用
金庫

・鹿児島市
・一社）鹿児島県
情報サービス産
業協会

4 3 3 2 かごしまＩＴ業界セミナー 25年度～

　人材不足に悩む県内ＩＴ企業が、学生に自社の取組・活
動内容をＰＲする場を提供するとともに、ＩＴ業界に対する
興味喚起を図り、学生・一般の方と企業の人材マッチング
をフォローする。また、ソフトプラザかごしまでの開催によ
り、同施設の周知を図る。

―
日時：平成26年12月3日（水）
場所：鹿児島市（ソフトプラザかごしま）

―

平成２７年度継続実施予定
スケジュール等は検討中、今年度とほぼ同様のスケジュー
ルを予定。

来期以降も継続実施予定
スケジュール等は検討中、今年度とほぼ同様のスケジュー
ルを予定。

鹿児島相互信用
金庫

・鹿児島市
・一社）鹿児島県
情報サービス産
業協会
・㈱マチトビラ

4 3 3 3
UIターンフェア“かごしま”＆県内
就職合同面接会

―
　県内企業の人材確保と，鹿児島県へのＵＩターン希望者
の就職を促進するため，就職面接会を開催する。

・８月１２日開催（鹿児島市）
参加企業：８９社，参加求職者：２９３人

継続実施予定 　継続実施予定
県，鹿児島労働
局

4 3 3 3 ふるさと人材相談室の運営 ―
　県内企業の人材確保を図るため，東京，大阪及び鹿児
島において，県内企業の中核的な人材となるようなＵＩ
ターン希望者を対象とした無料職業紹介を実施する。

　同　左 継続実施予定 　継続実施予定 県

4 3 3 4
中小企業退職金共済掛金補助
事業

S52年度～
　市内中小企業の中小企業退職金共済制度及び特定退
職金共済制度への新規加入を促進することにより、中小
企業勤労者の福祉の増進に寄与する。

4,570

＜対象者＞
　次の要件を全てに該当する共済契約者（事業主）
    ・市内に事務所または事業所を有する者
    ・新規に共済契約を締結した月から引き続いて
     １２か月分の掛金を納付している共済契約者
＜補助金額＞
　被共済者1人につき、掛金の額（掛金の額が5,000円を超え
る時は5,000円）の12か月分に相当する額に100分の20を乗
じて得た額

【26年度実績】
　52事業所　263人

4,790

＜対象者＞
　次の要件を全てに該当する共済契約者（事業主）
    ・市内に事務所または事業所を有する者
    ・新規に共済契約を締結した月から引き続いて
     １２か月分の掛金を納付している共済契約者
＜補助金額＞
　被共済者1人につき、掛金の額（掛金の額が5,000円を超え
る時は5,000円）の12か月分に相当する額に100分の20を乗
じて得た額

＜対象者＞
　次の要件を全てに該当する共済契約者（事業主）
    ・市内に事務所または事業所を有する者
    ・新規に共済契約を締結した月から引き続いて
     １２か月分の掛金を納付している共済契約者
＜補助金額＞
　被共済者1人につき、掛金の額（掛金の額が5,000円を超え
る時は5,000円）の12か月分に相当する額に100分の20を乗
じて得た額

雇用推進課

4 3 3 4
中小企業勤労者総合福祉推進
事業

5年度～

　本市の中小企業勤労者に総合的な福利厚生事業を提
供する（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセ
ンターを育成することにより、中小企業勤労者の工場を図
るとともに中小企業の振興、地域社会の活性化に寄与す
る。

13,615
（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンターの
管理運営に係る経費及び健康の維持増進事業に係る経費
の一部を助成する。

13,615
　（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンターの
管理運営に係る経費及び健康の維持増進事業に係る経費
の一部を助成する。

　（公財）鹿児島市中小企業勤労者福祉サービスセンターの
管理運営に係る経費及び健康の維持増進事業に係る経費
の一部を助成する。

雇用推進課

4 3 3 4
勤労者交流センター管理運営事
業

12年度～ 　勤労者の余暇活用の充実と相互交流を促進するため、
勤労者交流センターを設置する。

71,932

〔管理運営〕
　・委託先：(公財)市中小企業勤労者福祉サービス
　　センター
　・業務内容：施設の維持管理、施設等の使用
　　許可、使用料の収納　など

72,998

〔管理運営〕
　・委託先：(公財)市中小企業勤労者福祉サービス
　　センター
　・業務内容：施設の維持管理、施設等の使用
　　許可、使用料の収納　など

〔管理運営〕
　・委託先：(公財)市中小企業勤労者福祉サービス
　　センター
　・業務内容：施設の維持管理、施設等の使用
　　許可、使用料の収納　など

雇用推進課

4 3 3 4 子育て応援企業登録事業 ―

　一般事業主行動計画（次世代育成支援対策推進法に
基づく。）を策定し，従業員の仕事と子育ての両立支援に
積極的に取り組む企業を「かごしま子育て応援企業」とし
て登録し，広く県民に紹介することで社会的に評価される
仕組みを作り，県内企業の子育て支援に対する自主的な
取組を促進する。

・平成２７年１月５日現在の登録企業数：２５３社 継続実施予定 　継続実施予定 県

28／28


